
NY生活プレス社  NO. 754（週刊）2020年1月1日水曜日

■
新
聞
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
読
め
る
デ
ジ
タ
ル
版
　w

w
w
.n
y
se
ik
a
tsu
.c
o
m

世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
わ
か
る
日
本
語
新
聞
（
フ
リ
ー
）
　©

A
ll c

o
p
y
rig

h
ts

 re
s
e
rv

e
d
 to

 N
e
w

 Y
o
rk

 S
e
ik

a
ts

u
 P

re
s
s
, In

c
.

ENGLISH PAGE THE JAPAN VOICE PAGE25

週刊ＮＹ生活
・NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.  ☎ (212) 213-6069

・71 WEST 47TH STREET, SUITE 307, NEW YORK, NY 10036

SHUKAN

NEW YORK

SEIKATSU

Japanese  Weekly Newspaper  (Free)

www.nyseikatsu.com

Printed in U.S.A.

国
連
本
部
の
会
議
棟
２
階
、

連
日
「
国
際
の
平
和
と
安
全
の

維
持
」
に
関
す
る
重
要
な
議
題

を
取
り
扱
う
安
全
保
障
理
事
会

の
議
場
に
通
じ
る
廊
下
の
壁
面

に
は
１
９
８
５
年
に
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
家
か
ら
国
連
に
寄
託
さ

れ
た
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
の
大
作

「
ゲ
ル
ニ
カ
」
の
ほ
ぼ
原
寸
大
の

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

も
と
に
な
っ
た
「
ゲ
ル
ニ
カ
」

は
、
１
９
３
７
年
５
月
の
パ
リ

万
国
博
覧
会
で
ス
ペ
イ
ン
館
の

ミ
ュ
ー
ラ
ル
用
に
依
頼
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
内
戦
の
さ
な
か
、

ス
ペ
イ
ン
の
共
和
国
政
府
の
打

倒
を
目
指
し
て
蜂
起
し
た
フ
ラ

ン
コ
将
軍
に
加
担
す
る
形
で
ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
空
軍
（
コ
ン
ド

ル
部
隊
）
が
バ
ス
ク
地
方
の
ゲ

ル
ニ
カ
と
い
う
町
を
空
爆
し
た

事
実
を
知
っ
た
ピ
カ
ソ
が
一
気

に
描
き
上
げ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
空
爆
は
人
類
史
上

初
の
一
般
市
民
を
巻
き
込
ん
だ

無
差
別
攻
撃
で
、
た
く
さ
ん
の

女
性
や
子
ど
も
を
含
む
１
６
０

０
に
も
上
る
人
々
が
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。
絵
画
「
ゲ
ル
ニ
カ
」

は
、
こ
れ
に
激
怒
し
た
ピ
カ
ソ

が
、
殺
し
合
い
を
や
め
な
い
人

類
に
突
き
付
け
た
渾
身
の
一
作

で
す
。
反
戦
の
象
徴
と
し
て
有

名
な
絵
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に

こ
の
作
品
自
体
、
受
難
と
流
転

の
歴
史
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

「
ゲ
ル
ニ
カ
」
は
、
パ
リ
万
博

が
終
了
し
て
も
内
戦
状
態
に
あ

っ
た
ス
ペ
イ
ン
に
送
ら
れ
る
こ

と
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

を
巡
回
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
脅

威
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
得
ら

れ
た
資
金
は
共
和
国
政
府
の
支

援
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
当
の
ス

ペ
イ
ン
で
は
１
９
３
９
年
４
月

に
内
戦
に
勝
利
し
た
フ
ラ
ン
コ

が
軍
事
独
裁
政
権
を
樹
立
し
た

こ
と
か
ら
、
「
ゲ
ル
ニ
カ
」
は
そ

の
年
の
５
月
に
は
当
時
ネ
ル
ソ

ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
理
事

長
を
務
め
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
近
代
美
術
館
（
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
）

に
、
ス
ペ
イ
ン
に
人
民
の
自
由

が
訪
れ
る
ま
で
は
返
還
し
な
い

と
い
う
ピ
カ
ソ
本
人
と
の
約
束

の
も
と
、
い
わ
ば
「
亡
命
」
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
大
作
の
ス
ペ
イ
ン
帰
還

が
動
き
出
し
た
の
は
ピ
カ
ソ
が

91
歳
で
亡
く
な
り
（
73
年
）
、
フ

ラ
ン
コ
将
軍
も
死
去
（
75
年
）

し
て
か
ら
の
こ
と
で
、
81
年
に

極
秘
裏
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

マ
ド
リ
ー
ド
に
移
さ
れ
、
最
初

は
国
立
プ
ラ
ド
美
術
館
の
別
館

で
防
弾
ガ
ラ
ス
の
な
か
で
公
開

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
９
９

２
年
か
ら
は
新
た
に
オ
ー
プ
ン

し
た
国
立
ソ
フ
ィ
ア
王
妃
芸
術

セ
ン
タ
ー
に
常
設
展
示
さ
れ
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
間
に
ゲ
ル
ニ
カ

を
バ
ス
ク
地
方
で
展
示
し
よ
う

と
い
う
動
き
も
出
ま
し
た
が
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
美
術
館
が

な
い
と
の
理
由
で
断
ら
れ
て
い

た
と
こ
ろ
、
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
の
ラ
イ

バ
ル
と
も
い
わ
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術

館
が
、
ゲ
ル
ニ
カ
に
近
い
ビ
ル

バ
オ
に
世
界
級
の
分
館
を
ビ
ル

バ
オ
・
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術

館
と
し
て
開
館
、
国
王
夫
妻
に

ゲ
ル
ニ
カ
を
本
来
あ
る
場
所
に

戻
す
よ
う
訴
え
た
と
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

（
41
面
に
続
く
）

ゲ
ル
ニ
カ

賀
正

国連本部ビルの安全保障理事会の議場に通じる廊下に掲げられているピカソの大作「ゲルニカ」のタペストリー（写真・三浦良一）

新春特別号

●ことばの泉年間大賞 44-47面

●硬筆コンクール優秀賞 48面

●北米伊藤園新俳句グランプリ 50面

●書の散歩道優秀特選賞 60面

国
連
ア
ー
ト
探
訪

よ
り
よ
い
世
界
へ
の
「
祈
り
」
の
シ
ン
ボ
ル
た
ち

星
野
千
華
子 ④

https://www.amnet.jp/
http://www.iiicareer.com/
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（39）　［総　合］ 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2020年（令和2年）1月1日（水）

１月 NY日系人会の行事
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
１
月
20
日
、
バ

ー
ド
ラ
ン
ド
シ
ア
タ
ー
で
再
び

大
江
千
里
ト
リ
オ
ラ
イ
ブ
を
や

り
ま
す
の
で
、
新
年
は
心
が
躍

り
ま
す
。
旧
年
中
は
本
当
に
皆

様
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
ま
た
新
し
い
年

を
迎
え
て
ご
挨
拶
が
で
き
る
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
は
、
わ
が
12
年

の
ア
メ
リ
カ
生
活
で
最
も
大
変

だ
っ
た
年
で
す
。
４
月
の
あ
る

夜
中
に
お
腹
が
痛
く
て
ど
う
し

よ
う
も
な
く
自
力
で
病
院
ま
で

歩
い
て
行
き
、
そ
の
ま
ま
入
院
、

虫
垂
炎
の
手
術
を
行
い
ま
し

た
。
腹
膜
炎
で
破
裂
寸
前
だ
っ

た
の
で
す
。W

aiver

に
サ
イ

ン
し
て
犬
に
朝
ご
は
ん
や
り
に

帰
ろ
う
と
し
て
い
る
の
を
現
場

の
お
医
者
さ
ん
た
ち
が
Ｃ
Ｔ
を

受
け
た
方
が
い
い
と
進
め
て
く

れ
た
の
で
す
。
日
本
で
そ
の
あ

と
７
月
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
受
け
た
ら

な
ん
と
盲
腸
の
手
術
で
腸
を
止

め
た
ク
リ
ッ
プ
が
外
れ
て
お
腹

の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
動
い
て
い
る

そ
う
で
す
。
聞
い
て
な
い
よ
、

そ
ん
な
話
（
涙
）
で
す
が
、
命

は
助
か
り
ま
し
た
。

そ
の
ち
ょ
っ
と
後
に
、
僕
を

応
援
し
て
く
れ
て
い
た
父
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
ず
っ
と
長
い

こ
と
心
の
距
離
が
あ
っ
た
の
で

す
が
父
は
20
年
ほ
ど
前
に
下
咽

頭
が
ん
を
手
術
し
て
声
を
失
っ

て
、
そ
の
後
か
ら
お
互
い
に
会

話
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
声
を

失
っ
て
会
話
を
得
る
っ
て
変
な

言
い
方
で
す
が
、
一
度
も
ポ
ッ

プ
時
代
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
見
に

来
て
く
れ
な
か
っ
た
父
が
「
１

２
３
４
」
と
い
う
僕
の
ア
ル
バ

ム
を
持
っ
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ

に
渡
る
と
き
も
「
日
本
で
は
や

り
き
っ
た
だ
ろ
う
？

行
っ
て

き
な
さ
い
」
と
背
中
を
押
し
て

く
れ
た
の
で
し
た
。

父
が
亡
く
な
っ
た
直
後
は
ア

ル
バ
ム
「H

m
m
m

」
の
レ
コ

ー
デ
イ
ン
グ
だ
っ
た
の
で
、
人

生
っ
て
タ
フ
だ
な
と
痛
感
し
た

の
で
す
が
、
こ
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ

ー
ス
タ
ー
か
ら
降
り
た
ら
だ
め

だ
な
と
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
敢

行
し
、
自
分
の
未
来
に
光
が
見

え
る
よ
う
なSenri

Jazz

を
詰

め

込

ん

だ

ア

ル

バ

ム

「H
m
m
m

」

が
完
成
し
ま
し

た
。
人
生
と
は
わ
か
ら
な
い
も

の
で
す
ね
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
を

Ｎ

Ｙ

に

オ

フ

ィ

ス

の

あ

る

S
O
N
Y

M
A
S
T
E
R

W
O
R
K
S

に
ダ
メ
も
と
で
送
る

と
な
ん
と
即
契
約
が
成
立
し
ま

し
た
。
ヨ
ー
ヨ
ー
マ
ー
や
ブ
ラ

ン
フ
ォ
ー
ド
マ
ル
サ
リ
ス
の
い

る
レ
ー
ベ
ル
で
す
。

秋
以
降
も
お
腹
の
傷
跡
を
抑

え
な
が
ら
ア
ル
ベ
ニ
ア
ジ
ャ
ズ

や
ロ
ー
マ
の
老
舗
ジ
ャ
ズ
ク
ラ

ブ
、
シ
カ
ゴ
、
Ｌ
Ａ
、
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
な
ど
で
演
奏
し
ま
し

た
。
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
て
不
安

も
大
き
い
の
で
す
が
、
気
が
つ

く
と
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
オ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
起
こ
り
、
拍
手
を
い

た
だ
け
て
い
る
と
、
き
っ
と
神

様
が
ど
こ
か
で
「
頑
張
れ
よ
」

っ
て
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
い

る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

新
し
い
年
も
バ
ー
ド
ラ
ン
ド

の
ト
リ
オ
公
演
を
始
め
、
そ
の

あ
と
は
Ｄ
Ｃ
の
名
門
ジ
ャ
ズ
ク

ラ
ブ
ブ
ル
ー
ス
ア
レ
ー
な
ど
が

待
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
還
暦

を
迎
え
ま
す
。
47
歳
で
Ｎ
Ｙ
の

ジ
ャ
ズ
大
学
に
入
っ
て
52
歳
で

ジ
ャ
ズ
レ
ー
ベ
ル
を
立
ち
上
げ

て
６
作
ア
メ
リ
カ
で
作
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持

っ
て
一
歩
一
歩
今
年
も
精
進
し

て
い
き
た
い
な
と
決
意
も
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
新
し
い
年
の
始
ま
り
が

皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
も

の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
健
康

で
実
り
豊
か
な
２
０
２
０
年
を

ど
う
か
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

タ
フ
な
人
生
の
向
こ
う
に
明
日

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

大
江
千
里

明けましておめでとうございます！来る年が皆様にとりまして良

き年でありますようお祈り申し上げます。2020年も、皆様のニー

ズにあった企画を取り入れて行きたいと思っています。ご支援の

ほどお願い申し上げます。                              　　ＪＡＡ事務局

定期クラス＝太極拳クラス（火10:45〜11:45）1/7より／書道クラ
ス（火13:00〜16:00）1/7より／JAA楽碁会（13:00〜15:00) 1/14 ／
裏千家茶道クラス（水10:00〜12:00）1/22＆29 ／JAAコーラスク
ラス（金13:15〜15:15）1/10より　　

●12月31日（火）、1月1日（水）、2日（木）は年末年始にて事務
局お休み。JAAの仕事始めは1月3日（金）。　

●13日（月）10:00〜12:00「シニアへの無料ヘアカット」田原ミチ
さん、小須田シゲさん、津田やす子、窪田敏次さんと小林はる
かさんが行う。各30分。要予約。

●16日（木）10:00〜12:00　「寺井真美弁護士による米国における
移民法無料相談室」各15分。要予約。

●20日（月）Martin Luther King Jr. Day のためJAAはお休み
●22日（水）19:00〜 JAA ビジネスウーマンの会「1月の定例会：

ジェトロＮＹ事務局長中沢潔氏のＮＹスタートアップ最新情報
〜具体例とサポーター体制について」参加費：一般$30、JAA
会員$25、学生$20　申し込みは：event.jwb@gmail.com まで

●23日（木）9:30〜12:00「ヘレン・イリエ弁護士と滝川玲子弁護
士の遺言・事前指示の書類についての相談  Will, Health Care
Proxy, Living Wills, Power of Attorney」各30分。要予約。

●27日（木）13:00〜17:00「「帰国を考えている方への無料相談室」
羽山徹さんがアドバイスする。各30分。

●29日（水）18:30〜19:00「JAA年次総会」2020年度理事・役員、
各委員会委員長の紹介、19:00〜20:30「JAA懇親会」JAA会員の
新年会と親睦会。音楽と食事・飲み物を用意。会費：$30　

●30日（水）13:00〜17:00「2018年度税金申告の無料相談」米国
公認会計士でJAA副会長の大島襄さんが相談にのる。各30分。
次回の相談室は2/20（木）

☆1月30日（木）2018年からＮＹ市で制定された「フレッド・コ

レマツ・デー：人権と憲法を守る日」行事の詳細は後日

☆事務局から　2020年度会費納入の案内

2020年JAAの会員になりませんか？

申込み用紙必要な方はJAAへ電話か下記サイトを参照ください

www.jaany.org/ja/membership.html

☆2020年度本庄奨学金奨学生募集中：秋から大学院に進学する学

生を対象に募集中。日本人・日系人、JAA会員以外の人も応募

できる。アプリケーションの締めきりは2月10日（月）

The Japanese American Association of New York, Inc. 

49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）
Tel: 212-840-6942 info@jaany.org

www.jaany.org www.agingjaa.org

https://kamakurashirts.com/


（40） ［文化・芸能］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2020年（令和2年）1月1日（水）　

「
遠
い
昔
、
遥
か
彼
方
の
銀
河

系
で
…
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

ク
ロ
ー
ル
が
画
面
に
表
れ
、
ジ

ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
曲
が
始
ま
る
心
躍
る

瞬
間
。
１
９
７
７
年
に
１
作
目

が
ス
タ
ー
ト
し
た
壮
大
な
ス
ペ

ー
ス
オ
ペ
ラ
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
」
シ
リ
ー
ズ
も
い
よ
い
よ
最

終
章
の
９
作
目
と
な
っ
た
。
時

系
列
順
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
言
え
ば

４
・
５
・
６
の
旧
３
部
作
か
ら

始
ま
り
、
時
代
を
遡
っ
た
新
３

部
作
（
プ
リ
ク
エ
ル
・
ト
リ
ロ

ジ
ー
）、
そ
し
て
続
３
部
作
（
シ

ー
ク
エ
ル
・
ト
リ
ロ
ジ
ー
）
へ

と
40
年
以
上
に
わ
た
り
フ
ァ
ン

を
魅
了
し
続
け
た
大
作
。
そ
の

集
大
成
と
も
言
え
る
完
結
編
だ

け
に
物
語
の
展
開
は
も
と
よ
り
、

ど
ん
な
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
迎
え

る
の
か
熱
狂
的
フ
ァ
ン
で
な
く

て
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
。

ル
ー
ク
・
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
カ

ー
を
師
に
ジ
ェ
ダ
イ
の
修
業
を

し
た
レ
イ
を
主
人
公
に
独
裁
国

家
・
銀
河
帝
国
の
流
れ
を
く
む

軍
事
組
織
フ
ァ
ー
ス
ト
・
オ
ー

ダ
ー
と
レ
イ
ア
率
い
る
レ
ジ
ス

タ
ン
ス
と
の
戦
い
の
行
方
、
そ

れ
と
並
行
し
て
、
ハ
ン
・
ソ
ロ

と
レ
イ
ア
の
息
子
で
ダ
ー
ク
サ

イ
ド
に
落
ち
た
カ
イ
ロ
・
レ
ン

と
命
を
懸
け
て
銀
河
系
を
守
ろ

う
と
す
る
レ
イ
と
の
対
決
が
い

よ
い
よ
決
着
を
迎
え
る
。

監
督
は
「Star

W
ars: T

he
Force

A
w

akens

」
（
エ
ピ
ソ

ー
ド
７
）
で
監
督
・
脚
本
・
製

作
を
担
当
し
た
Ｊ
・
Ｊ
・
エ
イ

ブ
ラ
ム
ス
。
レ
イ
（
デ
イ
ジ

ー
・
リ
ド
リ
ー
）、
カ
イ
ロ
・
レ

ン
（
ア
ダ
ム
・
ド
ラ
イ
バ
ー
）

フ
ィ
ン
（
ジ
ョ
ン
・
ボ
イ
エ
ガ
）、

ポ
ー
・
ダ
メ
ロ
ン
（
オ
ス
カ

ー
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
）
ら
メ
イ
ン

キ
ャ
ス
ト
は
続
投
。
レ
イ
ア
に

扮
す
る
キ
ャ
リ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
は
２
０
１
６
年
12
月
に
死

去
し
た
た
め
、
過
去
の
フ
ィ
ル

ム
映
像
を
使
っ
た
カ
メ
オ
出
演

程
度
を
予
想
し
て
い
た
が
ま
る

で
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
た
め
に

撮
影
し
た
よ
う
な
場
面
が
数
多

く
あ
り
、
う
れ
し
い
ボ
ー
ナ
ス

だ
。
　

惑
星
ジ
ャ
ク
ー
で
ス
カ
ベ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
生
計
を
立
て
て

い
た
レ
イ
に
な
ぜ
フ
ォ
ー
ス
が

備
わ
っ
て
い
た
の
か
、
彼
女
の

出
生
の
秘
密
が
そ
れ
を
語
る
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
い
か
に
も
銀

河
系
の
未
来
を
象
徴
す
る
よ
う

な
さ
わ
か
や
で
希
望
に
満
ち
た

結
び
で
ラ
ス
ト
に
ふ
さ
わ
し
い

感
動
と
涙
の
作
品
と
な
っ
た
。

２
間
22
分
。
Ｐ
Ｇ-

13
。

さ
て
、
完
結
編
を
も
っ
て
い

わ
ゆ
る
「
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
カ

ー
・
サ
ー
ガ
」
の
本
編
は
終
了

す
る
が
こ
れ
で
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

２
０
１
２
年
に
ル
ー
カ
ス
・
フ

ィ
ル
ム
を
傘
下
に
置
い
た
ウ
ォ

ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ス
タ
ジ

オ
は
す
で
に
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ

の
ス
ピ
ン
オ
フ
作
品
「
ロ
ー

グ
・
ワ
ン
」
（
16
年
）
、
「
ソ
ロ
」

（
18
年
）
を
公
開
し
て
お
り
、
同

様
の
ラ
イ
ン
、
あ
る
い
は
ス
ー

タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
新
作
が
出
て
く

る
の
は
間
違
い
な
い
。
　
（
明
）

血
よ
り
濃
い
正
義
と
友
情

■上映館■

Regal E-Walk Stadium 13 & RPX
247 W. 42nd St.

AMC Empire 25
234 West 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14
312 W. 34th St.

「H
eaven

K
now

s
W

hat

」

（
神
様
な
ん
か
く
そ
く
ら
え
、
２

０
１
７
年
）「
グ
ッ
ド
・
タ
イ
ム
」

の
サ
フ
デ
ィ
兄
弟
に
よ
る
新
作
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ダ
イ
ア
モ
ン

ド
街
に
店
を
持
つ
宝
石
商
の
男

が
借
金
に
追
わ
れ
切
羽
詰
ま
っ

た
挙
句
に
危
険
な
賭
け
に
打
っ

て
出
る
。
サ
フ
デ
ィ
兄
弟
得
意

分
野
の
ク
ラ
イ
ム
・
ス
リ
ラ
ー

だ
。
製
作
に
は
マ
ー
テ
ィ
ン
・

ス
コ
セ
ッ
シ
も
加
わ
っ
て
お
り
、

意
表
を
突
く
暴
力
シ
ー
ン
も
出

て
く
る
。

主
人
公
の
ハ
ワ
ー
ド
に
扮
す

る
の
は
ア
ダ
ム
・
サ
ン
ド
ラ
ー
。

サ
ン
ド
ラ
ー
と
言
え
ば
ユ
ー
モ

ア
も
ウ
ィ
ッ
ト
も
な
い
コ
メ
デ

ィ
作
品
の
主
演
が
多
く
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
・
ラ
ズ
ベ
リ
ー
賞
（
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
の
パ
ロ
デ
ィ
で
最

低
・
最
悪
の
作
品
・
俳
優
へ
の

賞
）
３
回
受
賞
の
歴
代
２
位
で
、

ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
11
回
に
及

ぶ
な
ど
お
よ
そ
演
技
力
と
無
縁

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

し
か
し
、
選
ぶ
作
品
に
よ
っ

て
実
は
驚
く
ほ
ど
の
実
力
を
見

せ
る
。
本
作
が
良
い
例
で
借
金

の
深
み
に
は
ま
る
一
方
で
挽
回

の
意
欲
に
快
感
を
覚
え
、
は
た

ま
た
、
一
獲
千
金
を
狙
う
ギ
ャ

ン
ブ
ル
の
高
揚
感
に
興
奮
す
る

男
の
ハ
イ
パ
ー
心
理
を
見
事
に

映
し
出
す
。
共
演
は
イ
デ
ィ

ナ
・
メ
ン
ゼ
ル
、
ジ
ャ
ド
・
ハ

ー
シ
ュ
ら
。
Ｒ
＆
Ｂ
シ
ン
ガ
ー

の
ザ
・
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
と
元

Ｎ
Ｂ
Ａ
人
気
選
手
ケ
ビ
ン
・
ガ

ー
ネ
ッ
ト
は
本
人
出
演
。

物
語
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
鉱
山

で
オ
パ
ー
ル
の
原
石
が
採
掘
さ

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
美

し
い
光
を
放
つ
オ
パ
ー
ル
が
フ

ェ
イ
ド
ア
ウ
ト
し
た
か
と
思
う

と
何
や
ら
内
視
鏡
が
ピ
ン
ク
色

の
カ
ナ
ル
を
ぐ
ん
ぐ
ん
進
ん
で

い
る
シ
ー
ン
。
笑
っ
て
し
ま
う

が
い
き
な
り
宝
石
の
怪
し
い
光

か
ら
主
人
公
ハ
ワ
ー
ド
の
大
腸

検
査
に
ワ
ー
プ
す
る
。

ハ
ワ
ー
ド
は
宝
石
商
が
集
ま

る
ビ
ル
の
上
層
階
に
店
を
構
え
、

有
名
人
の
顧
客
も
つ
い
て
い
る
。

真
面
目
に
商
売
を
し
て
い
れ
ば

十
分
利
益
は
出
る
が
コ
ツ
コ
ツ

地
道
に
稼
ぐ
の
は
性
に
合
わ
な

い
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
好
き
で
も
あ

り
、
穴
を
あ
け
た
分
を
埋
め
る

た
め
に
年
中
金
策
に
走
り
回
る
。

一
度
で
大
金
を
手
に
入
れ
る

た
め
に
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
闇
ル

ー
ト
で
仕
入
れ
た
オ
パ
ー
ル
を

使
っ
て
ひ
と
儲
け
を
た
く
ら
む
。

し
か
し
ハ
ワ
ー
ド
が
練
っ
た
作

戦
は
二
転
三
転
し
、
後
戻
り
が

で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
く
。
２
時
間
14
分
。

Ｒ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
）

■上映館■

AMC Lincoln Square 13
1998 Broadway

Regal Union Square Stadium 14
850 Broadway

Uncut Gems

リ
ス
キ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
快
感

お正月の本紙特選映画

一獲千金を狙うハワード（サンドラー）

敵地に向かうレイ（リドリー、右）とチューバッカ（ヨーナス・スオタモ、左）たち
PHOTO : Lucasfilm

P
H

O
T

O
 : A

2
4

動
画
予
告
編

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

Star Wars:
The Rise of

Skywalker

https://peace-bell.com/
https://www.mikihouse.com/
https://a24films.com/films/uncut-gems
https://www.starwars.com/films/star-wars-episode-ix-the-rise-of-skywalker
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（
37
面
か
ら
続
く
）

こ
の
よ
う
に
「
ゲ
ル
ニ
カ
」

は
ま
る
で
圧
倒
的
な
カ
リ
ス
マ

を
身
に
ま
と
っ
た
生
き
も
の
の

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や

人
々
の
間
で
翻
弄
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
も
っ
と

も
い
ま
で
は
「
ゲ
ル
ニ
カ
」
は
、

世
界
一
借
り
に
く
い
作
品
と
し

て
も
有
名
で
す
。
２
０
０
０
年

に
は
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
か
ら
の
貸
し
出

し
申
請
で
さ
え
も
却
下
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
、

作
品
の
傷
み
や
す
さ
で
す
。

ピ
カ
ソ
は
１
９
３
７
年
４
月

26
日
の
ゲ
ル
ニ
カ
空
爆
の
ニ
ュ

ー
ス
を
２
日
後
の
28
日
に
パ
リ

で
知
る
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら

作
品
を
構
想
し
て
描
き
始
め
た

の
が
５
月
１
日
。
そ
し
て
６
月

４
日
に
は
す
で
に
完
成
さ
せ
て

い
ま
す
。
怒
り
に
打
ち
震
え
た

ピ
カ
ソ
の
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。
そ
の
姿
や
形
相
は
、
不
動

明
王
や
金
剛
力
士
の
よ
う
で
は

な
か
っ
た
か
と
想
像
を
駆
り
立

て
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
逸
る
気

持
ち
を
映
し
出
す
か
の
よ
う
に

制
作
に
は
通
常
の
油
絵
具
で
は

な
く
速
く
乾
く
工
業
用
の
ペ
ン

キ
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
が
絵
の
保
存
を
難
し
く
し
、

ま
た
移
動
も
困
難
な
も
の
に
し

て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
ゲ
ル
ニ

カ
」
に
は
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
か

た
ち
で
の
レ
プ
リ
カ
が
あ
り
、

世
界
で
３
点
の
み
制
作
さ
れ
ま

し
た
。
レ
プ
リ
カ
で
す
が
ピ
カ

ソ
本
人
が
承
認
し
、
い
ず
れ
も

信
頼
す
る
織
り
師
の
ジ
ャ
ク
リ

ー
ヌ
・
ド
・
ラ
・
ボ
ー
ム
＝
デ

ュ
ル
バ
ッ
ク
の
ア
ト
リ
エ
で
織

ら
れ
た
分
身
と
い
え
る
も
の
で

す
。
国
連
本
部
内
の
そ
れ
は
唯

一
ピ
カ
ソ
が
存
命
中
に
彼
の
直

接
の
監
修
の
も
と
に
制
作
さ
れ

た
第
１
号
で
す
。
そ
れ
を
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
家
が
寄
託
、
つ
ま

り
ロ
ー
ン
と
い
う
か
た
ち
で
国

連
に
置
き
、
安
保
理
の
議
場
入

口
近
く
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

ピ
カ
ソ
の
研
究
者
と
し
て
も

有
名
な
作
家
の
原
田
マ
ハ
氏

は
、
第
２
次
大
戦
前
夜
の
パ
リ

と
９
・
11
事
件
後
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
の
物
語
を
「
ゲ
ル
ニ
カ
」

で
つ
な
い
だ
小
説
『
暗
幕
の
ゲ

ル
ニ
カ
』
の
な
か
で
、
「
こ
の

作
品
は
見
る
も
の
に
目
撃
者
と

な
り
証
言
者
と
な
れ
と
挑
発
し

て
い
る
か
の
よ
う
だ
」
と
お
書

き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
説
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ

た
「
暗
幕
の
ゲ
ル
ニ
カ
事
件
」

と
は
、
03
年
２
月
５
日
、
実
際

に
国
連
本
部
で
見
ら
れ
た
あ
る

出
来
事
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

そ
の
日
、
安
保
理
公
式
会
合
で

は
ア
メ
リ
カ
の
パ
ウ
エ
ル
国
務

長
官
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
イ

ラ
ク
に
よ
る
大
量
破
壊
兵
器
の

保
有
を
世
界
に
発
信
し
、
実
質

的
に
イ
ラ
ク
へ
の
軍
事
作
戦
の

容
認
を
求
め
ま
し
た
。
安
保
理

で
は
重
要
な
議
題
が
審
議
さ
れ

た
後
に
は
議
場
前
の
常
設
の
記

者
会
見
ス
ペ
ー
ス
で
議
長
が
声

明
を
発
表
し
た
り
、
関
係
国
の

代
表
が
自
ら
の
立
場
を
述
べ
た

り
と
、
記
者
と
の
や
り
と
り
が

行
わ
れ
ま
す
。
で
す
が
こ
の
日

に
限
っ
て
会
見
場
所
が
「
ゲ
ル

ニ
カ
」
前
に
移
さ
れ
、
そ
の
設

営
の
た
め
に
「
ゲ
ル
ニ
カ
」
は

濃
紺
の
布
で
完
全
に
覆
わ
れ
、

そ
れ
を
背
景
に
い
つ
も
の
安
保

理
の
バ
ナ
ー
と
理
事
国
の
国
旗

を
並
べ
ら
れ
る
か
た
ち
に
な
り

ま
し
た
。
さ
す
が
に
剥
き
出
し

の
「
ゲ
ル
ニ
カ
」
の
前
で
イ
ラ

ク
攻
撃
に
関
わ
る
議
論
は
で
き

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
国

連
事
務
局
が
ア
メ
リ
カ
に
忖
度

し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
米
代
表

部
か
ら
の
圧
力
だ
っ
た
の
か
、

な
ど
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

「
ゲ
ル
ニ
カ
」
に
幕
が
か
け
ら

れ
た
こ
と
で
か
え
っ
て
多
く
の

憶
測
と
反
響
と
批
判
を
招
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
国
連
の

報
道
官
の
説
明
は
、
テ
レ
ビ
・

カ
メ
ラ
向
け
に
は
こ
れ
が
適

切
、
と
い
う
も
の
で
し
た
が
、

こ
の
よ
う
に
今
な
お
大
き
な
影

響
力
を
持
つ
「
ゲ
ル
ニ
カ
」
で

す
。こ

の
措
置
に
怒
っ
た
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
家
か
ら
、
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
を
国
連
か
ら
引
き
揚
げ
る

と
い
っ
た
お
叱
り
も
あ
っ
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
物
議
を

か
も
し
た
幕
は
そ
の
後
す
ぐ
に

取
り
外
さ
れ
ま
し
た
）
。

「
ゲ
ル
ニ
カ
」
は
な
ぜ
安
保

理
の
入
口
の
前
に
飾
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
安
保
理
で
議
論

の
対
象
と
な
る
そ
の
国
や
地
域

で
何
が
起
こ
り
、
ど
れ
だ
け
の

人
々
の
「
あ
た
り
ま
え
の
日
常
」

が
奪
わ
れ
、
命
を
奪
わ
れ
、
希

望
が
奪
わ
れ
て
い
て
、
そ
の

人
々
の
声
は
安
保
理
の
メ
ン
バ

ー
に
届
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
こ
こ
で
下
さ
れ
る

決
定
が
、
嘆
き
悲
し
む
人
々
や

世
界
に
、
そ
し
て
未
来
に
何
を

も
た
ら
す
の
で
し
ょ
う
か
。

「
ゲ
ル
ニ
カ
」
は
、
そ
れ
を
目

撃
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

決
し
て
傍
観
者
で
は
な
く
当
事

者
と
し
て
の
我
々
の
覚
悟
を
問

う
て
い
る
…
と
は
言
い
す
ぎ
で

し
ょ
う
か
。

（
つ
づ
く
）

（
筆
者
は
国
連
日
本
政
府
代
表

部
幹
部
の
配
偶
者
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
在
住
）

国
連
ア
ー
ト
探
訪

よ
り
よ
い
世
界
へ
の
「
祈
り
」
の
シ
ン
ボ
ル
た
ち

星
野
千
華
子 ④

非
営
利
団
体
「
歴
史
の
真
実

を
求
め
る
世
界
連
合
会
（
Ｇ
Ａ

Ｈ
Ｔ
）
」
代
表
の
目
良
浩
一
さ

ん
が
12
月
17
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
自

宅
で
亡
く
な
っ
た
。
86
歳
だ
っ

た
。目

良
さ
ん
は
１
９
３
３
年
、

朝
鮮
京
城
府
生
ま
れ
。
東
京
大

学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
、
同

修
士
課
程
修
了
直
後
に
フ
ル
ブ

ラ
イ
ト
留
学
生
と
し
て
渡
米
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
博
士
課
程
修

了
（
都
市
地
域
計
画
学
）
。
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
で
経
済
学
の
助

教
授
を
務
め
た
後
、
69
年
か
ら

世
界
銀
行
の
都
市
開
発
局
に
勤

務
。
75
年
に
は
筑
波
大
学
の
社

会
工
学
系
教
授
を
務
め
る
（
都

市
計
画
担
当
）
。
76
年
、
日

経
・
経
済
図
書
文
化
賞
本
賞
受

賞
。
82
年
に
世
界
銀
行
に
復
帰
、

地
域
開
発
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な

る
。
86
年
に
東
京
国
際
大
学
商

学
部
教
授
、
95
年
か
ら
２
０
０

８
年
ま
で
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
授
業
担

当
教
授
に
就
任
。
06
年
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
で
「
非
営
利
法
人
・

日
本
再
生
研
究
会
」
を
立
ち
上

げ
理
事
長
職
に
就
き
、
14
年
に

は
Ｇ
Ａ
Ｈ
Ｔ
を
発
足
さ
せ
代
表

を
務
め
て
い
た
。
晩
年
は
慰
安

婦
問
題
に
つ
い
て
韓
国
側
の
対

日
批
判
に
対
し
て
「
性
奴
隷
」

と
い
う
国
際
的
表
現
に
対
し
て

反
論
す
る
発
言
運
動
を
Ｇ
Ａ
Ｈ

Ｔ
を
通
し
て
米
国
か
ら
行
っ
て

い
た
。
『C

on
fort

W
om

en
N

ot
"S

ex
S

lav
es"

』

（X
libris, 2015

）
な
ど
の
著

書
が
あ
る
。

慰
安
婦
問
題
の
論
客

目
良
浩
一
氏
死
去

１
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
は

19
日
（
日
）
か
ら
明
智
光
秀
を

題
材
と
し
た
長
谷
川
博
己
主
演

の
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
（
き
り

ん
）
が
く
る
」
＝
写
真
＝
の
放

送
を
開
始
。
新
春
特
別
ド
ラ
マ

と
し
て
「
正
月
時
代
劇

そ
ろ

ば
ん
侍
　
風
の
市
兵
衛
Ｓ
Ｐ
〜

天
空
の
鷹
〜
」
と
「
義
母
と
娘

の
ブ
ル
ー
ス

謹
賀
新
年
ス
ペ

シ
ャ
ル
」
も
放
送
。
さ
ら
に
、

２
０
１
８
年
に
男
性
同
士
の
ピ

ュ
ア
な
恋
愛
を
描
い
て
大
ヒ
ッ

ト
し
た
ド
ラ
マ
「
お
っ
さ
ん
ず

ラ
ブ
」
の
続
編
、
吉
高
由
里
子

主
演
の
お
仕
事
系
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ド
ラ
マ
「
知
ら
な
く
て
い
い
コ

ト
」
、
天
海
祐
希
が
天
才
医
師

役
に
挑
戦
す
る
「
ト
ッ
プ
ナ
イ

フ
〜
天
才
脳
外
科
医
の
条
件

〜
」
、
竹
内
涼
真
主
演
の
ミ
ス

テ
リ
ー
「
テ
セ
ウ
ス
の
海
」
、

滝
沢
秀
明
主
演
の
「
孤
高
の
メ

ス
」
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
ド
ラ
マ
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。映

画
は
岡
田
准
一
主
演
の
時

代
劇
「
散
り
椿
」
と
、
林
遣
都

と
市
原
悦
子
が
共
演
し
た
「
し

ゃ
ぼ
ん
玉
」
の
２
作
。
「
福
山

雅
治
×
香
川
照
之
の
生
き
も
の

す
ご
い
ぜ
！
」
、
「
ス
ー
パ
ー
プ

レ
ミ
ア
ム

天
皇
の
デ
ィ
ナ
ー
」

な
ど
年
始
特
別
番
組
が
満
載
。

１
か
月
無
料
モ
ニ
タ
ー
募
集

中
。
応
募
の
締
め
切
り
は
１
月

20
日
（
月
）
ま
で
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トtvjapan.net

を

参
照
。

お
正
月
は
時
代
劇

１
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

©NHK

●NY福島県人会「新年会」=1/3（金）18:00 レストラン日本(155 E.52nd
St.) Tel: 212-688-5941 会費：$55(鴨鍋に1人ドリンク1杯付、Tip&Tax込
み) 連絡先はＥメールnyfukushimakenjinkai@gmail.com または電話917-
846-5883（竹田さん）まで。●キモノハウス成人式撮影会＝1/5(日) 　参
加要予約、振袖レンタル・撮影の申し込み受付中。
予約・問い合わせは212-505-0232、またはEメー
ルinfo@thekimonohouse.comまで。●ニュージ
ャージー日本人会新年名刺交換・交流会＝1/15

（水） 18:30〜21:30  Regina’s Steakhouse &
Grill （827 Teaneck Road, Teaneck, NJ）
１月に入ってから詳細決定。問い合わせはEメー
ルInfo@jusanj.org まで。●「阪神淡路大震災25年」追悼と懇親会＝
1/16(木)19:00  日系人会館 (49 W.45th St.11FL) 参加費:$45（一般）、$30

（学生）第14回兵庫県公認県人会CLUB GO！の会合として、同会と神戸
インターナショナルクラブが共催。ソプラノ歌手田中智弥さんによる歌曲
鎮魂曲演奏、中垣顕實NY仏教連盟副会長による黙祷なども予定。参加申
し込みフォームはhttps://forms.gle/jsEYuZ41Nu7YwSo4A●ニューヨー

ク成蹊会＝2020年１/16（木）19:00　会場未定（人数が確定し次第追っ
て連絡）参加費：＄70　小学校から大学院までどの時期に成蹊に所属し
ていた人を大歓迎。出欠など連絡は電話917-463-6063（坂本さん）また
はＥメールnyseikei@gmail.com まで。●ニューヨーク島根県人会「新年

会」＝1/24(金) 18:30 梓（3　E.４４th St) Tel:
212-681-0001 参加費: $50（税・チップ込み。飲
み物別料金。当日現金支払）　県人会員、島根県
に縁のある人、興味のある人だれでも参加可。申
し込み・問い合わせは２０日（月）までにEメー
ル shimanekenjinkainewyork@gmail.comまで。
●ニューヨーク生活プレス社『おしゃべりな漬け

物（英語版）』特別価格販売中＝山口絵里の"Chatting Pickled
Vegetables"（カラー＆白黒128頁、サイズ20×20センチ）を１冊５ドル

（定価17ドル99セント）で販売中。10冊以上購入の場合は１冊３ドルで提
供。本社に取りに来られる人に限る。問い合わせは電話212-213-6069、
またはEメールmiura@nyseikatsu.com（件名：おしゃべりな漬け物希望、
と明記）まで。

www.nyseikatsu.comで詳報

■在NY日本国総領事館=旅券申請や在外選挙
登録(212)371-8222■邦人安否確認システム
(866)903-2674■NY日本商工会議所＝対米
進出日系企業団体(212)246-8001■日本クラ
ブ＝親睦団体(212)581-2223■NY日系人

会＝親睦と無料相談(212)840-6942■ジャパ
ン・ソサエティー＝日米間の文化交流事業
(212)832-1155■日米ソーシャル・サービス
(JASSI)=無料生活相談(212)442-1541■日米
カウンセリングセンター＝専門家による心の
相談室(212)720-4560■教育文化交流センタ
ー教育相談室＝邦人子弟教育相談(914)305-
2411■NYアジア女性センター＝DV日本語ホ

ットライン(888)888-7702■APICHA＝HIVエイズ
相談(866)274-2429■乳がん相談 ：BCネットワ
ー ク 無 料 ホ ッ ト ラ イ ン info@
bcnetwork.org■AARS＝アルコール・ドラッ
グ問題相談と治療(212)720-4531■NY日本人学
校(203)629-9039■NJ日本人学校(201)405-
0888■NY補習授業校(914)636-3770■NJ補
習授業校(201)585-0555。

公共サービス電話番号

ゴージャスエンターテイメント

社長 吉井 久美子

1650 Broadway, Suite 1210, New York, NY 10019

Tel: 212-398-7145

演出家 宮本　亜門

1650 Broadway, Suite 1210, New York, NY 10019

Tel: 212-398-7145
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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
＝
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
）
で
開
催
中
の
「
メ
イ
ド
・

イ
ン
・
ト
ー
キ
ョ
ー

建
築
と
暮

ら
し

１
９
６
４
／
２
０
２
０
」

は
、
２
つ
の
東
京
五
輪
開
催
の

年
を
軸
に
、
建
築
を
通
し
て
の

社
会
変
遷
を
紹
介
し
て
い
る
。

世
界
的
に
活
躍
す
る
建
築
家
ユ

ニ
ッ
ト
「
ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン
」

の
塚
本
由
晴
と
貝
島
桃
代
が
Ｊ

Ｓ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
神
谷
幸
江
と
協
働
し
た
、
ユ

ニ
ー
ク
な
展
示
と
な
っ
て
い
る
。

10
月
初
旬
の
プ
レ
ス
公
開
に
は
、

塚
本
ら
が
立
ち
会
っ
た
。

会
場
は
、
競
技
場
、
駅
、
カ

プ
セ
ル
、
オ
フ
ィ
ス
、
住
宅
、

リ
テ
ー
ル
と
い
う
６
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
別
に
18
の
建
物
を
中
心

に
、
新
旧
が
比
較
さ
れ
て
い
る

が
、
や
は
り
60
年
代
に
建
て
ら

れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
数
々

が
必
見
だ
。
滅
多
に
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
著
名
建
築
家
の
手

描
き
の
図
面
や
当
時
の
写
真
、

手
作
り
の
模
型
な
ど
貴
重
な
資

料
が
並
ぶ
。

１
９
６
４
年
と
い
え
ば
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
国
立
代
々
木

競
技
場
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

所
蔵
の
貴
重
な
丹
下
健
三
の
手

描
き
オ
リ
ジ
ナ
ル
図
面
４
点
や

当
時
の
建
設
の
動
画
と
と
も
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
五
輪
の
ポ

ス
タ
ー
や
写
真
、
入
場
券
な
ど

貴
重
な
資
料
も
併
せ
て
展
示
さ

れ
、
日
本
中
が
盛
り
上
が
っ
た

当
時
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
だ
。
２
０
２
０
年
の
五
輪

は
、
隈
研
吾
に
よ
る
新
国
立
競

技
場
の
模
型
を
展
示
、
米
国
初

公
開
だ
。

芦
原
義
信
の
ソ
ニ
ー
ビ
ル
に

は
「
懐
か
し
い
」
と
声
を
あ
げ

る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
ソ
ニ
ー

の
自
社
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
し
て

だ
け
で
な
く
当
時
テ
ク
ノ
ロ
ジ

カ
ル
ア
ー
ト
の
展
示
場
と
し
て

も
画
期
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

米
国
人
建
築
家
、
ア
ン
ト
ニ

ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
の
銀
座
松
坂

屋
も
建
設
当
初
の
写
真
を
展
示
、

前
者
は
17
年
に
取
り
壊
さ
れ
ソ

ニ
ー
パ
ー
ク
に
、
後
者
は
13
年

に
取
り
壊
さ
れ
複
合
商
業
施
設

「
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｘ
」
と
な
っ

て
い
る
。
坂
倉
準
三
に
よ
る
新

宿
駅
や
村
野
藤
吾
に
よ
る
読
売

ホ
ー
ル
な
ど
も
、
貴
重
な
模
型

な
ど
と
併
せ
て
図
面
や
写
真
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。

38
階
建
て
の
霞
が
関
ビ
ル

は
、
68
年
完
成
時
に
は
日
本
最

初
の
超
高
層
ビ
ル
と
し
て
名
を

馳
せ
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
法
被

姿
の
作
業
員
の
写
真
が
印
象

的
。
対
比
す
る
現
在
の
オ
フ
ィ

ス
例
は
、
近
年
よ
く
話
題
に
な

る
過
疎
の
村
の
空
家
を
オ
フ
ィ

ス
に
す
る
例
。
貝
島
さ
ん
に
よ

る
と
、
不
況
に
続
き
東
日
本
大

震
災
が
起
こ
り
、
心
身
共
に

人
々
の
建
築
に
対
す
る
考
え
が

変
わ
り
、
特
に
東
日
本
大
震
災

で
東
京
の
脆
弱
さ
が
露
見
し
て

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
検
討

さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
す

べ
て
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
そ
う
だ
が
、
徳
島

県
で
の
例
が
紹
介
さ
れ
、
社
員

は
田
舎
暮
ら
し
で
ス
ト
レ
ス
解

消
、
村
側
も
活
性
化
し
て
双
方

に
利
益
が
あ
る
と
い
う
。

「
カ
プ
セ
ル
」
部
門
で
は
、
訪

日
客
に
大
人
気
の
カ
プ
セ
ル
ホ

テ
ル
を
体
験
型
で
紹
介
。
72
年

に
黒
川
紀
章
が
設
計
し
て
世
界

で
初
め
て
実
用
化
さ
れ
た
カ
プ

セ
ル
型
の
集
合
住
宅
「
中
銀
カ

プ
セ
ル
タ
ワ
ー
ビ
ル
」
が
、
黒

川
ら
が
開
始
し
た
建
築
運
動

「
黒
川
自
身
が
語
る
貴
重
な
映

像
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
、
こ
れ

ま
た
行
動
成
長
期
の
勢
い
を
感

じ
さ
せ
る
。

「
住
宅
」
部
門
で
は
、
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
を
大
型
模
型
と
と
も
に

紹
介
。
そ
の
対
比
は
、
57
年
に

住
宅
公
団
が
高
層
ア
パ
ー
ト
実

験
棟
と
し
て
建
設
し
た
、
前
川

國
男
の
晴
海
ア
パ
ー
ト
や
66
年

に
完
成
し
て
建
築
界
に
衝
撃
を

与
え
た
東
孝
光
の
狭
小
住
宅

「
塔
の
家
」
な
ど
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
斬
新
だ
っ
た
時
代
を

物
語
る
。
「
建
築
は
社
会
を
表

す
鏡
」
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

同
展
は
、
60
年
代
の
日
本
が
元

気
だ
っ
た
頃
を
適
格
に
伝
え
て

い
る
。
貝
島
さ
ん
は
、
「
建
築

家
と
し
て
何
を
保
存
し
て
何
を

変
え
て
い
く
か
を
常
に
考
え
て

い
る
。
こ
の
展
示
を
、
町
中
で

も
ど
う
し
て
こ
の
建
物
な
の
だ

ろ
う
と
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

ま
た
、
東
京
の
「
今
」
に
つ
い

て
塚
本
さ
ん
は
、
「
東
京
は
外

か
ら
の
人
が
作
っ
て
き
た
。
京

都
の
み
や
び
に
た
い
す
る
い
な

せ
の
文
化
。
し
か
し
、
現
在
は

メ
イ
ド
イ
ン
・
ト
ー
キ
ョ
ー

建
築
と
暮
ら
し
展

今
年
開
催
に
な
る
２
０
２
０

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
感
慨
深
げ
に
見
守

っ
て
い
る
日
本
人
女
性
が
い

る
。
ク
イ
ー
ン
ズ
の
フ
ォ
レ
ス

ト
ヒ
ル
ズ
で
不
動
産
業
を
30
年

以
上
営
み
、
現
在
は
投
資
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
し
て
い
る
奥
山
愛

子
さ
ん
（
78
）
だ
。

奥
山
さ
ん
は
、
１
９
６
４
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
々
木

選
手
村
で
通
訳
と
し
て
勤
務
し

た
。
山
形
県
寒
河
江
市
仲
町
の

駅
前
に
あ
る
旅
館
の
娘
と
し
て

生
ま
れ
た
奥
山
さ
ん
は
、
小
さ

い
時
か
ら
外
国
人
と
接
す
る
機

会
が
あ
り
、
外
国
に
憧
れ
を
持

っ
て
育
っ
た
と
い
う
。

共
立
女
子
短
期
大
学
英
文
科

を
卒
業
後
、
昼
は
サ
ン
タ
・
マ

リ
ア
学
院
の
講
師
を
、
夜
は
交

通
公
社
（
現
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
の
ガ
イ

ド
、
英
会
話
学
校
の
受
付
を
や

る
な
ど
し
て
英
語
を
マ
ス
タ
ー

し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
通
訳
の
募

集
を
知
っ
て
、
自
分
の
語
学
力

を
試
す
た
め
と
さ
ら
に
勉
強
す

る
た
め
に
応
募
し
て
、
五
輪
通

訳
の
採
用
試
験
に
パ
ス
。

「
英
語
だ
け
し
か
で
き
な
い

と
、
何
か
持
っ
て
来
て
く
れ
と

言
わ
れ
て
も
、
部
屋
の
番
号
も

分
か
ら
な
い
場
合
が
多
く
、
せ

め
て
数
を
言
え
る
く
ら
い
に
は

数
か
国
語
を
理
解
し
て
い
な
く

て
は
」
と
研
究
熱
心
だ
っ
た
奥

山
さ
ん
。

２
年
後
の
66
年
、
訪
日
旅
行

で
世
話
し
た
米
国
人
女
性
社
長

の
招
き
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
。

グ
レ
イ
ハ
ウ
ン
ド
で
10
日
か

け
て
大
晦
日
に
着
い
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
。
お
正
月
に
は
さ
っ
そ

く
、
日
本
ク
ラ
ブ
の
新
年
会
で

コ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
、
ハ
ッ
ト
チ

ェ
ッ
ク
の
仕
事
を
し
て
い
た
。

ハ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で
学
士

（
Ｂ
Ａ
）
卒
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
で
不
動
産
ラ
イ
セ
ン
ス
資
格

を
取
っ
て
82
年
に
ク
イ
ー
ン
ズ

区
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
に

「
奥
山
不
動
産
」
を
開
業
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ

ス
タ
ー
な
ど
３
か
所
に
事
務
所

を
広
げ
、
２
０
１
２
年
に
閉
業

す
る
ま
で
30
年
以
上
日
本
人
の

住
宅
探
し
を
世
話
し
た
。

「
世
界
中
で
日
本
人
の
女
性

は
お
利
口
で
イ
ン
テ
リ
だ
と
思

わ
れ
る
よ
う
に
自
分
の
時
間
を

も
っ
と
使
っ
て
勉
強
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
国
連
の
緒
方
貞
子
さ
ん

（
故
人
）
が
『
日
本
は
も
っ
と

大
き
な
規
模
の
こ
と
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
』
っ
て
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
け
ど
、
本
当
に
そ

の
通
り
。
そ
う
で
な
い
と
フ
ォ

ロ
ワ
ー
が
出
て
来
な
い
。
頑
張

っ
て
」
と
若
い
女
性
た
ち
に
エ

ー
ル
を
贈
る
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

64
年
東
京
五
輪
で
通
訳

東
京
五
輪
の
選
手
村
で
通

訳
仲
間
た
ち
と
（
右
か
ら

２
人
目
が
奥
山
さ
ん
／
写

真
・
本
人
提
供
）

 建築の幕明け

JSで26日まで

ニューヨークで不動産業30年

奥山 愛子さん（78）

新宿駅西口

https://nymtc.com/
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「
譲
矢
謙
吉
（
ゆ
ず
り
や
け

ん
き
ち
）
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
と
こ
ろ
で
う
わ
さ
で
聞
い

た
ん
じ
ゃ
が
、
ま
た
も
や
レ
ビ

ュ
ー
や
コ
ン
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
基
準
が
変

わ
っ
た
と
聞
い
た
ん
じ
ゃ
が
、

本
当
か
？
」
（
注：

レ
ビ
ュ
ー
、

コ
ン
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
レ
パ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
決
算
書
に
対
す

る
会
計
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
が
異
な
る
）
会
社
経

営
者
の
鬣
（
た
て
が
み
）
は
お

も
む
ろ
に
会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
譲
矢
に
聞
い
た
。

「
は
い
、
２
０
１
６
年
と
18

年
で
会
計
お
よ
び
レ
ビ
ュ
ー
業

務
委
員
会
（
Ａ
Ｒ
Ｓ
Ｃ
）
が
会

計
お
よ
び
レ
ビ
ュ
ー
の
基
準
書

（
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）N

o.22

か
ら

24

ま
で
の
３
つ
の
ス
テ
ー
ト

メ
ン
ト
を
公
表
し
ま
し
た
」

「
そ
れ
は
何
だ
？
」
「
ま
ず
は

N
o.22

で
す
が
、
そ
れ
は
見
積

財
務
諸
表
で
す
」
「
見
積
財
務

情
報
っ
て
な
ん
だ
？
」
「
見
積

財
務
諸
表
は
実
際
の
財
務
諸
表

に
見
積
調
整
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
経
営
者
の
計
算
仮
定
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
全
て
の
重
要

な
影
響
を
取
引
に
反
映
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
、
会
計
基
準
と
整

合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」
「
と
こ
ろ
で
、
見
積
財
務

諸
表
は
何
の
た
め
に
使
用
さ
れ

る
の
じ
ゃ
？
」
「
会
社
の
合
併

や
、
資
本
政
策
の
変
更
時
、
大

き
な
部
分
を
占
め
る
事
業
部
門

が
な
く
な
る
場
合
、
企
業
自
体

の
変
更
、
有
価
証
券
の
売
却
や

入
金
額
の
影
響
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
」
「
そ
う
か
、
次
に

N
o.23

は
ど
ん
な
感
じ
だ
？
」

「N
o.23

は
既
存
の
会
計
レ
ビ

ュ
ー
基
準
（
Ａ
Ｒ-

Ｃ
）
す
な

わ
ち
会
計
と
レ
ビ
ュ
ー
の
一
般

基
準
、
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

コ
ン
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
レ
ビ
ュ

ー
基
準
の
修
正
を
し
ま
し
た
」

「
ほ
う
そ
れ
は
か
な
り
大
規
模

だ
の
う
」
「
そ
の
通
り
で
す
。

例
え
ば
、
そ
の
他
の
プ
レ
パ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
レ
ビ
ュ
ー
の
定
義
付
け
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
プ
レ
パ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
も
し
も
会
計

士

が

各

ペ

ー

ジ

に

「n
o

assu
ran

ce
is

provided

」

の
文
言
を
決
算
書
の
各
ペ
ー
ジ

に
記
載
で
き
な
い
場
合
に
は
契

約
を
お
り
て
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
会
計
士
が
知
っ
た

決
算
書
上
の
会
計
基
準
と
の
乖

離
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ビ
ュ
ー
で
は
付
属
資
料
の
定

義
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
」

「

い

ろ

い

ろ

あ

る

の

う

。 N
o.24

は
ど
う
な
感
じ
じ
ゃ
」

「N
o.24

は
（
Ａ
Ｒ-

Ｃ
）
で
新

し
い
セ
ク
シ
ョ
ン
を
創
設
し
ま

し
た
。
特
別
な
状
況
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ

カ
国
外
で
の
み
使
用
さ
れ
る
会

計
士
の
レ
ポ
ー
ト
の
発
行
に
つ

い
て
な
ど
で
す
」
「
ほ
う
い
ろ

い
ろ
と
あ
る
も
ん
じ
ゃ
の
う
。

あ
り
が
と
う
。
ひ
と
つ
今
年
も

よ
ろ
し
く
頼
む
な
」
「
は
い
、

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務
所

(w
w

w
.s

a
ik

o
s

.c
o

m
,

info@
saikos.com

)  

齊
藤
幸
喜

会
計
サ
ー
ビ
ス
基
準
の
変
更

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

85

東京五輪 モダン

50
％
の
東
京
人
が
東
京
生
ま
れ

と
さ
れ
、
東
京
が
コ
ン
サ
バ
に

な
っ
て
い
る
。
外
国
人
が
増
え

て
い
る
の
で
彼
ら
が
何
か
変
え

て
い
く
の
で
は
と
も
期
待
し
て

い
る
」
と
話
し
て
い
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
目
前
に
再
び
活
気

づ
く
東
京
、
今
後
ど
の
よ
う
な

変
遷
を
辿
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の

ヒ
ン
ト
も
同
展
で
感
じ
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

（
小
味
か
お
る
）

入
場
料
は
大
人
12
ド
ル
、
シ

ニ
ア
・
学
生
10
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会

員
は
無
料
。
金
曜
６
時
か
ら
は

無
料
（
日
本
語
解
説
ツ
ア
ー
あ

り
）。
開
廊
日
時
は
正
午
か
ら
午

後
７
時
（
金
曜
は
９
時
ま
で
）
。

土
・
日
曜
は
午
前
11
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。
月
曜
・
祝
日
は

休
み
。
電
話
２
１
２
・
７
１

５
・
１
２
５
８
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w
w
.japansociety.org

を

参
照
。

■
講
演
会
「
能
作
文
徳
＋
常
山

未
央：

創
造
的
廃
虚
で
暮
ら

す
＝
１
月
17
日
（
金
）
午
後
５

時
か
ら
、
Ｊ
Ｓ
で
開
催
。
新
た

な
ア
イ
デ
ア
に
富
ん
だ
次
世
代

建
築
家
デ
ュ
オ
が
「
ワ
イ
ル
ド

エ
コ
ロ
ジ
ー
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
都
市
に
お
け
る
現
代
建
築
に

つ
い
て
話
す
。
入
場
料
は
15
ド

ル
、
Ｊ
Ｓ
会
員
、
学
生
、
シ
ニ

ア
は
12
ド
ル
。
展
覧
会
の
入
場

料
込
み
。
　

東
京
五
輪
の
公
式
ア
ー
ト
ポ

ス
タ
ー
計
20
作
品
を
展
示
す
る

「
東
京
２
０
２
０
公
式
ア
ー
ト

ポ
ス
タ
ー
展
」
が
１
月
７
日

（
火
）
か
ら
２
月
16
日
（
日
）

ま
で
、
東
京
都
現
代
美
術
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
東
京

都
江
東
区
三
好
４-

１-

１
）
で

開
催
さ
れ
る
。
公
益
財
団
法
人

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員

会
、
東
京
都
、
公
益
財
団
法
人

東
京
都
歴
史
文
化
財
団
主
催
。

全
20
作
品
は
本
展
示
で
初
披
露

と
な
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ
ー
マ
と

す
る
作
品
の
制
作
者
は
、
浦
沢

直
樹
（
漫
画
家
）
、
大
竹
伸
朗

（
画
家
）
、
大
原
大
次
郎
（
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
、
金

澤
翔
子
（
書
家
）
、
鴻
池
朋
子

（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）
、
佐
藤
卓

（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ

ー
）
、
野
老
朝
雄
（
美
術
家
）
、

ホ
ン
マ
タ
カ
シ
（
写
真
家
）
、

テ
セ
ウ
ス
・
チ
ャ
ン
（
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
、
ク
リ
ス
・

オ
フ
ィ
リ
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）
、

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
サ
ッ
セ
ン

（
写
真
家
）
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ワ

イ
ズ
ベ
ッ
カ
ー
（
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
）
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ

ー
マ
と
す
る
作
品
の
制
作
者

は
、
荒
木
飛
呂
彦
（
漫
画
家
）
、

柿
沼
康
二
（
書
家
）
、G

O
O

C
H
O
K
I
PA

R

（
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
、
新

木
友
行
（
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
）
、
野
老
朝
雄
（
美

術

家

）
、

蜷

川

実

花

（
写

真

家

・

映

画

監

督
）
、
森
千
裕
（
美
術

家
）
、
山
口
晃
（
画
家
）
。

東
京
五
輪
２
０
２
０

公
式
芸
術
ポ
ス
タ
ー
展

東
京
現
代
美
術
館
で

東京オリンピック開会式（64年10月10日、国立競技場）

60年代に建設されたモダニズム建築の代表ともいえる霞が関ビルのホール

都市における現代建築

JSで17日講演会

能作文徳と常山未央

「シェフ加藤の読むアメリカンフレンチ・
レシピ」 ニューヨーク生活プレス社

「家族で楽しむニューヨーク休日ブランチ」
日本経済新聞出版社

フランス料理教室主宰

加藤　孝良

MIYABI

雅 琴三味線アンサンブル

琴三味線演奏家

石榑　雅代

601 10th Ave., #5B

New York, NY 10036

Tel: 212-481-4886

masayokoto@gmail.com

十和田

代表取締役社長

冨永　照子

東京都台東区浅草1-13-4

Tel: 03-3841-7375 

Fax: 03-3841-7297

Michi & Salon Wave

スタッフ一同

208 E. 60th St., New york, NY 10022

Tel: 212-752-9229

595 River Rd., Edgewater, NJ 07020

Tel: 201-941-1889

Wave: 1029 2nd. Ave., NYC 10022

Tel: 212-355-7399

http://ymcatfv.org/
https://www.annaetsukotsuri.com/
https://www.newheritagetheatre.org/
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第
16
回
「
こ
と
ば
の
泉
」
年
間
大
賞
入
賞
作
品
発
表

　
本
紙
創
刊
と
同
時
に
始
ま
っ
た
児
童
生
徒
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
こ
と
ば
の
泉
」
は
今
年
で

16
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊

の
３
州
を
は
じ
め
テ
ネ
シ
ー
、
ミ
シ
ガ
ン
、
ノ

ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
、
テ
キ

サ
ス
な
ど
遠
方
か
ら
の
応
募
も
含
め
、
年
間
応

募
数
は
お
よ
そ
９
０
０
点
を
数
え
ま
し
た
。 

　
今
期
の
年
間
大
賞
は
２
０
１
８
年
11
月
第
一

週
か
ら
昨
年
10
月
末
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
１
８

６
点
か
ら
、
第
一
次
審
査
と
し
て
編
集
部
が
15

作
品
を
選
出
。
そ
の
15
作
品
を
対
象
に
審
査
員

５
名
に
よ
る
厳
正
な
る
最
終
審
査
が
行
わ
れ
、

年
間
大
賞
６
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
12
月
６
日
、
審
査
員
の
方
々
を
招
い
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
に
て
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
号
で
は
表
彰
式
の
模
様
と
、

入
賞
作
品
全
６
作
品
を
発
表
し
ま
す
。
入
賞
者

の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆審査員◆
●
松
本
太
氏
・
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
領
事
館
主
席
領
事 

●
竹
本
登
氏
・
全
日
空
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
旅
客
営
業
部
長 

●
高
野
耕
太
郎
氏
・
ア
メ
リ
カ
紀
伊
國
屋
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
店
店
長 

●
上
村
和
大
氏
・

N
H
K
コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
ア
メ
リ
カ
イ
ン
ク
社
長 

●
八
幡
真
帆
氏
・
ペ
ー
ス
大
学
語
学
科
教
授

　
ぼ
く
の
友
達
で
お
父
さ
ん
が

い
な
い
子
が
い
る
。
去
年
ま
で

同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
気
が
合

っ
て
よ
く
一
緒
に
遊
ん
だ
。
名

前
は
マ
ネ
ー
と
言
う
。
や
さ
し

く
て
、
頭
が
よ
く
て
、
ユ
ー
モ

ア
が
あ
る
。
キ
ン
ダ
ー
の
時
か

ら
五
年
間
一
緒
だ
っ
た
。
ぼ
く

と
マ
ネ
ー
は
、
サ
ッ
カ
ー
が
大

好
き
で
、
休
み
時
間
に
は
必
ず

外
で
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て

遊
ん
だ
。 

　
三
年
前
の
あ
る
日
、
マ
ネ
ー

が
言
っ
た
。
「
ぼ
く
、
お
父
さ

ん
い
な
い
ん
だ
。
」
ぼ
く
は
お

ど
ろ
い
て
、
ボ
ー
ル
を
足
で
受

け
と
ら
な
か
っ
た
。
「
う
ん
、

そ
う
な
ん
だ
よ
。
ぼ
く
の
お
父

さ
ん
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
行
っ

て
死
ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ
。
」

そ
れ
を
聞
い
て
、
ぼ
く
は
石
で

う
た
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
し

た
。
そ
れ
ま
で
、
世
界
中
の
み

ん
な
は
幸
せ
で
、
悲
し
む
こ
と

な
く
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

た
。
マ
ネ
ー
は
つ
ら
そ
う
だ
っ

た
。
ぼ
く
は
、
う
ち
で
弟
と
け

ん
か
を
し
て
悲
し
く
な
っ
た
こ

と
は
あ
っ
た
。
で
も
、
こ
ん
な

悲
し
み
は
、
感
じ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
お
父
さ
ん
が
い
な
い

と
い
う
事
は
、
ど
う
い
う
く
ら

し
な
ん
だ
ろ
う
。
三
年
た
っ
た

今
で
も
、
マ
ネ
ー
の
つ
ら
さ
と

悲
し
み
は
、
ぼ
く
の
心
に
残
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
、
忘
れ
た
く
な
い
と
思
う
。 

　
ぼ
く
の
家
族
は
、
家
族
全
員

そ
ろ
っ
て
い
て
一
し
ょ
に
く
ら

せ
て
幸
せ
だ
な
。
ぼ
く
の
お
父

さ
ん
が
い
な
い
毎
日
な
ん
て
想

像
で
き
な
い
。
マ
ネ
ー
の
お
父

さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
う

ま
で
、
周
り
の
み
ん
な
も
、
幸

せ
に
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

た
。
で
も
ち
が
う
ん
だ
。
こ
の

世
界
は
、
そ
ん
な
い
い
所
で
は

な
い
ん
だ
。
本
当
は
こ
わ
い
所

な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の

三
年
間
だ
ん
だ
ん
と
強
く
感
じ

ら
れ
て
き
た
。 

 

以
前
は
、
小
さ
な
失
敗
や
問

題
が
あ
っ
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
悲
し

く
な
っ
た
時
、
僕
は
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
に
、
と
じ
こ
も
っ
て
い

た
。
例
え
ば
、
算
数
の
問
題
が

と
け
な
い
時
と
か
、
お
母
さ
ん

や
先
生
に
お
こ
ら
れ
た
時
だ
。

ぼ
く
は
、
不
運
だ
な
と
か
、
も

う
学
校
へ
は
行
き
た
く
な
い
な

あ
と
考
え
た
。
で
も
、
そ
ん
な

ち
っ
ぽ
け
な
こ
と
は
、
マ
ネ
ー

の
つ
ら
さ
や
悲
し
み
と
は
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、

挑
戦
し
た
り
、
す
こ
し
が
ま
ん

す
れ
ば
い
い
。 

　
こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

る
う
ち
に
、
一
つ
と
て
も
重
要

な
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
そ
れ

は
、
家
族
の
大
切
さ
だ
。
ど
ん

な
つ
ら
い
目
に
合
っ
て
も
、
家

族
は
そ
れ
を
い
っ
し
ょ
に
乗
り

こ
え
て
行
く
ん
だ
。
悲
し
い
こ

と
も
楽
し
い
こ
と
も
、
い
っ
し

ょ
に
生
き
て
い
く
の
が
家
族

だ
。
だ
か
ら
家
族
は
、
人
生
の

中
で
一
番
大
切
な
も
の
な
ん

だ
。 

　
ぼ
く
は
、
マ
ネ
ー
の
つ
ら
さ

を
感
じ
て
、
大
き
く
な
っ
た
ら

戦
争
で
困
っ
て
い
る
人
々
を
助

け
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
マ
ネ
ー
み
た
い

な
子
供
達
を
元
気
づ
け
て
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
考
え

は
、
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

ぼ
く
の
家
族
と
未
来
の
僕
の
家

族
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
う
。
だ
か
ら
こ
こ
に
書
き
残

し
た
い
。
ぼ
く
は
勉
強
を
し
っ

か
り
し
て
、
世
界
を
体
験
し

て
、
困
っ
て
い
る
人
々
の
役
に

立
ち
た
い
。
世
界
を
も
っ
と
い

い
所
に
し
た
い
。
そ
ん
な
夢
が

か
な
え
ら
れ
た
ら
い
い
と
思

う
。
そ
れ
に
は
、
毎
日
少
し
ず

つ
努
力
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
。 

　
戦
争
は
、
こ
の
世
界
の
最
悪

の
問
題
だ
と
思
う
。
戦
争
で

人
々
が
殺
し
合
い
、
家
族
が
は

な
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
、
貧
し

さ
や
き
が
で
苦
し
む
人
が
た
く

さ
ん
出
る
。
ぼ
く
の
そ
ん
け
い

す
る
人
の
一
人
は
、
イ
ン
ド
の

経
済
学
者
の
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・

セ
ン
だ
。
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ

ン
は
、
貧
し
さ
や
人
間
の
安
全

保
障
に
つ
い
て
書
い
た
。
例
え

ば
、
「
貧
困
、
戦
争
と
平
和
」

と
い
う
ろ
ん
文
は
、
ぼ
く
に
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
く
れ

た
。
ぼ
く
も
、
ア
マ
ル
テ
ィ

ア
・
セ
ン
の
よ
う
に
経
済
学
を

学
び
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
戦

争
や
き
が
や
貧
し
さ
を
な
く
す

こ
と
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
。 

　
今
年
の
秋
、
マ
ネ
ー
と
家
族

は
、
セ
ル
ビ
ア
に
引
っ
こ
し

て
、
マ
ネ
ー
は
転
校
し
て
し
ま

っ
た
。
マ
ネ
ー
の
お
父
さ
ん
が

ア
メ
リ
カ
軍
隊
に
入
っ
た
わ
け

の
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
合
し
ゅ

う
国
の
市
民
権
を
取
る
た
め
だ

っ
た
。
で
も
、
そ
れ
を
取
ら
な

い
ま
ま
、
命
を
な
く
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
、
マ
ネ
ー
達

は
、
亡
く
な
っ
た
お
父
さ
ん
の

故
郷
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
。 

　
マ
ネ
ー
は
今
、
何
を
し
て
い

る
か
な
。
新
し
い
学
校
は
ど
う

か
な
。
ぼ
く
の
こ
と
を
お
ぼ
え

て
い
る
か
な
。
こ
れ
か
ら
、
い

い
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
る
と

い
い
ね
。
ぼ
く
達
が
大
き
く
な

っ
た
ら
ま
た
会
い
た
い
。
そ
の

時
、
何
の
仕
事
を
し
て
い
る
だ

ろ
う
。
お
た
が
い
に
が
ん
ば
っ

て
、
家
族
と
友
達
を
大
切
に
し

よ
う
。
ま
た
会
え
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
よ
マ
ネ
ー
。 

　
　
　
　
　
（
米
国
生
ま
れ
）

■
応
募
総
数
約
９
０
０
点
、
掲
載
作

品
１
８
６
点
、
第
一
次
審
査
通
過
15

点
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
６
作
品

最
優
秀
賞 

「
友
達
、
家
族
、
戦
争
と

平
和
」 

　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槇
原
　
尚
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在ニューヨーク日本国総領事館の松本太主席領事
より最優秀賞の表彰状を受け取る槇原尚紀さん

＊
入
賞
者
の
学
校
名
・
学
年
・
滞
米
年
数
は
作
文
執

筆
当
時
の
も
の
で
す
。

全日空NY支店の竹本旅客営業部長より副賞の 
東京ーNY往復航空券を受け取る槇原尚紀さん
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夏
休
み
に
日
本
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に

遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の

時
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ピ
ン
ク

の
手
帳
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
何
か
と
思
っ
て
見
た
ら
、

表
紙
に
「
ひ
ば
く
者
健
康
手

帳
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
た
ま
に
戦

争
の
時
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ

ま
す
。
こ
の
夏
も
ま
た
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
か
ら
原
ば
く
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
「
二
才
だ
っ
た

か
ら
、
全
然
覚
え
て
な
い
ん
だ

け
ど
ね
。
」
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
話
し
始
め
ま
し
た
。 

　
七
十
五
才
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
二
才
の
時
広
島
で
原
ば
く

に
あ
い
ま
し
た
。
ピ
カ
ッ
と
光

り
、
た
ん
す
が
目
の
前
で
た
お

れ
て
き
て
、
下
じ
き
に
な
り
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ど
ガ
ラ

ス
が
割
れ
、
ト
イ
レ
に
行
く
前

だ
っ
た
の
で
、
お
し
り
に
ガ
ラ

ス
が
さ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
ピ

ン
ク
の
手
帳
に
は
、
ど
こ
で
ひ

ば
く
し
た
か
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る

と
、
ひ
ば
く
者
だ
と
い
う
証
こ

に
な
る
そ
う
で
す
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
親
せ
き
や
家
族
が
、
広

島
の
原
ば
く
で
十
人
亡
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。 

　
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ば
く

心
地
か
ら
一
・
五
キ
ロ
の
所
に

い
ま
し
た
。
熱
で
洋
服
に
火
が

つ
い
て
や
け
ど
し
て
、
そ
の
後

ケ
ロ
イ
ド
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。 

　
前
に
広
島
の
平
和
公
園
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
折
り

づ
る
で
有
名
な
佐
々
木
さ
だ
子

さ
ん
は
、
も
し
生
き
て
い
た

ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
同
じ
年

だ
そ
う
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

友
達
と
小
学
校
で
同
じ
ク
ラ
ス

だ
っ
た
と
聞
い
て
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。 

　
七
十
三
年
前
、
広
島
と
長
さ

き
に
一
発
ず
つ
原
子
ば
く
だ
ん

が
落
と
さ
れ
て
、
一
し
ゅ
ん
の

う
ち
に
何
十
万
人
も
の
人
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
原
ば

く
に
あ
っ
て
生
き
残
っ
た
人

は
、
ど
ん
ど
ん
年
を
と
っ
て
亡

く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
戦
争
の
話

も
聞
き
ま
し
た
。
ひ
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
け
い
察
官
で
、
い
つ

も
仕
事
で
家
に
い
な
か
っ
た
の

で
、
空
し
ゅ
う
け
い
報
が
鳴
っ

た
ら
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

弟
や
妹
た
ち
と
、
せ
ま
い
防
空

ご
う
へ
に
げ
て
い
た
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
去
年
の
十
二
月
、
現
地
校
の

授
業
で
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
ビ

デ
オ
を
見
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の

子
の
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
が
、
パ

ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
こ
う
げ
き
の

時
い
て
、
生
き
残
っ
た
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
私
は
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
「
ジ
ャ
パ
ン
、
ジ
ャ

パ
ン
。
」
と
、
ビ
デ
オ
の
声
が

言
う
度
に
頭
に
ひ
び
き
わ
た
り

ま
し
た
。
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
は

昔
の
ア
メ
リ
カ
人
と
日
本
人
の

話
で
、
私
に
は
関
係
な
い
と
ず

っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
友
達
の
ひ
い
お
じ
い
さ
ん

が
そ
こ
に
い
た
と
聞
い
て
、
関

係
な
く
は
な
い
と
思
い
始
め
ま

し
た
。
も
し
、
ひ
い
お
じ
い
さ

ん
が
そ
の
時
死
ん
で
い
た
ら
、

そ
の
友
達
は
今
、
こ
こ
に
い
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
最
近
、
日
本
語
の
テ
レ
ビ
で

「
こ
の
世
界
の
片
す
み
に
」
と

い
う
ド
ラ
マ
を
見
ま
し
た
。
主

人
公
の
す
ず
が
、
戦
争
で
右
手

が
な
く
な
り
、
広
島
の
家
族
が

原
ば
く
で
死
ん
で
し
ま
う
話
で

す
。
ド
ラ
マ
を
見
る
と
、
戦
争

や
原
ば
く
の
こ
わ
さ
が
よ
く
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。 

　
友
達
の
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
の

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
体
験
や
、

日
本
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
戦
争
の
話
を
聞
い

て
、
平
和
に
つ
い
て
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
た
。
私
の
父
は

ア
メ
リ
カ
人
で
、
母
は
日
本
人

で
す
。
七
十
三
年
前
ま
で
、
ア

メ
リ
カ
人
と
日
本
人
が
、
ば
く

だ
ん
を
落
と
し
て
お
た
が
い
に

殺
し
合
っ
て
い
た
な
ん
て
、
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

　
世
界
に
は
、
広
島
の
原
子
ば

く
だ
ん
よ
り
も
っ
と
強
力
な
か

く
兵
器
が
、
一
万
五
千
個
く
ら

い
も
あ
る
そ
う
で
す
。
か
く
兵

器
を
使
っ
た
ら
世
界
は
ど
う
な

る
か
考
え
た
ら
こ
わ
く
な
り
ま

す
。
か
く
兵
器
を
ロ
ケ
ッ
ト
に

の
せ
て
、
宇
宙
の
ず
っ
と
遠
く

に
全
部
捨
て
た
ら
い
い
の
に
と

思
い
ま
す
。
日
本
は
原
ば
く
を

落
と
さ
れ
た
、
世
界
で
た
っ
た

一
つ
の
国
で
す
。
広
島
、
長
崎

の
体
験
を
み
ん
な
に
伝
え
て
、

戦
争
や
か
く
兵
器
の
な
い
世
界

に
な
る
よ
う
、
う
っ
た
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
夏
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

見
せ
て
も
ら
っ
た
ピ
ン
ク
の
手

帳
の
こ
と
や
聞
い
た
話
を
、
ず

っ
と
覚
え
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
　
　
　
　
（
米
国
生
ま
れ
）

第
一
席 

「
ピ
ン
ク
の
手
帳
」 

　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
小
６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ス
ラ
ス
　
華

　
飛
行
機
の
ま
ど
か
ら
下
を
見

る
と
、
青
白
く
光
っ
て
見
え
、

朝
か
夜
か
も
分
か
ら
ず
、
な
ん

だ
か
す
ご
く
不
安
を
感
じ
た
事

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
わ

た
し
は
、
一
年
前
に
ア
メ
リ
カ

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
に
引
っ
こ
し
て

き
ま
し
た
。
わ
た

し
の
ふ
る
さ
と
は

か
ご
島
県
の
徳
之

島
と
い
う
小
さ
な

島
な
の
で
、
わ
た

し
は
ア
メ
リ
カ
が

ど
ん
な
に
広
く
て

大
き
い
国
な
の
か
想
像
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
へ

着
く
ま
で
、
初
め
て
こ
ん
な
何

度
も
乗
り
か
え
長
い
時
間
飛
行

機
に
乗
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

へ
着
い
た
時
は
、
も
う
夜
で
し

た
が
全
く
眠
く
な
く
て
そ
れ
に

周
り
は
み
ん
な
英
語
を
話
し
て

い
て
、
私
は
ア
メ
リ
カ
に
来
た

ん
だ
な
と
少
し
悲
し
く
な
っ
て

な
み
だ
が
出
ま
し
た
。
こ
こ
に

来
て
し
ば
ら
く
は
、
さ
び
し
く

て
、
い
つ
も
徳
之
島
に
帰
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
日

徳
之
島
に
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
合
っ
て

話
す
事
が
一
番
の
楽
し
み
で
し

た
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
遠
い

け
れ
ど
、
テ
レ
ビ
電
話
を
使
え

ば
、
日
本
に
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
で
も
本
当
は
、
直
接
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
た
い
な
と

い
つ
も
思
い
ま
す
。 

　
今
年
の
夏
休
み
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

の
海
へ
行
き
ま
し
た
。
海
は
、

徳
之
島
の
よ
う
に
き
れ
い
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
く

さ
ん
遊
び
イ
ル
カ
の
群
れ
も
見

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
イ
ル
カ

の
家
族
の
群
れ
を
見
て
い
る

と
、
な
ん
だ
か
徳
之
島
の
み
ん

な
を
思
い
出
し
ま
し
た
が
、
小

さ
な
イ
ル
カ
が
一
生
け
ん
命
ジ

ャ
ン
プ
を
し
て
い
る
の
を
見

て
、
わ
た
し
も
が
ん
ば
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

　
九
月
か
ら
は
現
地
校
が
始
ま

り
、
学
校
で
は
英
語
ば
か
り
で

何
を
言
っ
て
い
る
の
か
全
く
分

か
ら
ず
、
最
初
は
、
学
校
へ
行

く
の
が
い
や
だ
と
思
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。
み
ん
な
が
わ
た
し

の
知
ら
な
い
暗
号
を
話
し
て
い

る
よ
う
な
気
に
も
な
り
ま
し

た
。
で
も
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な

は
、
い
つ
も
優
し
く
親
切
に
接

し
て
く
れ
て
、
わ
た
し
は
次
第

に
ク
ラ
ス
の
仲
間
が
好
き
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
わ
た
し
の

事
を
マ
ユ
と
呼
ん
で
く
れ
、
分

か
ら
な
く
て
も
ず
っ
と
話
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
あ
る

日
、
ラ
ン
チ
を
食
べ
て
い
る
時

に
、
「
は
じ
め
ま
し
て
。
」
と

ア
メ
リ
カ
人
の
男
の
子
が
日
本

語
で
話
し
か
け
て
く
れ
た
時

は
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。 

　
ま
だ
き
ち
ん
と
英
語
は
分
か

ら
な
い
け
れ
ど
、
友
達
も
出
来

て
、
お
た
が
い
に
通
じ
合
え
た

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
楽
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
た
ん
生
日

に
は
、
犬
を
飼
う
事
も
出
来
、

今
は
、
犬
の
お
世
話
を
し
た
り

一
緒
に
遊
ぶ
時
間
が
一
番
好
き

で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
来
て
な
け

れ
ば
犬
に
も
こ
こ
の
友
達
に
も

会
え
な
か
っ
た
の
で
、
今
は
こ

こ
で
出
会
え
て
本
当
に
良
か
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
大

好
き
だ
け
ど
、
ア
メ
リ
カ
で
も

日
本
と
は
違
う
勉
強
や
活
動
が

出
来
る
こ
と
は
い
い
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。
大
変
な
事
も
あ

る
け
れ
ど
、
今
は
色
々
な
事
を

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
徳
之
島
に
帰
っ

た
時
は
、
み
ん
な
に
ア
メ
リ
カ

で
の
事
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
話

し
た
い
で
す
。
そ
の
日
が
来
る

ま
で
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い

事
を
た
く
さ
ん
経
験
し
た
い
で

す
。
ア
メ
リ
カ
に
来
て
、
最
初

は
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
い

っ
ぱ
い
あ
っ
た
け
れ
ど
、
今
は

少
し
ず
つ
色
々
な
こ
と
を
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
新
し
い
自
分

に
な
れ
た
よ
う
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
（
滞
米
１
年
）

　
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
始
め
て

２
年
半
。
現
地
校
で
の
交
友
範

囲
が
徐
々
に
広
が
り
、
生
活
に

馴
染
ん
で
い
く
一
方
で
、
日
本

人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。
友

人
と
の
何
気
な
い
会
話
の
中
で

日
本
の
文
化
に
つ
い
て
聞
か
れ

た
時
や
、
現
地
校
の
授
業
で
、

先
生
か
ら
日
本
の
こ
と
を
訊
ね

ら
れ
た
時
だ
。 

　
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
の
こ
と
な

ら
い
く
ら
で
も
話
せ
る
。
歴
史

の
こ
と
も
大
体
答
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
伝
統
文
化
の
分
野
と

な
る
と
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な

い
。
僕
の
他
に
答
え
て
く
れ
る

日
本
人
は
い
な
い
の
で
、
僕
が

わ
か
ら
な
け
れ
ば
話
は
そ
こ
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
。
今
ま
で
あ

ま
り
興
味
が
な
い
か
ら
と
ご
ま

か
し
て
き
た
が
、
い
つ
ま
で
も

そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
日

本
で
暮
ら
し
て
い
た
頃
は
考
え

も
し
な
か
っ
た
が
、
お
そ
ら
く

僕
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
つ

い
て
も
っ
と
知
る
べ
き
な
の
だ

ろ
う
。 

　
そ
ん
な
僕
に
、
チ
ャ
ン
ス
が

訪
れ
た
。
昨
年
の
夏
、
日
本
へ

一
時
帰
国
し
た
時
に
歌
舞
伎
座

の
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
の

だ
。
そ
れ
は
昨
年
３
月
に
始
ま

っ
た
ば
か
り
の
ツ
ア
ー
で
、
観

劇
は
で
き
な
い
が
、
一
般
客
が

入
れ
な
い
舞
台
裏
を
見
た
り
花

道
を
歩
い
た
り
で
き
る
。
そ
し

て
案
内
役
の
職
員
の
方
か
ら
、

数
々
の
貴
重
な
裏
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。
見
学
者
用
の
赤

い
法
被
を
着
て
正
面
玄
関
か
ら

ロ
ビ
ー
に
入
る
と
、
ま
ず
平
等

院
鳳
凰
堂
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

赤
い
絨
毯
や
、
壁
一
面
の
西
陣

織
な
ど
、
豪
華
絢
爛
な
雰
囲
気

に
圧
倒
さ
れ
た
。 

　
今
の
歌
舞
伎
座
は
、
５
年
前

「
伝
統
の
継
承
」
を
テ
ー
マ
に

建
て
替
え
ら
れ
た
と
言
う
。
た

だ
新
し
く
建
て
直
す
だ
け
で
は

な
く
、
昔
か
ら
使
わ
れ
て
い
た

装
飾
を
型
取
り
し
て
再
現
し
た

り
、
磨
き
直
し
て
使
っ
た
り
し

て
い
る
。
コ
ス
ト
削
減
の
た
め

の
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
な
い
。
新

し
く
作
り
直
し
た
方
が
安
い

し
、
時
間
も
か
か
ら
な
い
の

に
、
あ
え
て
そ
う
し
て
い
る
の

だ
。
温
故
知
新
と
は
こ
う
い
う

こ
と
か
と
思
う
と
同
時
に
、
日

本
の
伝
統
文
化
の
プ
ラ
イ
ド
を

強
く
感
じ
た
。 

　
見
学
の
な
か
で
僕
が
感
心
し

た
こ
と
が
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。

瓦
や
木
材
や
織
物
な
ど
、
日
本

各
地
か
ら
最
高
の
素
材
と
技
術

が
結
集
し
て
い
る
こ
と
だ
。
伝

統
を
受
け
継
ぐ
だ
け
で
な
く
、

日
本
各
地
の
最
高
の
技
術
を
未

来
へ
引
き
継
ぐ
役
割
が
、
歌
舞

伎
座
に
は
あ
る
と
思
っ
た
。 

　
昨
年
は
観
劇
を
す
る
時
間
が

な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で
、

舞
台
裏
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

実
際
に
歌
舞
伎
を
観
て
み
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
今
ま

で
興
味
が
な
い
か
ら
わ
か
ら
な

い
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
う
で

は
な
い
。
知
ら
な
い
か
ら
興
味

が
持
て
な
か
っ
た
だ
け
な
の

だ
。
観
劇
し
て
も
最
初
は
理
解

す
る
の
が
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
何
事
も
初
め
は
そ

う
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
好
奇
心

と
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

た
め
の
小
さ
な
勇
気
を
持
つ
こ

と
で
、
き
っ
と
世
界
は
広
が

る
。 

　
日
本
に
帰
国
す
る
度
に
、
歌

舞
伎
に
限
ら
ず
色
々
な
分
野
で

見
聞
を
広
げ
た
い
。
そ
し
て
僕

が
実
際
に
見
て
感
じ
た
魅
力

を
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
に
少
し

ず
つ
伝
え
て
い
け
た
ら
い
い
。

そ
れ
は
海
外
で
日
本
の
良
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
同
時
に
、
少

子
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
伝
統

文
化
を
継
承
す
る
こ
と
に
も
繋

が
る
。
そ
れ
が
海
外
で
暮
ら
し

日
本
語
と
英
語
を
理
解
す
る
、

僕
た
ち
若
い
世
代
の
役
割
と
考

え
て
い
る
。 

　
　
　
（
滞
米
２
年
６
か
月
）

第
二
席 

「
新
し
い
わ
た
し
」 

　
　
　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５

　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
み
　
ま
ゆ

第
三
席 

「
伝
統
文
化
の
継
承
、 

　
　
そ
し
て
僕
の
役
割
」 

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
田
　
玲
央
名

全日空NY支店の竹本旅客営業部長より 
表彰状を受け取るイスラス華さん

いずみさんは帰国のため 
表彰式は欠席されました

■児童生徒作文のページ■

NHKコスモメディアアメリカインク上村和大 
社長より表彰状を受け取る増田玲央名さん

◆
第
一
席
以
下
の
入
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
副

賞
と
し
て
、
紀
伊
国
屋
書
店
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

店
協
賛
に
よ
る
図
書
カ
ー
ド
が
高
野
耕
太
郎

店
長
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
◆
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最
近
読
ん
で
い
た
百
人
一
首

の
漫
画
で
、
印
象
的
な
言
葉
が

あ
っ
た
。
「
ひ
と
か
ど
の
人
間

に
な
り
な
さ
い
」
と
い
う
セ
リ

フ
だ
。
「
ひ
と
か
ど
」
の
意
味

は
簡
単
に
言
え

ば
「
立
派
で
あ

る
」
「
ひ
と
き

わ

優

れ

て

い

る
」
と
い
う
意

味

で

あ

る

。

「
一
人
前
の
人

物
」
と
言
い
換

え
て
も
い
い
か

も
し
れ
な
い
。 

　
僕
は
具
体
的
に
将
来
の
夢
や

目
標
が
わ
か
ら
な
い
。
で
も
、

こ
の
言
葉
を
読
ん
だ
時
に
「
難

の
道
で
も
い
い
、
ひ
と
か
ど
の

人
間
に
な
り
た
い
」
と
思
っ

た
。
い
つ
の
日
か
、
き
ち
ん
と

独
立
し
、
自
分
の
望
む
道
で
自

分
の
身
を
立
て
ら
れ
る
、
そ
ん

な
し
っ
か
り
と
し
た
大
人
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
の
だ
。
そ
の

た
め
に
は
、
何
が
必
要
か
を
考

え
て
み
た
。 

　
例
え
ば
、
「
優
し
い
人
」
、

「
頼
れ
る
人
」
と
思
わ
れ
た
い

の
な
ら
、
ま
ず
は
自
分
で
目
標

を
立
て
行
動
に
う
つ
し
て
い
き

た
い
。
特
に
優
し
さ
は
人
の
本

質
で
あ
り
、
努
力
と
い
う
よ
り

は
自
身
の
心
の
深
さ
だ
。 

　
僕
が
目
指
す
「
ひ
と
か
ど
の

人
間
」
に
は
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
架
け
橋
」
で
あ
る
。
将
来
、

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に

な
る
人
間
」
を
目
指
し
た
い
。 

　
最
近
で
は
交
通
機
関
の
発
達

や
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

世
界
の
人
々
と
昔
よ
り
も
ず
っ

と
簡
単
に
交
流
で
き
る
時
代
に

な
っ
た
。
友
達
や
家
族
と
も
距

離
は
離
れ
て
い
る
の
に
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
さ
ら

に
上
を
目
指
し
「
世
界
の
人
々

を
結
ぶ
架
け
橋
に
な
る
人
間
」

が
ぼ
く
の
目
標
だ
。 

　
日
米
で
暮
ら
し
て
い
る
僕
に

は
、
少
し
前
か
ら
違
和
感
が
あ

っ
た
。
だ
が
、
あ
る
日
そ
れ
を

見
事
に
解
決
し
て
く
れ
る
記
事

に
出
会
っ
た
。
日
本
人
と
外
国

人
の
視
点
の
違
い
だ
。
日
本
で

は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＝
英
語

力
」
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
多

い
。
実
は
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ぜ
ー

シ
ョ
ン
＝
地
球
規
模
で
の
視
点

や
発
送
」
が
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
必
要
な
の
だ
と
い
う
内
容

だ
。
今
の
日
本
は
、
視
点
を
変

え
、
「
地
球
を
ま
る
ご
と
一
つ

の
単
位
と
し
て
見
る
と
い
う

事
」
が
欠
け
て
い
る
と
そ
の
記

事
に
は
書
い
て
あ
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
に
住
ん
で
四
年
目
だ
が
、

外
か
ら
日
本
を
見
る
こ
と
で
、

日
本
の
良
さ
や
欠
け
て
い
る
も

の
に
気
づ
か
さ
れ
る
と
同
時

に
、
日
本
か
ら
見
た
ア
メ
リ
カ

に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の

だ
。 

　
さ
ら
に
、
世
界
を
結
ぶ
に

は
、
あ
ら
ゆ
る
視
点
で
物
事
を

調
整
し
て
考
え
る
「
マ
ル
チ
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
レ
ン
ズ
」
も
必
要

で
あ
る
と
書
い
て
あ
っ
た
。
要

は
、
ど
の
立
場
・
視
点
か
ら
で

も
客
観
的
に
自
分
や
相
手
の
文

化
を
見
よ
う
と
す
る
能
力
で
あ

る
。
世
界
を
結
ぶ
に
は
、
難
し

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
は

わ
か
っ
て
い
る
が
、
お
互
い
を

知
る
こ
と
は
何
よ
り
も
近
道

だ
。 

　
地
球
規
模
で
考
え
る
と
、
自

分
と
い
う
人
間
は
小
さ
い
。
だ

が
、
仲
間
と
共
に
国
を
代
表
し

て
、
他
国
と
様
々
な
視
点
で
話

し
合
え
た
ら
、
世
界
も
広
が
り

話
は
尽
き
な
い
だ
ろ
う
。 

　
ま
た
、
ど
の
学
級
に
も
学
級

委
員
が
い
る
よ
う
に
、
代
表
者

が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
球

規
模
で
考
え
て
も
同
じ
こ
と

だ
。
今
の
ア
メ
リ
カ
と
日
本

は
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
国
の
代
表
者
同
士

が
損
益
を
話
し
合
い
、
手
を
取

り
合
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

戦
争
が
続
い
て
い
る
国
も
あ
る

が
、
一
人
で
生
き
ら
れ
る
人
間

が
い
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、

一
国
だ
け
で
成
り
立
つ
国
も
決

し
て
な
い
。
複
雑
な
理
由
が
あ

る
の
だ
ろ
う
が
、
世
界
が
平
和

に
な
る
た
め
に
は
、
世
界
の
代

表
者
同
士
が
「
ひ
と
か
ど
の
人

間
」
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。 

　
最
後
に
、
僕
の
ひ
と
か
ど
に

は
「
架
け
橋
」
と
「
仲
良
く
」

が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
今
す

ぐ
に
世
界
の
人
々
の
架
け
橋
に

な
る
の
は
無
理
だ
が
、
今
は
目

の
前
で
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯

や
ろ
う
と
思
う
。 

　
お
互
い
を
客
観
的
に
見
る
レ

ン
ズ
と
地
球
規
模
で
の
視
点
を

持
ち
、
分
か
り
合
う
た
め
に
心

を
広
く
持
ち
、
毎
日
を
有
意
義

に
過
ご
し
た
い
。
そ
し
て
、
日

本
や
現
地
の
友
達
と
絆
を
深
め

る
こ
と
が
、
ひ
と
か
ど
の
人
間

へ
の
近
道
だ
と
信
じ
て
い
る
。 

　
　
　
（
滞
米
３
年
７
か
月
）

　
十
二
月
二
十
三
日
に
お
と
う

と
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
名
ま
え

は
興
紀
で
す
。 

　
十
二
月
二
十
三
日
の
夜
中
の

二
じ
、
ね
て
い
た
ぼ
く
は
お
こ

さ
れ
て
、
パ
パ
と
マ
マ
と
い
っ

し
ょ
に
び
ょ
う
い
ん
へ
い
き
ま

し
た
。
興
紀
を
生
む
ま
で
マ
マ

は
す
ご
く
い
た
そ
う
で
、
な
い

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
ぶ
じ
に

生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
お
も
い

ま
し
た
。
マ
マ
の
お
な
か
の
中

に
興
紀
が
い
た
と
き
し
ゃ
し
ん

で
見
て
い
た
と
き
は
、
こ
ん
な

に
小
さ
く
て
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か

な
と
お
も
っ
て
い
た
け
ど
、
生

ま
れ
て
み
た
ら
け
っ
こ
う
大
き

く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
生

ま
れ
た
て
の
興
紀
を
だ
っ
こ
し

た
と
き
、
ふ
つ
う
の
人
っ
ぽ
い

か
ん
じ
が
し
な
く
て
、
う
ち
ゅ

う
人
み
た
い
な
か
ん
じ
が
し
ま

し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
は

だ
に
毛
が
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。 

　
興
紀
が
お
な
か
の
中
に
い
る

と
き
、
ぼ
く
は
「
お
と
う
と
が

生
ま
れ
る
の
か
ぁ
、
い
や
だ
な

ぁ
」
と
お
も
っ
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
お
と
う
と

が
生
ま
れ
た
ら
、
な
い
た
と
き

と
か
に
パ
パ
も
マ
マ
も
お
と
う

と
の
お
せ
わ
を
し
て
し
ま
い
、

ぼ
く
と
あ
そ
ん
で
く
れ
な
く
な

る
と
お
も
っ
た
か
ら
で
す
。
生

ま
れ
て
み
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
い

つ
も
ね
る
と
き
は
マ
マ
に
本
を

よ
ん
で
も
ら
っ
て
い
っ
し
ょ
に

ね
ら
れ
て
い
た
の
に
、
興
紀
の

め
ん
ど
う
を
見
な
い
と
い
け
な

い
と
き
は
マ
マ
と
ね
ら
れ
な
い

の
が
ざ
ん
ね
ん
で
す
。
で
も
、

そ
の
か
わ
り
い
っ
し
ょ
に
ね
ら

れ
る
と
き
は
、
な
ん
万
ば
い
も

う
れ
し
い
で
す
。 

　
興
紀
は
よ
く
な
い
て
、
耳
が

こ
わ
れ
る
く
ら
い
う
る
さ
く
て

た
ま
り
ま
せ
ん
。
う
る
さ
い
と

き
、
ぼ
く
は
マ
マ
が
く
る
ま
で

お
し
ゃ
ぶ
り
を
く
わ
え
さ
せ
た

り
し
ま
す
。 

　
お
ふ
ろ
に
入
る
と
き
は
、
お

な
か
を
あ
ら
っ
て
あ
げ
る
と
、

き
も
ち
よ
さ
そ
う
に
し
ま
す
。

い
な
い
い
な
い
ば
あ
を
し
て
み

た
け
ど
、
ぜ
ん
ぜ
ん
わ
ら
わ
な

く
て
ざ
ん
ね
ん
で
し
た
。
い
ま

は
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
べ
な
い
け

ど
、
興
紀
が
三
さ
い
ぐ
ら
い
に

な
っ
た
ら
い
っ
し
ょ
に
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
、
外
で
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
し
た
り
し
て
あ
そ
び
た
い

で
す
。
ぼ
く
が
小
さ
い
と
き
に

よ
ん
で
い
た
本
を
た
く
さ
ん
よ

ん
で
あ
げ
た
い
で
す
。 

　
ぼ
く
は
た
く
さ
ん
い
っ
し
ょ

に
あ
そ
ん
で
あ
げ
る
、
や
さ
し

い
と
き
び
し
い
の
ち
ゅ
う
か
ん

の
お
に
い
ち
ゃ
ん
に
な
り
た
い

と
お
も
い
ま
す
。 

　
　
　
（
滞
米
２
年
８
か
月
）

佳
作 

「
『
ひ
と
か
ど
』
の
人
間
に 

な
り
た
い
」 

　 　
　
　
　
　
　
　

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
源
太
　
　
　
　
　
　

佳
作 

「
ぼ
く
の
お
と
う
と
」 

 

　
　
　
　
　
　
　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
小
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
田
　
峻
平
　
　
　
　
　
　
　

第
16
回
「
こ
と
ば
の
泉
」
年
間
大
賞
入
賞
作
品
発
表

■児童生徒作文のページ■

ペース大学八幡真帆教授より 
表彰状を受け取る古田峻平さん

竹内さんは都合により 
表彰式を欠席されました

＊学校・学年は執筆時のものです

http://www.fly-ana.com/
https://japaneseschool.org
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●
松
本
太
審
査
委
員 

　
ど
の
作
品
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
具
体
的
な
経
験
に
基
づ
い

た
「
気
づ
き
」
を
示
し
て
い

て
、
い
ず
れ
も
甲
乙
つ
け
が

た
い
、
よ
い
出
来
で
し
た
。

中
で
も
一
番
自
然
な
書
き
方

で
、
気
持
ち
が
よ
く
伝
わ
っ

て
き
た
の
は
、
い
ず
み
ま
ゆ

さ
ん
の
「
新
し
い
わ
た
し
」

で
し
た
。
徳
之
島
か
ら
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
引
っ
越
し

て
き
た
ま
ゆ
さ
ん
自
身
が
変

っ
た
と
気
づ
い
た
こ
と
が
、

と
て
も
新
鮮
な
こ
と
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
ね
。
自
分
の
中

で
起
き
た
変
化
に
驚
き
、
そ

の
驚
き
を
自
分
の
糧
に
し
て

い
く
、
ま
ゆ
さ
ん
の
前
向
き

な
姿
勢
に
感
心
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
「
小
さ
な
イ
ル
カ

の
ジ
ャ
ン
プ
」
を
見
に
行
き

た
い
で
す
ね
。 

　
一
方
、
河
辺
恵
美
さ
ん
の

「
迷
い
蜂
鳥
の
謎
」
は
、
蜂

鳥
の
飛
び
方
に
着
目
し
て
、

観
察
を
し
て
い
る
恵
美
さ
ん

の
姿
が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま

し
た
。
「
レ
ー
ス
カ
ー
の
よ

う
に
ス
リ
ム
で
無
駄
の
な

い
」
蜂
鳥
な
ん
て
カ
ッ
コ
い

い
で
す
ね
。
自
然
観
察
の
基

本
は
よ
く
見
る
こ
と
で
す
。

恵
美
さ
ん
は
立
派
な
科
学
者

に
な
れ
ま
す
よ
。 

　
古
田
俊
平
さ
ん
の
「
ぼ
く

の
お
と
う
と
」
は
、
お
と
う

と
に
対
す
る
ア
ン
ビ
バ
ラ
ン

ト
な
気
持
ち
を
、
わ
か
り
や

す
く
吐
露
し
て
い
て
、
ク
ス

ッ
と
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
に
我
慢
し
な
く

て
も
大
丈
夫
で
す
よ
。
お
母

さ
ん
は
兄
弟
二
人
と
も
好
き

で
す
か
ら
。
ぜ
ひ
「
や
さ
し

い
」
と
「
き
び
し
い
」
の
ち

ゅ
う
か
ん
の
お
に
い
ち
ゃ
ん

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
「
か
め
を
助
け
る
事
」
を

書
い
た
ク
ラ
ー
ク
将
人
君

は
、
本
当
に
や
さ
し
い
人
な

ん
で
す
ね
。
将
人
君
が
、

「
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
す

る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
い
う

こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
気
づ

い
た
こ
と
が
、
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
か
め
の
死
は
け
っ

し
て
無
駄
で
は
な
か
っ
た
は

ず
で
す
。
死
ん
で
い
く
動
物

や
人
は
、
必
ず
残
っ
た
人
た

ち
に
何
か
を
教
え
て
く
れ
る

も
の
で
す
。
か
め
は
き
っ
と

将
人
君
に
天
国
で
感
謝
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
よ
。 

　
「
友
達
、
家
族
、
戦
争
と

平
和
」
を
書
い
た
槇
原
尚
紀

君
は
、
セ
ル
ビ
ア
か
ら
来
た

マ
ネ
ー
と
い
う
友
達
の
家
族

の
事
情
を
知
っ
て
、
世
界
の

こ
と
を
よ
く
想
像
で
き
た
の

で
す
ね
。
確
か
に
、
こ
の
世

の
中
は
、
そ
ん
な
い
い
と
こ

ろ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
尚
紀
君
と
マ
ネ
ー
の

友
情
が
き
っ
と
世
の
中
を
い

い
方
向
に
変
え
て
い
く
は
ず

で
す
。
大
き
く
な
っ
た
ら
セ

ル
ビ
ア
に
戻
っ
た
マ
ネ
ー
に

会
い
に
行
っ
て
み
て
く
さ

い
。 

　
イ
ス
ラ
ス
華
さ
ん
の
「
ピ

ン
ク
の
手
帳
」
は
、
日
米
の

二
つ
の
国
が
戦
っ
た
こ
と
を

い
つ
ま
で
も
覚
え
て
お
く
こ

と
が
大
切
な
こ
と
を
よ
く
教

え
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
二
つ
の

国
の
血
を
受
け
た
華
さ
ん
だ

か
ら
こ
そ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
聞
い
た
原
爆
の
話
と
、

友
達
の
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
の

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
話
を
あ

わ
せ
て
考
え
ら
れ
た
の
で
す

ね
。
世
の
中
は
す
ご
く
複
雑

な
の
で
、
い
つ
も
異
な
る
人

か
ら
異
な
る
話
を
き
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。
本
当
の
こ
と

は
、
き
っ
と
そ
う
し
た
経
験

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
よ

う
や
く
見
え
て
く
る
も
の
で

す
が
、
華
さ
ん
自
身
が
、
そ

う
し
た
能
力
を
生
ま
れ
な
が

ら
に
備
え
て
い
る
の
で
し
ょ

う
ね
。 

●
竹
本
登
審
査
員 

　
本
年
も
た
く
さ
ん
の
作
品

が
応
募
さ
れ
、
15
作
品
が
厳

選
さ
れ
ま
し
た
。
毎
回
で
は

あ
り
ま
す
が
、
厳
選
作
品
は

年
齢
も
幅
広
く
、
出
生
地
も

米
国
や
日
本
で
米
国
で
の
滞

在
暦
も
異
な
り
、
そ
の
中
か

ら
作
品
の
優
越
を
つ
け
る
の

は
大
変
難
し
い
で
す
。
し
か

し
、
ど
の
作
品
も
読
み
終
わ

り
ま
す
と
関
心
す
る
も
の
ば

か
り
で
す
。
す
っ
か
り
忘
れ

去
っ
て
し
ま
っ
た
自
分
達
も

持
っ
て
い
た
は
ず
の
感
性
を

そ
れ
ぞ
れ
に
作
品
か
ら
懐
か

し
く
感
じ
取
っ
て
い
ま
す
。

今
回
も
小
職
は
自
分
の
感
性

に
近
い
作
品
を
中
心
に
採
点

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
イ
ス
ラ
ス
　
華
「
ピ
ン
ク

の
手
帳
」
ピ
ン
ク
の
手
帳
＝

被
爆
者
健
康
手
帳
の
事
は
存

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
の
日

米
の
関
係
と
は
異
な
る
74
年

前
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
事

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本

人
が
経
験
し
た
事
が
二
度
と

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
地
球

か
ら
戦
争
や
核
兵
器
が
無
い

世
界
に
な
る
よ
う
我
々
は
発

信
し
て
い
く
義
務
が
あ
る
事

を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
作
品
で

し
た
。 

　
竹
内
　
源
太
「
『
ひ
と
か

ど
』
の
人
間
に
な
り
た
い
」

「
ひ
と
か
ど
」
そ
の
よ
う
な

意
味
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
日

本
人
の
多
く
が
勘
違
い
し
て

い
る
可
能
性
の
高
い
「
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
。
是

非
と
も
、
周
り
の
人
達
に
理

解
し
て
欲
し
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
日
本
に
い
て
は
身

近
に
感
じ
に
く
い
事
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
米
国
に

住
ん
だ
事
で
肌
で
よ
り
感
じ

る
事
が
出
来
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
新
の
意

味
で
の
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
」
、
浸
透
さ
せ
て
い

た
だ
く
事
を
願
い
ま
す
。 

　
ク
ラ
ー
ク 

将
人
「
か
め

を
助
け
る
と
い
う
事
」
作
品

は
亀
の
事
で
す
が
、
人
間
に

も
当
て
は
ま
る
安
楽
死
＝
尊

厳
死
、
世
界
的
に
こ
れ
か
ら

大
き
な
問
題
に
な
る
案
件
な

の
で
は
と
思
い
ま
す
。
白
黒

つ
け
ら
れ
る
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
人

生
、
異
な
っ
た
決
断
を
下
す

事
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
小
学
４
年
生
と
い
う
年

齢
で
遭
遇
し
た
事
件
、
大
事

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

　
フ
ォ
レ
イ 

あ
ん
「
生
物

の
絶
滅
」
自
然
環
境
保
護
、

こ
れ
か
ら
大
人
に
な
っ
て
い

か
れ
る
方
々
に
は
大
変
重
要

な
問
題
で
す
。
一
人
一
人
の

努
力
が
い
つ
か
は
実
を
結
び

ま
す
。
作
品
に
書
か
れ
た
こ

と
を
お
友
達
と
話
し
あ
っ
て

環
境
保
護
を
実
践
い
た
だ
け

れ
と
願
う
ば
か
り
で
す
。 

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン  

江
梨
香

「
ご
み
の
問
題
」
リ
サ
イ
ク

ル
に
関
す
る
別
の
作
品
で

す
。
こ
の
よ
う
に
小
学
生
の

皆
さ
ん
が
環
境
へ
の
影
響
に

つ
い
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
事
を
知
る
こ
と
が
出
来
、

少
し
は
安
心
致
し
ま
し
た
。

一
人
一
人
の
努
力
が
と
て
も

大
事
で
す
。
未
来
に
向
け
て

ご
み
を
減
ら
す
努
力
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
河
辺
恵
美
「
迷
い
蜂
鳥
の

謎
」
表
現
豊
か
で
、
よ
く
本

を
読
ま
れ
る
方
な
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
観

察
力
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
を
文
で

表
現
し
た
作
文
を
書
い
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

●
上
村
和
大
審
査
員 

　
甲
乙
付
け
難
い
優
れ
た
作

品
が
多
く
、
審
査
に
苦
し
み

ま
し
た
。
今
年
は
小
学
校
４

年
生
か
ら
６
年
生
の
高
学
年

の
作
品
が
全
体
の
半
分
以
上

を
占
め
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
私
が
決
め
た
入
選
者
も

６
人
の
う
ち
小
学
校
の
高
学

年
が
４
人
と
多
く
な
り
ま
し

た
。
他
の
２
人
は
最
年
長
の

増
田
玲
央
名
君
と
最
年
少
の

古
田
峻
平
君
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
に
つ
い
て
講
評
を

行
い
ま
す
。 

　
増
田
君
の
「
伝
統
文
化
の

伝
承
、
そ
し
て
僕
の
役
割
」

は
、
東
京
の
歌
舞
伎
座
を
見

学
し
て
日
本
の
伝
統
文
化
の

素
晴
ら
し
さ
を
知
り
、
こ
れ

を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
大

切
さ
を
訴
え
た
も
の
で
す
。

私
も
日
頃
か
ら
日
本
の
伝
統

文
化
に
つ
い
て
無
知
で
あ
る

こ
と
を
恥
じ
る
大
人
の
一
人

で
す
が
、
作
者
は
中
学
生
に

し
て
そ
の
こ
と
に
気
づ
き
、

歌
舞
伎
座
を
構
成
す
る
絨
毯

や
壁
、
瓦
や
織
物
な
ど
に
日

本
固
有
の
伝
統
美
を
発
見
し

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

貴
重
な
遺
産
を
未
来
に
残

し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
海

外
に
伝
え
る
の
は
若
い
世
代

の
役
割
だ
と
主
張
し
て
い
ま

す
。
作
品
は
よ
く
練
ら
れ
た

構
成
と
正
確
な
描
写
、
そ
し

て
体
験
に
基
づ
い
た
実
感
を

交
え
て
格
調
高
く
綴
ら
れ
て

お
り
、
読
者
に
力
強
い
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
と
し

て
最
高
点
を
付
け
ま
し
た
。 

　
一
方
、
古
田
君
の
「
ぼ
く

の
お
と
う
と
」
は
、
生
ま
れ

て
来
た
弟
へ
の
興
味
や
自
分

の
気
持
ち
を
綴
っ
た
作
品

で
、
「
体
に
毛
が
な
く
て
宇

宙
人
み
た
い
」
「
い
な
い
い

な
い
バ
ー
を
し
た
の
に
全
然

笑
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
」
な

ど
、
子
供
ら
し
い
観
察
眼
と

微
笑
ま
し
い
表
現
に
は
頬
が

緩
み
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後

の
「
や
さ
し
い
と
き
び
し
い

の
中
間
の
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な

り
た
い
」
に
は
思
わ
ず
笑
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
文
章
レ

ベ
ル
は
上
級
生
の
も
の
と
は

比
べ
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
最
年
少
の
小
学
１
年
生

が
頑
張
っ
て
書
き
上
げ
た
こ

と
へ
の
ご
褒
美
と
し
て
佳
作

に
選
び
ま
し
た
。 

　
こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の

素
晴
ら
し
さ
の
一
つ
は
、
子

供
た
ち
が
日
米
の
生
活
体
験

を
通
じ
て
発
見
し
た
両
国
の

社
会
や
文
化
な
ど
の
違
い
を

子
供
ら
し
い
目
線
で
切
り
取

っ
て
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
来
年
に

向
け
て
、
多
く
の
子
供
た
ち

が
ア
メ
リ
カ
生
活
の
中
で
発

見
し
た
驚
き
や
喜
び
を
イ
キ

イ
キ
と
書
き
記
し
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

●
高
野
耕
太
郎
審
査
員 

　
選
考
に
残
っ
た
15
作
品
を

読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

本
年
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
作
品

揃
い
で
難
し
い
選
考
と
な
り

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
と
日
本

と
い
う
二
つ
の
軸
足
を
持
つ

皆
さ
ん
の
視
点
か
ら
見
る
、

文
化
・
慣
習
の
考
察
に
つ
い

て
は
、
私
も
学
ば
さ
れ
る
も

の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
本
年
も
、
戦
争
と
平

和
、
環
境
問
題
な
ど
の
マ
ク

ロ
な
視
点
か
ら
の
考
察
に
ト

ラ
イ
し
よ
う
と
す
る
作
品
も

多
く
み
ら
れ
、
非
常
に
頼
も

し
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い

っ
た
優
秀
な
作
品
群
の
中
で

も
、
事
実
や
事
象
、
伝
聞
の

記
述
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ

ら
か
ら
自
分
の
視
点
・
自
分

の
言
葉
で
、
一
歩
踏
み
込
ん

で
考
察
さ
れ
て
い
る
作
品
、

と
言
う
観
点
か
ら
評
価
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

　
自
分
の
言
葉
で
表
現
す

る
、
と
い
う
こ
と
は
時
と
し

て
、
難
し
く
、
苦
し
い
作
業

で
す
が
、
考
え
抜
い
て
生
み

出
し
た
文
章
は
必
ず
自
分
の

血
肉
に
な
り
、
時
が
経
っ
て

か
ら
読
み
返
し
て
も
、
こ
れ

か
ら
の
自
分
の
指
針
の
再
確

認
に
も
繋
が
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
文
章

表
現
を
続
け
て
い
っ
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

●
八
幡
真
帆
審
査
員 

　
地
球
温
暖
化
問
題
が
高
ま

っ
て
い
る
世
情
を
反
映
し
て

環
境
問
題
を
取
り
上
げ
た
作

文
が
目
立
ち
ま
し
た
。
レ
ジ

袋
や
ト
レ
ー
な
ど
ゴ
ミ
と
な

る
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
品
を

減
ら
そ
う
と
い
う
運
動
だ
け

は
盛
ん
で
す
が
、
相
変
わ
ら

ず
周
囲
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の

が
事
実
で
す
。
し
か
し
、
若

い
皆
さ
ん
が
折
に
ふ
れ
、
問

題
を
取
り
上
げ
考
え
る
こ
と

で
解
決
へ
の
未
来
に
つ
な
が

る
と
信
じ
ま
す
。 

    

槇
原
さ
ん
は
セ
ル
ビ
ア

人
の
友
達
の
父
の
死
を
知
っ

て
戦
争
の
悲
惨
さ
と
移
民
の

家
族
の
苦
し
み
を
知
り
ま
し

た
。
「
世
界
は
い
い
所
で
は

な
く
て
恐
い
所
だ
」
と
あ
り

ま
し
た
が
、
「
確
か
に
恐
い

所
も
あ
る
が
、
い
い
所
も
い

い
人
も
た
く
さ
ん
存
在
す

る
」
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
増
田

さ
ん
は
学
校
で
日
本
文
化
に

つ
い
て
聞
か
れ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
、
も
っ
と
日
本
の

伝
統
文
化
を
学
び
人
々
に
伝

え
た
い
と
感
じ
た
、
本
当
に

そ
う
し
て
く
だ
さ
い
。
日
本

の
文
化
は
世
界
中
で
日
本
だ

け
の
も
の
で
す
か
ら
。
竹
内

さ
ん
が
言
う
通
り
「
ひ
と
り

で
生
き
ら
れ
る
人
間
が
い
な

い
の
と
同
じ
よ
う
に
一
国
だ

け
で
成
り
立
つ
国
は
な
い
」

の
で
す
。
「
ひ
と
か
ど
の
人

間
に
な
る
」
に
は
ア
メ
リ
カ

に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
の

経
験
を
生
か
し
、
日
米
間
の

様
々
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
古
田

さ
ん
は
弟
が
生
ま
れ
た
喜
び

と
不
安
を
素
直
に
綴
っ
て
い

る
の
に
好
感
が
も
て
ま
し

た
。 

    

疑
問
点
を
調
べ
る
時
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
が
現

代
で
は
一
般
的
で
す
が
、
本

や
辞
書
を
手
に
取
る
、
現
地

を
訪
れ
て
自
分
の
目
で
見

る
、
こ
れ
が
大
切
で
す
。
自

分
で
読
み
、
経
験
す
る
こ
と

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
決

し
て
見
え
な
い
も
の
が
見
え

て
く
る
は
ず
で
す
。 

    

ア
メ
リ
カ
の
学
校
で
は

作
文
の
ク
ラ
ス
が
多
く
、
文

章
の
構
成
の
仕
方
や
表
現
力

が
鍛
え
ら
れ
る
為
、
日
本
語

の
作
文
に
も
そ
の
成
果
が
現

れ
る
よ
う
で
、
総
じ
て
読
み

や
す
い
上
手
な
文
章
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
英
語
、
日

本
語
共
に
磨
き
を
か
け
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

♦
 

第
16
回
「
こ
と
ば
の
泉
」
年
間
大
賞 

選
評♦
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今
回
は
私
自
身
二
回
目
の
選

考
会
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
全

米
か
ら
３
年
連
続
で
２
０
０
０

件
を
超
え
る
多
く
の
ご
応
募
が

あ
り
、
我
々
筆
記
具
メ
ー
カ
ー

に
と
っ
て
コ
ン
ク
ー
ル
が
活
況

で
あ
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い

限
り
で
す
。
ど
の
作
品
も
素
晴

ら
し
く
、
個
性
が
溢
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
輝
い
て
見
え
た
こ

と
が
今
回
の
選
考
会
で
は
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

今
の
時
代
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
と
い
っ
た
電
子

機
器
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る

こ
と
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
ペ
ン
を
使
っ
て
書
く

と
い
う
こ
と
は
、
脳
で
描
い
た

そ
の
ま
ま
の
情
報
を
書
き
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
筆
記
具
は

想
い
を
伝
え

る
の
に
非
常

に
大
切
な
ツ

ー

ル

で

あ

り
、
筆
記
体

に
よ
っ
て
そ

の
人
の
性
格

や
気
持
ち
が

よ
く
伝
わ
る

こ
と
が
筆
記

具
の
良
さ
で

あ
る
と
私
は

考
え
ま
す
。

そ
れ
は
言
語

や
国
に
限
ら

ず
、
全
て
の

人
に
共
通
す

る

こ

と

で

す
。
我
々
筆

記
具
メ
ー
カ
ー
が
で
き
る
こ
と

は
、
商
品
を
通
じ
て
皆
様
に
た

く
さ
ん
「
書
く
」
素
晴
ら
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
の

で
、
今
後
も
よ
り
良
い
商
品
を

開
発
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
応
募
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
方
々
に
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

最優秀賞に

東出かれんさん

中部テネシー日本語補習校

●

最
優
秀
賞

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

中
学
の
部

米
国
ゼ
ブ
ラ
社
協
賛
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ

レ
ス
社
主
催
の
「
週
刊

Ｎ
Ｙ
生
活
」
紙
上
硬
筆

書
写
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

の
２
０
１
９
年
度
年
間
大
賞
を
選
ぶ

選
考
会
が
12
月
10
日
、
本
紙
編
集
部

で
行
わ
れ
た
。
書
家
・
小
山
朋
慈
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
、
審
査
委
員
の
米

国
ゼ
ブ
ラ
社
の
柏
木
啓
甫
さ
ん
と
本

紙
編
集
部
が
、
２
０
１
８
年
度
第
32

回
冬
期
か
ら
２
０
１
９
年
度
第
35
回

秋
期
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
課
題
に
応

募
し
選
考
を
経
て
紙
面
に
掲
載
と
な

っ
た
１
５
２
点
の
作
品
の
中
か
ら
、

最
優
秀
賞
１
点
と
優
秀
賞
５
点
の
作

品
を
選
出
し
た
。

年
間
最
優
秀
賞
に
は
中
学
の
部
、

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
（
応

募
当
時
）
の
東
出
か
れ
ん
さ
ん
の
作

品
、
優
秀
賞
に
は
レ
ベ
ル
別
に
５
人

の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

団
体
優
秀
賞
に
は
、
単
校
で
１
課

題
に
つ
き
１
作
品
の
応
募
で
最
も
作

品
点
数
が
多
か
っ
た
中
部
テ
ネ
シ
ー

日
本
語
補
習
校
が
選
ば
れ
た
。
同
校

は
学
校
全
体
で
取
り
組
み
、
毎
回
定

期
的
に
応
募
し
た
結
果
、
８
年
連
続

で
団
体
賞
を
獲
得
す
る
快
挙
と
な
っ

た
。受

賞
者
に
は
賞
状
と
、
賞
品
と
し

て
最
優
秀
賞
に
は
ゼ
ブ
ラ
社
特
製
高

級
シ
ャ
ー
プ
＆
ボ
ー
ル
ペ
ン
「
シ
ャ

ー
ボ
Ｘ

Ｃ
Ｌ
５(SB15-LD

B) +
 

デ

ル
ガ
ー
ド

タ
イ
プ
Ｌ
Ｘ(M

A
86-R

)

２
本
組
オ
リ
ジ
ナ
ル
セ
ッ
ト
」、
優
秀

賞
に
は
「
シ
ャ
ー
ボ
Ｘ

Ｓ
Ｔ
３

(SB14-W
)+

 

デ
ル
ガ
ー
ド(M

A
85-

BK
)

」
、
団
体
賞
に
は
応
募
作
品
点
数

と
団
体
人
数
分
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
「
サ

ラ
サ
ジ
ェ
ル
イ
ン
ク
ボ
ー
ル
ペ
ン

０
・
７
」
が
贈
呈
さ
れ
る
。

＊
　
＊
　
＊

２
０
１
９
年
度
の
硬
筆
書
写
コ
ン

ク
ー
ル
の
応
募
数
は
２
４
０
０
点
以

上
と
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
の
若
年
層

へ
普
及
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
現
在
、

日
本
語
を
学
習
す
る
環
境
が
限
ら
れ

た
米
国
内
に
お
い
て
、
同
コ
ン
ク
ー

ル
が
手
書
き
で
美
し
い
日
本
語
を
学

ぶ
人
た
ち
の
手
助
け
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。
引
き
続
き
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●

優
秀
賞

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

幼
児
の
部

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

小
学
１
・
２
年
の
部

小
山
書
道
教
室

小
学
５
・
６
年
の
部

小
山
書
道
教
室

高
校
・
一
般
の
部

●  団体優秀賞

●

総
　
評

最優秀賞の賞品

シャーボX CL5 (SB15-LDB) + デルガード タイプLX (MA86-R)  
2本組オリジナルセット

手
書
き
で
溢
れ
る
個
性

米
国
ゼ
ブ
ラ
㈱
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

柏
木
啓
甫

２
０
１
９
年
の
硬
筆
書
写
コ

ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
総
数
は
過

去
最
多
の
２
４
０
０
点
以
上
を

記
録
し
次
の
６
点
が
年
間
大
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の

皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

●
最
優
秀
賞

【
中
学
の
部
】

東
出
か
れ
ん
さ
ん

点
画
を
疎
か
に
せ
ず
字
配
り

も
考
慮
し
、
堂
々
と
書
か
れ
た

最
優
秀
に
相
応
し
い
作
品
で

す
。

●
優
秀
賞

【
幼
児
の
部
】

渡
邊
朝
海
さ
ん

ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
書
い
た

こ
と
が
伝
わ
る
良
い
作
品
で

す
。

【
小
学
一
年
・
二
年
の
部
】

樋
尻
心
華
さ
ん

文
字
の
組
み
立
て
方
が
優
し

く
素
直
な
表
現
の
あ
る
作
品
で

す
。

【
小
学
三
年
・
四
年
の
部
】

鯰
佑
紀
君

正
確
な
文
字
の
整
え
が
立
派

な
安
定
感
の
あ
る
作
品
で
す
。

【
小
学
五
年
・
六
年
の
部
】

森
田
優
菜
さ
ん

基
本
点
画
を
正
確
に
書
き
表

し
と
て
も
力
強
い
作
品
で
す
。

【
高
校
・
一
般
の
部
】

村
上
由
起
代
さ
ん

漢
字
と
仮
名
の
調
和
を
巧
み

に
表
現
し
た
美
し
い
作
品
で
す
。

＊

＊

＊

書
く
こ
と
は
伝
え
る
こ
と
。

手
書
き
文
字
は
心
情
や
感
情

を
表
現
し
ま
す
の
で
、
上
手
に

書
く
よ
り
も
心
を
込
め
る
事
の

方
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
は
達

筆
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
時
に

多
少
の
文
字
の
乱
れ
も
立
派
な

感
情
表
現
に
な
り
ま
す
。
書
く

こ
と
を
難
し
く
捉
え
ず
、
感
動

し
た
り
心
に
残
っ
た
言
葉
を
書

き
残
す
な
ど
、
多
く
の
人
に
書

く
こ
と
を
今
以
上
に
慣
れ
親
し

ん
で
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
心
を
文
字
に
し
て
表

す
。
一
つ
と
し
て
同
形
の
文
字

が
無
い
こ
と
も
手
書
き
文
字
の

楽
し
さ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

米
国
ゼ
ブ
ラ
社
様
に
よ
る
硬

筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
多
大

な
ご
支
援
に
心
よ
り
深
く
御
礼

を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後

も
手
書
き
文
字
文
化
の
発
展
を

担
い
、
課
題
作
成
に
精
進
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

心
を
文
字
で
表
す

書
家

小
山
朋
慈

国
連
国
際
学
校

小
学
３
・
４
年
の
部

最
優
秀
賞
の
東
出
さ
ん

優秀賞の賞品

シャーボX ST3 (SB14-W) + デルガード (MA85-BK)

団体優秀賞の賞品

サラサジェルインクボールペン 0.7

審
査
員
に
よ
る
選
考
風
景

https://www.zebrapen.com/
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■前号までのあらすじ

女の子は、自由研究で市から表彰されることになり市役所に招かれた。「市長、

できれば、古いパーキングメーターの機械は、直して使ってくださいませんか」

と迫った。「直せば使える！か。そのことを議会で議員に話して通れば力にな

れるよ」 と市長は言った。　　　　　　　　　　 作・絵　三浦良一

市議会の会議室には、もう議員の有力メンバーが顔を揃えていました。市長に紹介された女

の子は、壇上に立つや、あいさつもそこそこに本題を切り出しました。

「みなさん、私の学校の自由研究の発表がきっかけで、市内のパーキングメーターが新しい

ものに取り替えられるかもしれないって聞きました。でも、でも、ちょっと待ってください。

このあたしの時計は、おばあちゃんが使っていたものです。修理をしたら立派に使えるように

なりました。まだ直せば使えるものを修理もしないで簡単に捨ててしまってもいいんでしょう

か。まだ、完全に壊れてしまっていないものは、修理して使ってみてくれませんか？」

議員の人たちは顔を見合わせて、また女の子を見ました。

「このおばあちゃんの時計は、古い分だけたくさんの思い出がつまった私の宝物です」

この言葉が議会の偉い人たちを動かしたようです。　　　　　　　　　　　　　　（つづく）

At the council meeting room, the faces of the council mem-
bers 
were already lining the benches. The girl who had been intro-
duced by the mayor

stood and without so much as a greeting, went straight to
the point. "Everyone, due to the findings of my independent

study assignment,I heard the parking meters of the city might get
replaced. But, please wait and hear me out. This watch of mine
used to be my grandmother's. 

Once I got it repaired I was able to use it again. Rather than
fixing something so we can still use it, do you think it's okay to

simply throw away something without fixing it? Won't you please
repair the things that aren't completely broken yetand try to use
them again?"
The council members looked at each other and back at the girl. 
"My grandmother's watch is old, but it carries a lot of memories
so it's my treasure."        ( to be continued)
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ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場

す
る
た
め
に
ハ
ワ
イ
に
や
っ
て

き
た
。
と
い
っ
て
も
初
め
て
の

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
し
か
も

10
キ
ロ
コ
ー
ス
。
完
全
に
遊
び
。

そ
れ
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
ア

ッ
プ
し
た
わ
た
し
に
、
か
つ
て

の
友
人
か
ら
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
。

「
わ
た
し
も
ホ
ノ
ル
ル
で
す
。

会
い
ま
せ
ん
か
？
」

て
っ
き
り
彼
女
も
マ
ラ
ソ
ン

の
た
め
に
来
て
い
る
の
か
と
思

え
ば
、
違
っ
た
。
会
う
と
、
結

構
、
長
い
間
こ
ち
ら
に
い
る
ら

し
い
。
目
的
を
尋
ね
る
と
、

「
息
子
を
こ
っ
ち
の
学
校
に
入

れ
よ
う
と
思
っ
て
見
に
来
た
ん

で
す
」
。
息
子
は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

の
大
会
な
ど
で
入
賞
し
て
い
る

ら
し
い
。
そ
し
て
、
ハ
ワ
イ
に

は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
専
攻
の
大
学
が

あ
っ
て
、
そ
こ
に
彼
を
入
れ
る

た
め
に
移
住
も
考
え
て
い
る
と

言
う
。

次
の
日
ハ
ワ
イ
で
、
「
教
育

移
住
」
と
い
う
言
葉
が
書
い
て

あ
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
見
つ

け
た
。
何
気
な
く
眺
め
て
い
る

と
、
そ
こ
に
は
ハ
ワ
イ
に
移
住

し
た
別
の
友
人
夫
婦
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
。
子
供
の
教
育
の
た

め
に
ハ
ワ
イ
に
移
住
し
た
と
書

か
れ
て
い
た
。
ハ
ワ
イ
に
移
住

し
た
の
は
知
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
子
供
の
教
育
の
た
め
だ
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
夜
、

そ
の
夫
婦
と
会
う
こ
と
に
な
っ

て
い
た
の
で
早
速
話
を
聞
い

た
。
「
そ
う
な
ん
で
す
。
子
供

が
日
本
の
学
校
に
合
わ
な
い
か

ら
、
思
い
切
っ
て
こ
っ
ち
の
学

校
に
転
校
さ
せ
た
ん
で
す
。
今

は
楽
し
そ
う
に
学
校
に
行
っ
て

い
ま
す
」
と
笑
っ
て
い
ろ
い
ろ

教
え
て
く
れ
た
。
実
際
、
英
語

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
と
か
、

い
ろ
ん
な
理
由
で
家
族
で
子
供

の
教
育
を
考
え
て
ハ
ワ
イ
に
家

族
で
移
住
す
る
人
も
結
構
い
る

ら
し
い
。
そ
ん
な
話
を
聞
い
て

い
る
と
、
「
教
育
移
住
」
と
い

う
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
記
事
に

も
納
得
。

家
族
で
ハ
ワ
イ
に
移
住
し

て
、
子
供
の
教
育
を
す
る
に
は
、

そ
れ
な
り
の
資
金
も
仕
事
が
あ

る
こ
と
も
必
要
。
子
供
の
た
め

に
家
族
で
ハ
ワ
イ
に
移
住
で
き

る
環
境
に
い
る
彼
女
た
ち
が
ち

ょ
っ
と
う
ら
や
ま
し
い
。

大
谷
由
里
子：

１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）
」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）
」
な

ど
多
数
。

教
育
移
住

日
系
大
手
不
動
産
会
社
の

リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
が
ス
ポ
ン

サ
ー
と
な
り
、
日
本
ク
ラ
ブ

が
主
催
す
る
男
女
混
合
ダ
ブ

ル
ス
の
テ
ニ
ス
大
会
、
第
３

回
「
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
杯
」

が
２
月
１
日
（
土
）
に
ブ
ロ

ン

ク

ス

の

「C
ary

L
eed

C
en

ter
fo

r
ten

n
is

&
L

earning

」
で
開
催
さ
れ
る
。

昨
年
は
30
人
以
上
が
参
加

し
た
同
大
会
は
、
Ａ
ク
ラ
ス

と
Ｂ
ク
ラ
ス
の
２
つ
の
レ
ベ

ル
に
分
か
れ
て
お
り
、
自
分

に
合
っ
た
レ
ベ
ル
に
出
場
で

き
る
。
優
勝
者
に
は
副
賞
と

し
て
同
グ
ル
ー
プ
会
社
「
リ

ダ
ッ
ク
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ホ

テ
ル
」
の
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム

無
料
宿
泊
券
が
贈
呈
さ
れ
る
。

誰
で
も
参
加
可
能
。

参
加
費
は
一
般
50
ド
ル
。

日
本
ク
ラ
ブ
会
員
と
リ
ダ
ッ

ク
く
ら
ぶ
会
員
は
15
ド
ル
引

き
で
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
。
　

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

は
Ｅ
メ
ー
ルh

n
a

ito
@

n
ippon

clu
b.org

（
日
本
ク

ラ
ブ
、
内
藤
さ
ん
）
ま
で
。

Ｎ
Ｙ
の
テ
ニ
ス
大
会
２
月
１
日

「
第
３
回
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
杯
」

参
加
者
受
け
付
け
中 239

迎春
旧年中は本紙をご愛読いただきまして、誠にありがとうございました。
新年も、皆様のお役に立つ情報提供が出来るよう、更に努力いたします。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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北
米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
１
９
の
表
彰
式
が
12

月
13
日
、
日
本
ク
ラ
ブ
で
開
催

さ
れ
、
３
部
門
（
日
本
語
俳
句
、

英
語
俳
句
、
18
歳
未
満
）
の

金
・
銀
・
銅
の
各
賞
と
学
校
賞

が
発
表
さ
れ
た
。
金
賞
は
、
櫻

井
陽
子
さ
ん
、
小
山
ル
シ
ア
さ

ん
、
ニ
ー
ル
・
ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン

さ
ん
に
、
銀
賞
は
高
安
キ
ワ
さ

ん
、
星
和
希
さ
ん
、
ヴ
ァ
レ
ン

テ
ィ
ナ
・
ラ
ナ
ル
デ
ィ
・
ア
ダ

ム
ス
さ
ん
、
銅
賞
は
草
地
邦
之

さ
ん
、
リ
ー
・
マ
デ
ィ
ラ
イ

ン
・
柊
さ
ん
、
リ
ッ
ク
・
ジ
ャ

コ
フ
ス
キ
ー
さ
ん
に
、
表
彰
状

と
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
社
の
ボ
ー
ル

ペ
ン
、
伊
藤
園
お
茶
ボ
ト
ル
ケ

ー
ス
が
贈
ら
れ
た
。

学
校
賞
は
16
句
が
セ
ミ
フ
ァ

イ
ナ
リ
ス
ト
に
選
ば
れ
た
ボ
ス

ト
ン
日
本
語
学
校
が
２
年
連
続

の
受
賞
と
な
っ
た
。

特
別
協
賛
の
北
米
伊
藤
園
エ

ク
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
バ
イ
ス
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
の
ロ
ナ
・
テ
ィ
ソ
ン
さ

ん
は
「
伊
藤
園
の
お
茶
ボ
ト
ル

に
印
刷
さ
れ
た
俳
句
が
楽
し
み

と
の
声
を
聞
く
。
お
茶
を
飲
む

と
い
う
文
化
の
中
で
俳
句
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
も
私
た

ち
の
喜
び
」
と
挨
拶
、
各
審
査

員
が
選
評
を
話
し
た
。

出
席
し
た
受
賞
者
は
「
強
い

風
が
新
し
い
仕
事
を
始
め
る
私

に
大
丈
夫
だ
よ
と
言
っ
て
く
れ

た
感
じ
が
し
た
」(

櫻
井
さ
ん
）
、

「
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
凍
っ

た
道
、
抱
え
た
チ
ェ
ロ
が
奏
で

る
で
あ
ろ
う
メ
ロ
デ
ィ
が
聞
こ

え
る
よ
う
」(

高
安
さ
ん
）
、

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
は
ど
こ
ま

で
行
く
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
」

（
小
山
さ
ん
）
、
「
先
生
に
夏
と

い
う
言
葉
を
入
れ
ず
に
夏
の
俳

句
を
と
言
わ
れ
て
考
え
た
」

(

リ
ー
さ
ん
）
、
「
あ
る
寒
く
晴

れ
た
冬
の
日
に
砂
浜
で
穏
や
か

に
打
ち
寄
せ
る
波
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
パ
タ
ー
ン
に
驚
い
た
」

(

ジ
ャ
コ
フ
ス
キ
ー
さ
ん
）
な

ど
と
、
挨
拶
の
中
で
受
賞
句
に

つ
い
て
話
し
た
。

欠
席
者
か
ら
も
「
共
鳴
す
る

２
つ
の
イ
メ
ー
ジ
は
難
民
と
ス

ー
プ
。
ル
ー
ト
は
植
物
の
根
と

物
語
を
語
る
際
に
共
有
さ
れ
る

人
間
の
根
の
二
重
の
意
味
」

(

ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン
さ
ん
）
、
「
数

か
月
前
に
親
戚
が
亡
く
な
り
ア

イ
デ
ア
が
沸
い
た
。
古
い
時
計

も
高
齢
者
も
あ
と
ど
れ
ぐ
ら
い

生
き
る
か
分
か
ら
な
い
。
し
か

し
両
方
の
内
側
に
は
ま
だ
生
命

が
あ
る
」(

ア
ダ
ム
ス
さ
ん
）
、

「
僕
た
ち
が
作
っ
た
雪
だ
る
ま

の
様
子
が
寒
く
て
寄
り
そ
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
た
」(

星
さ

ん
）
、
「
無
事
に
明
る
い
家
に
着

き
安
堵
し
た
時
に
浮
か
ん
だ

句
」(

草
地
さ
ん
）
な
ど
の
挨

拶
文
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
グ
ラ
ン
プ
リ
は
２
０
１
９

年
１
月
か
ら
10
月
ま
で
実
施
、

毎
月
各
部
門
７
句
ず
つ
セ
ミ
フ

ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
を
選
び
そ
の
中

か
ら
受
賞
者
を
決
定
し
た
。
総

計
１
２
３
３
句
（
日
本
語
１
９

３
、
18
歳
未
満
７
７
１
、
英
語

２
５
８
句
）
の
応
募
が
あ
っ
た
。

表
彰
式
後
に
は
、
俳
人
の
大

高
翔
さ
ん
が
「
俳
句
ト
ー
ク
」

を
行
い
、
「
季
語
や
挨
拶
、
そ

し
て
自
分
を
な
く
し
て
自
分
を

風
景
に
と
り
こ
ま
せ
る
こ
と
を

知
っ
た
の
も
俳
句
か
ら
の
ギ
フ

ト
」
と
語
り
、
参
加
者
一
同
、

改
め
て
俳
句
の
魅
力
に
感
じ
入

っ
た
。
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３
部
門
で
金
・
銀
・
銅
９
人

俳
人

大
高
翔
審
査
員

日
本
語
の
金
賞
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
地
名
が
「
青
嵐
」
と
い

う
季
語
の
躍
動
感
を
よ
り
強
め

て
い
る
。
「
さ
あ
飛
べ
」
と
い

う
命
令
形
も
力
強
く
、
元
気
を

与
え
て
く
れ
る
作
品
。
銀
賞
は

静
謐
な
澄
ん
だ
情
景
が
魅
力
。

「
チ
ェ
ロ
を
抱
え
」
と
い
う
動

作
が
、
ほ
の
か
な
体
温
を
感
じ

さ
せ
る
。
銅
賞
は
「
み
ぞ
れ
の

闇
」
の
詩
情
と
「
車
間
距
離
」

と
い
う
硬
質
さ
の
取
り
合
わ
せ

が
新
鮮
、
セ
ン
ス
が
光
る
。

子
ど
も
た
ち
の
受
賞
三
作

は
、
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
空
の
広

さ
、
「
雪
だ
る
ま
」
の
大
家
族
、

「
水
中
」
の
笑
顔
が
は
っ
き
り

見
え
て
き
て
、
す
ば
ら
し
い
。

Ｎ
Ｙ
句
会
代
表

江
坂
衣
代
審
査
員

日
本
語
の
金
賞
の
句
、
い
き

な
り
さ
あ
飛
べ
と
持
っ
て
き
た

と
こ
ろ
が
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で

心
地
よ
い
。
銀
賞
の
句
、
景
と

し
て
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
寒
い

日
、
早
足
で
歩
く
青
年
、
青
年

の
夢
は
こ
れ
か
ら
だ
。
銅
賞
の

句
、
み
ぞ
れ
の
闇
の
ド
ラ
イ
ブ

は
怖
い
も
の
だ
。
車
間
距
離
を

十
分
に
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
を
素
直
に
句
に
し
た

の
が
良
か
っ
た
と
思
う
。

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家

大
江
千
里
審
査
員

瑞
々
し
い
作
品
、
心
が
よ
く

映
っ
て
い
る
作
品
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
何
物
に

も
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
作

風
、
日
常
を
生
き
て
て
「
あ
る

あ
る
」
と
共
感
で
き
る
瞬
間
を
、

色
鮮
や
か
に
詠
う
俳
句
が
多

く
、
僕
が
関
わ
る
今
ま
で
で
一

番
の
接
戦
。
僕
か
ら
す
れ
ば
ほ

ぼ
全
員
が
受
賞
で
す
。
ア
メ
リ

カ
に
暮
ら
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

骨
身
に
し
み
て
感
じ
る
日
本
人

と
し
て
の
感
性
が
ほ
と
ば
し
る

名
作
揃
い
に
時
間
を
忘
れ
て
審

査
を
忘
れ
て
酔
い
し
れ
ま
し

た
。
も
う
一
度
、
応
募
し
て
く

れ
た
全
部
の
作
品
に
大
き
な
拍

手
を
。

書
画
家田

中
太
山
審
査
員

今
年
も
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
俳
句
の
投
稿
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
つ
も
皆
様

の
制
作
さ
れ
た
背
景
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
楽
し
く
読
ま
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
日
本

語
部
門
は
、
凝
っ
た
内
容
の
も

の
が
多
く
選
考
に
苦
労
し
ま
し

た
。
18
歳
未
満
部
門
は
、
自
然

に
笑
顔
に
な
る
俳
句
が
多
く
な

か
な
か
絞
る
こ
と
が
で
き
ず
、

こ
ち
ら
も
選
考
に
苦
労
し
ま
し

た
。

「
さ
あ
飛
べ
」
と

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

青
嵐

櫻
井
陽
子

Ｎ
Ｙ
州

た
ん
ぽ
ぽ
の

わ
た
げ
い
ま
ど
こ

か
ぜ
と
く
も

小
山
ル
シ
ア
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
補
習
校
プ
リ
ン
ス
ト
ン
コ
ー
ス
10
歳
）
Ｎ
Ｊ
州

選
　
　
　
評

金
賞
　
日
本
語
部
門
　
　

金
賞
　
18
歳
未
満
部
門

refugees
share their stories
winter root soup

ー Neal Whitman, CA

主催：ニューヨーク生活プレス社、特別協賛：北米伊藤園
http://artofhaiku.org

金賞  英語部門

■銅賞 英語部門
the edge
of the ocean
ruffled lace    

ー Rick Jackofsky, NY

■銀賞 英語部門
scracked housing
of the clock...
hospice stay
ー Valentina Ranaldi-Adams, OH

■
銀
賞
　
日
本
語
部
門

氷
点
下

チ
ェ
ロ
を
抱
え
て

ゆ
く
青
年高

安
キ
ワ

Ｎ
Ｊ
州

■
銅
賞
　
日
本
語
部
門

縦
横
に

み
ぞ
れ
の
闇
の

車
間
距
離

草
地
邦
之
　
Ｉ
Ｎ
州

■
銀
賞
　
日
本
語
部
門
　
18
歳
以
下
部
門

う
ら
に
わ
で

か
た
を
よ
せ
あ
う

ゆ
き
だ
る
ま

星

和
希
（
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３

９
歳
）
Ｐ
Ａ
州

■
銅
賞
　
18
歳
未
満
部
門

黒
い
は
だ

水
中
の
友

み
な
笑
顔

リ
ー
・
マ
デ
ィ
ラ
イ
ン
・
柊
（
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
３

８
歳
）
Ｎ
Ｙ
州

櫻井さん（左）と北米伊藤園のディソンさん小山さん（右）とNY生活プレス社 社長の久松

金賞

櫻
井
陽
子
さ
ん

日
本
語
部
門

N
eal W

h
itm

an

さ
ん

英
語
部
門

小
山
ル
シ
ア
さ
ん

18
歳
未
満
部
門

日
本
ク
ラ
ブ
で
表
彰
式

俳人 アレクシス・ロテラ審査員（英語の俳句）
Haiku, just because it's a tiny poem, doesn't mean it's easy to

write. It's probably the hardest form to master. While longer poetry
is about addition of words, haiku is about subtraction. Haiku is not
just a clever statement or a superficial ‘observation’ it's an aha
moment about discovering the moment in a fresh new way that oth-
ers can experience. It requires paying attention to not just what one
sees, but how one feels in that instant.

草地さん

リーさん

Jackofskyさん Ranaldi-Adamsさん

星さん

高安さん

Whitmanさん
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日
本
語
を
教
え
る
立
場
に
あ

る
親
と
し
て
は
、
子
供
に
で
き

る
だ
け
早
く
ひ
ら
が
な
を
覚
え

て
ほ
し
い
。
で
も
、
詰
め
込
み

式
は
イ
ヤ
。
脳
ミ
ソ
に
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
る
の
も
イ
ヤ
。

楽
し
み
な
が
ら
覚
え
て
く
れ
た

ら
ラ
ッ
キ
ー
。
で
は
ど
う
や
っ

て
…
。
こ
の
絵
本
が
そ
の
答
え

に
な
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
ひ
ら
が
な
に
触
れ
る

キ
ッ
カ
ケ
と
し
て
は
非
常
に
い

い
本
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ん
と

言
っ
て
も
食
べ
物
が
題
材
で
す

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
が
こ
れ
ま

た
お
い
し
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

食
べ
物
の
湿
度
を
感
じ
る
絵
と

で
も
言
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。
あ
と
う
れ
し
い
の
は
、
同

じ
絵
と
文
の
カ
ル
タ
も
売
っ
て

る
ん
で
す
。
私
も
う
ち
の
子
と

そ
の
カ
ル
タ
取
り
を
や
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
結
構
燃
え

ま
す
。
途
中
か
ら
こ
っ
ち
も
真

剣
に
な
っ
て
き
て
、
本
気
で
ス

ッ
パ
ー
ン
と
取
っ
て
子
供
を
泣

か
せ
た
り
し
て
。
そ
の
悔
し
さ

を
糧
に
、
ひ
ら
が
な
を
覚
え
て

ほ
し
い
と
思
う
の
は
、
親
の
傲

慢
で
し
ょ
う
か
。

楽
し
く
覚
え
る
？

あ
い
う
え
お

❶『あっちゃんあがつく　

たべものあいうえお』
原案：みね　よう　

作：さいとうしのぶ　

リーブル　2001年

絵
本
で
は
そ
の
内
容
の

「
近
さ
」
と
「
遠
さ
」
が
重
要

だ
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
で
き
る
だ

け
身
近
な
ネ
タ
で
あ
り
な
が

ら
、
な
お
か
つ
想
像
力
豊
か

な
展
開
。
た
と
え
ば
、
お
風

呂
に
入
っ
て
る
と
き
に
水
の

中
か
ら
ク
ジ
ラ
が
出
て
く
る

と
か
。
子
供
は
ネ
タ
が
近
く

な
い
と
な
か
な
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
近
い
だ
け
だ

と
つ
ま
ん
な
い
で
す
か
ら
、

そ
れ
な
り
の
ヒ
ネ
リ
＝
「
遠

さ
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

今
回
取
り
上
げ
た
『
ま
あ
ち

ゃ
ん
の
な
が
い
か
み
』
は
、

そ
の
「
近
さ
」
と
「
遠
さ
」

の
お
手
本
み
た
い
な
本
で
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
シ
ン
プ
ル
で
、

主
人
公
の
ま
あ
ち
ゃ
ん
は
、

友
達
に
負
け
な
い
よ
う
に
自

分
の
髪
も
伸
ば
し
た
い
。
で
、

髪
が
伸
び
た
ら
こ
ん
な
こ
と

す
る
の
よ
、
と
い
う
話
で
す
。

「
近
さ
」は
髪
の
毛
、「
遠
さ
」
は

「
髪
が
伸
び
た
ら
こ
ん
な
こ
と

す
る
の
よ
」
の
部
分
。
「
こ
ん

な
こ
と
す
る
の
よ
」
が
作
者

の
想
像
力
の
見
せ
ど
こ
ろ
な

ん
で
す
が
、
そ
れ
は
読
ん
で

か
ら
の
お
楽
し
み
。
な
か
な

か
見
事
な
「
遠
さ
」
で
す
よ
。

ネ
タ
の
『
近
さ
』
と
『
遠
さ
』

❷『まあちゃんの
ながいかみ』

作：たかどの　ほうこ　

福音館書店　1995年

は
っ
き
り
言
っ
て
し
ま
う

と
、
こ
れ
は
日
本
語
教
育
色
の

強
い
絵
本
で
す
。
作
っ
た
方
た

ち
は
そ
う
い
う
つ
も
り
は
あ
ま

り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

海
外
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て

は
非
常
に
あ
り
が
た
い
本
で
す

ね
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
主
役
は
ナ
イ
フ
。
こ
の
ナ

イ
フ
の
い
ろ
ん
な
変
化
を
日
本

語
で
表
現
す
る
わ
け
で
す
。
通

常
ナ
イ
フ
で
あ
れ
ば
「
ナ
イ
フ

が
ま
が
る
」
「
ナ
イ
フ
が
お
れ

る
」
な
ど
、
そ
の
表
現
パ
タ
ー

ン
は
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
ま
す

が
、
こ
の
本
で
は
そ
う
い
う
物

理
的
な
縛
り
に
と
ら
わ
れ
な
い

文
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
「
ナ
イ
フ
が
ほ
ど

け
る
」「
ナ
イ
フ
が
ち
ぎ
れ
る
」

な
ど
。
絵
本
だ
か
ら
で
き
る
ワ

ザ
と
も
言
え
ま
す
。
絵
も
限
り

な
く
リ
ア
ル
で
、
ホ
ン
ト
に
ほ

ど
け
た
り
、
ち
ぎ
れ
た
り
し
て

る
ん
で
す
ね
、
こ
れ
が
。
こ
の

本
を
作
っ
た
方
々
は
広
告
業
界

の
人
た
ち
だ
そ
う
で
す
。
シ
ン

プ
ル
だ
け
ど
、
言
葉
と
絵
の
使

い
方
が
う
ま
い
の
は
、
広
告
と

い
う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
関

係
し
て
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

ナ
イ
フ
が

『
ほ
ど
け
る
』
？

❸『ふしぎなナイフ』
作：中村牧江／林建造

絵：福田隆義　

福音館書店　1997年

日
本
語
に
は
い
ろ
ん
な
口
調

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
ペ
チ
ャ
ク

チ
ャ
し
ゃ
べ
る
パ
タ
ー
ン
や
ゆ

っ
く
り
の
ん
び
り
話
す
パ
タ
ー

ン
な
ど
で
す
。
普
段
の
生
活
の

中
で
、
そ
う
い
う
さ
ま
ざ
ま
な

タ
イ
プ
の
口
調
を
子
供
に
体
験

さ
せ
る
の
は
結
構
大
変
。
早
口

の
親
は
や
は
り
早
口
に
な
り
ま

す
し
、
ゆ
っ
く
り
派
は
ど
ん
な

に
が
ん
ば
っ
て
も
ゆ
っ
く
り
派

で
す
。
そ
の
点
、
絵
本
は
い
ろ

ん
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
口
調
を

は
っ
き
り
と
塗
り
分
け
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
書
い
て
あ
る
セ

リ
フ
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

早
口
の
親
も
ゆ
っ
く
り
派
に
、

あ
る
い
は
ゆ
っ
く
り
派
の
親
も

早
口
に
な
れ
ま
す
か
ら
ね
。

本
の
中
に
出
て
く
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
し
ゃ
べ
り
」
の
書

き
分
け
と
い
う
点
に
お
い
て
、

今
回
取
り
上
げ
た
『
お
ふ
ろ
だ

い
す
き
』
は
、
そ
の
お
手
本
み

た
い
な
絵
本
で
す
。
ウ
ミ
ガ
メ

や
ペ
ン
ギ
ン
、
カ
バ
、
ク
ジ
ラ

な
ど
が
出
て
く
る
ん
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
「
し
ゃ
べ
り
」
の
キ

ャ
ラ
が
立
っ
て
て
見
事
で
す

よ
。
役
者
に
な
っ
た
気
分
で
読

ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

さ
ま
ざ
ま
な

『
し
ゃ
べ
り
』
を
学
ぶ

❹『おふろだいすき』
作：松岡享子　絵：林明子

福音館書店　1982年

「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
に
絵
本

コ
ラ
ム
を
書
き
始
め
た
の
は
２

０
０
８
年
８
月
で
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
書
い
た
コ
ラ
ム
は
全
部

で
２
４
６
本
。
た
だ
単
に
絵
本

の
あ
ら
す
じ
を
説
明
す
る
ん
じ

ゃ
な
く
て
、
切
り
口
は
い
つ
も

「
日
本
語
を
育
て
る
絵
本
と

は
？
」
で
し
た
。

海
外
に
住
ん
で
る
私
た
ち
に

と
っ
て
、
日
本
語
の
絵
本
は

「
子
供
た
ち
の
日
本
語
を
育
て

る
た
め
の
ツ
ー
ル
」
と
い
う
面

を
す
ご
く
持
っ
て
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
現
実
と
し
て
は
、
日

本
語
絵
本
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
み
た
い

に
近
所
の
図
書
館
に
行
け
ば
絵

本
が
山
ほ
ど
あ
る
、
っ
て
環
境

じ
ゃ
な
い
わ
け
で
す
ね
。
だ
か

ら
こ
そ
、
で
き
る
だ
け
子
供
た

ち
の
日
本
語
を
育
て
て
く
れ
る

よ
う
な
絵
本
を
選
ん
で
読
ん
で

あ
げ
た
い
。
な
ら
ば
「
日
本
語

を
育
て
る
絵
本
と
は
？
」
。

絵
本
に
関
す
る
研
究
書
等
も

た
く
さ
ん
読
み
ま
し
た
。
で
も

「
日
本
語
を
育
て
る
絵
本
と

は
？
」
と
い
う
問
い
に
正
面
か

ら
答
え
て
く
れ
る
本
や
研
究
に

は
結
局
、
出
会
え
な
か
っ
た
ん

で
す
ね
。
な
の
で
私
の
絵
本
コ

ラ
ム
は
素
人
な
り
に
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
言
葉

と
絵
本
の
関
係
を
あ
ー
で
も
な

い
、
こ
ー
で
も
な
い
と
考
え
た

メ
モ
み
た
い
な
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

で
、
絵
本
コ
ラ
ム
を
10
年
以

上
書
い
て
、
い
ろ
い
ろ
考
え
続

け
た
結
論
を
言
っ
ち
ゃ
っ
て
い

い
で
す
か
？

た
し
か
に
絵
本

に
も
良
い
悪
い
が
あ
る
い
ん
で

す
。
こ
れ
だ
け
長
い
こ
と
絵
本

に
つ
い
て
考
え
て
き
た
ん
で
、

ど
こ
が
良
く
て
ど
こ
が
悪
い

か
、
一
応
私
も
説
明
で
き
ま
す
。

た
だ
結
局
の
と
こ
ろ
、
子
供
た

ち
の
日
本
語
を
育
て
る
た
め
に

必
要
な
の
は
「
絵
本
の
数
」
な

ん
で
す
ね
。
「
質
」
も
大
事
だ

け
ど
、
や
っ
ぱ
「
数
」
な
ん
で

す
。
で
も
海
外
に
住
ん
で
る
と
、

ど
う
し
て
も
「
絵
本
の
数
」
の

限
界
が
あ
る
と
。

最
近
、
日
本
政
府
は
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
と
か
言
っ
て
海
外
向

け
に
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
日
本
政
府
が
無
料
の
日
本

語
コ
ン
テ
ン
ツ
（
本
や
マ
ン
ガ

等
）
サ
イ
ト
を
作
る
っ
て
ど
う

で
す
か
ね
。
で
、
そ
の
な
か
に

無
料
の
日
本
語
電
子
絵
本
も
山

ほ
ど
入
れ
て
、
海
外
に
住
む
日

本
人
親
た
ち
が
ガ
ン
ガ
ン
使
え

る
よ
う
に
す
る
と
か
。

10
年
以
上
、
「
日
本
語
を
育

て
る
絵
本
と
は
？
」
を
考
え
続

け
て
、
そ
の
結
論
が
「
数
」
っ

て
い
う
の
も
、
ま
あ
私
ら
し
く

て
い
い
か
な
、
と
思
っ
て
ま
す
。

本
紙
に
コ
ラ
ム
連
載

10
年
間
で
２
４
６
冊

竹永浩之：熊本県
八代市出身。琉球大

学海洋学科中退後、

沖縄で素潜り漁師。

その後アジアを放浪

して92年NYに。NY

での新聞社勤務を経

て、現在息子2人を

育てる主夫。10数

年前からアメリカ各

地の日本語フリーペ

ーパーに絵本コラム

を掲載。海外有権者

ネットワークNY共

同代表。NJ州在住。

竹永さんが選んだ

絵本10冊を紹介

https://www.restaurantnippon.com/


（53）　［総　合］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2020年（令和2年）1月1日（水）

絵
本
嫌
い
の
子
供
っ
て
と
き

ど
き
い
ま
す
よ
ね
。
本
に
ま
っ

た
く
興
味
を
示
さ
な
く
て
、
読

ん
で
聞
か
せ
よ
う
と
し
て
も
サ

ッ
サ
と
逃
げ
て
し
ま
う
。
そ
の

う
ち
聞
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な

る
は
ず
な
ん
で
す
が
、
と
り
あ

え
ず
今
は
ダ
メ
。
そ
う
い
う
子

に
は
「
か
く
れ
ん
ぼ
」
系
絵
本

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
読
み

物
と
し
て
攻
め
る
ん
じ
ゃ
な
く

て
、
遊
び
の
ひ
と
つ
と
し
て
の

絵
本
。
「
か
く
れ
ん
ぼ
」
で
す

か
ら
、
ペ
ー
ジ
内
に
隠
れ
て
い

る
何
か
を
探
す
ん
で
す
ね
。

今
回
取
り
上
げ
た
『
き
ん
ぎ

ょ
が
　
に
げ
た
』
も
そ
の
タ
イ

ト
ル
の
通
り
、
金
魚
が
逃
げ
る

と
い
う
か
隠
れ
ま
す
。
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
に
。
そ
れ
を
読
者
で

あ
る
子
供
た
ち
が
探
す
わ
け
で

す
。
遊
び
の
要
素
を
多
く
含
ん

だ
絵
本
で
す
か
ら
、
当
然
子
供

た
ち
に
大
人
気
。
こ
れ
ま
で
に

累
計
で
１
５
０
万
部
以
上
売
れ

て
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
絵
本
で

す
。
「
絵
本
は
む
ず
か
し
い
も

の
じ
ゃ
な
く
て
、
楽
し
い
も
の
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
子
供
た
ち

に
持
っ
て
も
ら
う
に
は
最
適
の

本
で
し
ょ
う
。
一
家
に
１
冊
。

ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

読
む
ん
じ
ゃ
な
く
て
遊
ぶ
絵
本

❺『きんぎょが
にげた』

作：五味太郎　

福音館書店　1982年

本
書
も
い
ま
だ
に
売
れ
て
る

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
す
。
日
本
語

版
は
１
９
８
４
年
に
出
版
さ
れ

て
ま
す
が
、
原
書
が
出
た
の
は

１
９
６
７
年
。
も
う
40
年
以
上

も
読
み
継
が
れ
て
る
絵
本
で

す
。
作
者
は
『
ス
イ
ミ
ー
』
や

『
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
』
な
ど
で
も

有
名
な
レ
オ
・
レ
オ
ー
ニ
。

本
書
は
、
作
者
が
孫
た
ち
と

遊
ん
で
る
と
き
に
偶
然
で
き
た

作
品
だ
そ
う
な
。
孫
と
遊
ん
で

る
と
き
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
生

み
出
す
な
ん
て
、
ま
あ
ラ
ッ
キ

ー
と
い
う
か
才
能
が
あ
る
と
い

う
か
。
た
だ
逆
に
言
う
と
、
子

供
た
ち
と
一
緒
に
作
っ
た
と
い

う
の
が
、
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト

な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

本
書
は
、
青
い
点
の
「
あ
お

く
ん
」
と
黄
色
い
点
の
「
き
い

ろ
ち
ゃ
ん
」
の
物
語
。
つ
ま
り
、

主
人
公
の
ふ
た
り
は
単
な
る

「
点
」
な
ん
で
す
。
目
も
鼻
も

口
も
な
い
、
た
だ
の
「
点
」
。

で
も
読
ん
で
み
る
と
、
そ
の
単

純
な
一
色
塗
り
の
「
点
」
の
中

に
豊
か
な
表
情
が
見
え
て
き
ま

す
。
シ
ン
プ
ル
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
や
子
供
た
ち
の
想
像
力

を
刺
激
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

い
い
絵
と
は
何
な
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
絵
本

❻『あおくんと
きいろちゃん』
作：レオ・レオーニ　

訳：藤田圭雄　

至光社　1984年

本
書
『
ね
ず
み
の
す
も
う
』

を
出
し
た
く
も
ん
出
版
は
、
油

断
で
き
な
い
出
版
社
で
す
ね
。

別
に
悪
い
意
味
じ
ゃ
な
く
て
、

い
い
意
味
で
。
日
本
に
は
い
ろ

ん
な
出
版
社
が
あ
り
ま
す
が
、

「
読
み
聞
か
せ
に
適
し
た
本
を

作
る
」
と
い
う
視
点
を
前
面
に

出
し
て
絵
本
を
作
っ
て
る
会
社

っ
て
意
外
と
少
な
い
ん
で
す
。

た
と
え
ば
同
社
は
「
耳
で
聞

い
て
わ
か
り
や
す
い
語
り
口
を

徹
底
的
に
吟
味
す
る
」
と
か

「
昔
話
本
来
の
語
り
口
を
守
り

つ
つ
再
話
す
る
」
と
い
う
こ
と

を
検
討
し
な
が
ら
本
書
が
入
っ

て
い
る
「
子
ど
も
と
よ
む
日
本

の
昔
ば
な
し
」
シ
リ
ー
ズ
を
作

っ
た
そ
う
で
す
。
さ
す
が
、
あ

の
「
公
文
」
が
や
っ
て
る
出
版

社
で
す
よ
ね
え
。

本
書
は
同
シ
リ
ー
ズ
の
中
の

１
冊
な
ん
で
す
が
、
親
と
し
て

も
う
ひ
と
つ
嬉
し
い
の
は
、
値

段
が
安
い
と
い
う
こ
と
。
１
冊

４
７
３
円
。
さ
ら
に
サ
イ
ズ
も

小
さ
く
て
場
所
を
取
ら
な
い
。

安
く
て
小
さ
く
て
と
な
る
と
、

ち
ょ
っ
と
チ
ー
プ
な
感
じ
が
し

ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
内
容
も
い

い
ん
で
す
か
ら
、
ホ
ン
ト
あ
り

が
た
い
で
す
よ
ね
え
。

親
に
は
あ
り
が
た
い
『
安
・
小
・
良
』
の
絵
本

❼『ねずみのすもう』
再話：おざわとしお　

絵：ふじもとしろう　

くもん出版　2005年

本
書
を
出
版
し
た
、
の
ら
書

店
は
こ
の
本
の
他
に
も
お
も
し

ろ
い
絵
本
を
何
冊
も
出
し
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
『
ど
う
ぶ
つ

ど
ど
い
つ
』
や
『
し
り
と
り
あ

そ
び
え
ほ
ん
』
『
な
ぞ
な
ぞ
あ

そ
び
う
た
』
な
ど
。
「
私
た
ち

は
『
言
葉
』
に
こ
だ
わ
っ
て
ま

す
」
と
い
う
心
意
気
を
そ
の
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
に
感
じ
て
し
ま
い

ま
す
ね
。
海
外
で
暮
ら
す
日
本

人
の
親
に
と
っ
て
は
、
非
常
に

あ
り
が
た
く
注
目
す
べ
き
存
在

だ
と
思
い
ま
す
（
こ
う
い
う
出

版
社
っ
て
、
日
本
で
は
少
な
い

ん
で
す
）。

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、

本
書
は
い
ろ
い
ろ
な
動
物
に
関

す
る
「
は
や
く
ち
」
で
構
成
さ

れ
て
い
る
絵
本
で
す
。
「
か
ば

く
ん
の
　
か
っ
た
か
ば
ん
　
ば

か
に
で
か
か
っ
た
」
な
ど
、
全

部
で
44
コ
。

こ
れ
だ
け
の
量
の
「
は
や
く

ち
」
を
考
え
た
作
者
の
き
し
だ

え
り
こ
さ
ん
は
エ
ラ
い
。
ペ
ー

ジ
数
は
や
た
ら
多
い
の
で
す

が
、
大
き
さ
は
手
の
ひ
ら
サ
イ

ズ
。
バ
ッ
グ
と
か
に
入
れ
と
い

て
、
ヒ
マ
な
と
き
に
数
ペ
ー
ジ

ず
つ
読
ん
で
あ
げ
る
と
い
う
使

い
方
も
で
き
ま
す
ね
。

『
言
葉
』
に
こ
だ
わ
る
出
版
社
の
絵
本

❽『どうぶつはやくち

あいうえお』
作：きしだえりこ　

絵：かたやまけん　

のら書店　1996年

絵
本
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
い

ろ
ん
な
終
わ
り
方
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
悪
い
ヤ
ツ
を
や
っ
つ
け

た
り
と
か
、
仲
直
り
し
た
り
と

か
、
家
族
愛
や
友
人
愛
を
再
確

認
し
た
り
と
か
。
ロ
ン
グ
セ
ラ

ー
絵
本
を
読
む
と
だ
い
た
い
共

通
し
て
る
の
が
、
話
の
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
が
非
常
に
わ
か
り
や
す

い

と

い

う

こ

と

で

す

。

今
回
取
り
上
げ
た
『
ね
な
い

こ
だ
れ
だ
』
も
、
大
変
ク
リ
ア

ー
な
終
わ
り
方
を
し
て
ま
す
。

ク
リ
ア
ー
す
ぎ
て
怖
い
ぐ
ら
い

で
す
。
「
寝
な
い
子
は
お
化
け

に
な
っ
て
飛
ん
で
い
け
」
。
こ

れ
が
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ん
で
す

ね
。
実
際
に
絵
も
、
寝
な
い
子

が
お
化
け
に
な
り
、
本
物
お
化

け
に
手
を
引
か
れ
な
が
ら
月
に

向
か
っ
て
飛
ん
で
い
き
ま
す
。

ち
な
み
に
、
飛
ん
で
い
っ
た
き

り
で
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。

本
書
は
、
結
構
怖
い
終
わ
り

方
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
累
計
で
２
０
０
万
部

以
上
売
れ
て
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

絵
本
で
す
。
つ
ま
り
子
供
た
ち

に
と
っ
て
は
、
こ
う
い
う
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
も
じ
ぇ
ん
じ
ぇ
ん

Ｏ
Ｋ
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

心
温
ま
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
逆
を
行
く
絵
本

❾『ねないこだれだ』
作・絵：せなけいこ　

福音館書店　1969年

こ
の
絵
本
に
は
ホ
ン
ト
に
お

世
話
に
な
っ
て
ま
す
。
１
年
ほ

ど
前
か
ら
日
本
語
の
読
み
聞
か

せ
＆
手
遊
び
・
身
体
遊
び
の
会

を
や
っ
て
る
ん
で
す
が
、
そ
こ

で
の
最
多
出
場
の
本
で
す
。
読

ん
で
も
良
し
、
振
り
を
付
け
て

も
良
し
、
劇
に
し
て
も
良
し
と

い
ろ
ん
な
形
で
使
え
る
ん
で
す

ね
。
使
い
や
す
さ
の
理
由
は
、

話
が
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
る

こ
と
（
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る

「
お
お
き
な
か
ぶ
」
を
み
ん
な

で
抜
こ
う
と
す
る
話
）。
あ
と
、

場
面
展
開
も
わ
か
り
や
す
く
文

章
も
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
す
。
要
す

る
に
覚
え
や
す
い
ん
で
す
ね
。

親
で
あ
る
私
た
ち
も
２
、
３
回

読
め
ば
、
そ
ら
で
言
え
る
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
み
ん
な
で
か
ぶ
を
抜
く
際

の
掛
け
声
は
「
う
ん
と
こ
し
ょ

ど
っ
こ
い
し
ょ
」
な
ん
で
す
が
、

読
み
聞
か
せ
を
す
る
際
、
私
は

そ
の
部
分
を
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
よ

う
な
振
り
を
付
け
て
読
み
ま

す
。
子
供
た
ち
も
喜
ん
で
「
う

ん
と
こ
し
ょ
　
ど
っ
こ
い
し

ょ
」
っ
て
や
り
ま
す
よ
。
ぜ
ひ

一
度
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

何
に
で
も
使
え
る
絵
本

⑩『おおきなかぶ』
ロシア民話／Ａ. トルストイ再話

絵：佐藤忠良　

福音館書店　1966年

http://jmart-usa.com/en/
https://www.japansociety.org/performingarts
http://ariyoshiny.com
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EVENT
■タイムズスクエア・ニューイヤーズイ
ブ・セレブレーション＝ 31日 深 夜
Times Square Tel:212-768-1560 1904年
からスタートした世界で最も大規模で人
気のある大晦日のイベント。ショーやイ
ベントはTV中継される。新年とともに落
下する大きなクリスタルボールのカウン
トダウンで盛り上がる。
詳細はwww.timessquarenyc.org/
■ホリデーショップス・アット・ウィン
タービレッジ＝ 2020年 1月 2日 ま で
Bryant Park（bet 40th & 42nd St、5th &
6th Ave）Tel: 212-472-1522　伝統的なヨ
ーロッパのホリデーマーケットをブライ
アントパークに再現。ハンドクラフト製
品などを中心に100以上のホリデーやギ
フト商品を扱う店が並ぶ。

詳細はwww.bryantpark.org/
■2020年冬のアンティークショー＝2020
年2月2日まで　Park Avenue Armory (643
Park Ave) Tel:212-616-3930　入場料：
＄30　今年で63回目を数える全米でも有
数のアンティークショー。美術品や家具、
クラフトやジュエリーが一堂に介して展
示 販 売 す る 。 詳 細 は www.winteran-
tiquesshow.com

MUSIC
■ブルーノート＝2020年1月9日まで
20:00、22:30　料金はアーティストによ
って異なる　Blue Note（131 W. 3rd St）
Tel:212-475-8592　出演：〜2020年1月5
日クリス・ボッティ／9日〜12日フィリ
ー・リユニオン
詳細はwww.bluenote.net/
■メトロポリタン・オペラ2019-2020シ
ーズン＝2020年5月9日まで　公演は日曜
を除く毎日、時間は曜日や公演によって
異なる　Metropolitan Opera House (Lincoln
Center)  Tel:212-362-6000 料金：＄30〜
＄480　新演出作品は「ポーギーとベス」

「アクナーテン」、「ボッツェック」、「アグ
リッピーナ」、「さまよえるオランダ人」
の5作品。レパートリーは「マクベス」、

「椿姫」、「トスカ」、「ラ・ボエーム」など。
オペラ初心者からオペラ通まで楽しめる
ラインナップ。今年から日曜の公演がス
タート。
詳細はwww.metopera.org

DANCE&THEATER
■ニューヨーク・シティー・バレエ「く
るみ割り人形」＝2020年1月5日まで　月
曜以外の毎日公演。時間は曜日によって
異なる　David Koch Theater（20 Lincoln
Center）Tel: 212-870-5570 入場料: $45〜
$300　ニューヨークシティー・バレエの
バランシン版クラシックバレエ。おもち
ゃの兵隊やお菓子の国、各国の民族ダン
ス、雪の結晶の繊細なダンスなど、夢の
あるおとぎの世界へ誘う舞台。　
詳細はwww.nycballet.com/
■ラジオシティーのクリスマス・スペク
タキュラー＝2020年1月5日まで　時間は
曜日によって異なるRadio City Music Hall

（1260 6th Ave）Tel: 212-307-7171 　料
金：＄40〜＄473　クリスマスの原点で
あるキリスト誕生物語を3D映像や本物の
動物を登場させて紹介する恒例の舞台。
ハ イ ラ イ ト は 女 性 ダ ン ス カ ン パ ニ ー

「ザ・ロケッツ」によるすらりと長い脚の
見せ場たっぷりのラインダンス。
詳細はwww.radiocitychristmas.com/

ART
■ラスト・ナイト＝2020年1月5日まで
Metropolitan Museum of Art(1000 Fifth
Ave) Tel：212-535-7710 入場料：＄25

（大人）、＄17（シニア）、＄12（学生）、
12歳未満無料　（NY州居住者及び、NJ、
NJ,CT州の学生は任意額。要IC提示）ヨー

日
本
か
ら
の
広
告
も
承
り
ま
す

ロッパ中世からルネサンス期への黎
明期に名を残すマクシミリアン1世

（1459〜1519）後の神聖ローマ皇帝
とその家系にまつわる武具、甲冑、
鎧を数多く展示。今年は彼の死後
500年を記念する年で、門外不出で
ヨーロッパから貸し出されたことが
なかった貴重なコレクションも展示
される。
詳細はwww.metmuseum.org/
■アーティステック・ライセンス
展 ＝ 2020年 1月 12日 ま で
Guggenheim Museum (1071 Fifth
Ave) Tel:212-423-3500 入場料：
＄25（大人）、＄18（学生・シニア）
12歳未満無料　同館所蔵の20世紀
の現代美術作品から、かつて同館で
作品を展示した6人のアーティスト
がキューレーターとして選んだ約
300点の作品を展示。ピカソやモン
ドリアンをはじめ、岡田謙三など日
本のアーティストや、日系2世のル
ース・アサワの作品も展示する。
詳細はwww.guggenheim.org/
■メイド・イン・トーキョー:建築
と暮らし1964/2020＝2020年1月26
日まで　Japan Society Gallery (333
E 47th St) Tel:212-715-1258 入場
料：$12　$10（学生・シニア）会
員・16歳未満無料　東京の五輪開催
年である1964年と20 20年のあいだ
の東京の社会的変遷を、建築を通し
て紹介する。
詳細はwww.japansociety.org/
■イン・ザ・カンパニー・オブ・ハ
ロルド・プリンス展＝2020年3月31
日まで Public Library for Performing
Arts (40 Lincoln Center Plaza) 入場
無料　今年他界したブロードウェー
ミュージカル界の巨匠、ハロルド・
プリンスの手掛けた作品と、ミュー
ジカル自体が彼の生涯そのものであ
ったことを検証する展示。　　
詳細はwww.nypl.org/
■蝶の温室＝2020年5月25日まで
American Museum of Natuaral
History（200　Central Park West）
Tel：212-769-5100　入場料：＄23
＄18（学生・シニア）＄13（２歳
〜12歳）熱帯植物の生い茂る温室に、
色とりどりのチョウ500種が舞う。
詳細はwww.amnh.org/
■T・レックス／究極の捕食者＝
2020年 8月 9日 ま で 　 American
Museum of Natuaral History

（200　Central Park West）Tel：
212-769-5100　 入 場 料 ： ＄ 28
＄22.50（学生・シニア）＄16.50

（２歳〜12歳）創立150年を迎える
同館の記念展。T・レックスの孵化
から成長までの等身大モデルをはじ
め、バーチャル・リアリティなど生
態 系 を 科 学 的 に 分 析 し た 展 示 。
詳細はwww.amnh.org/

ベ
ル
ト
と
い
う
名
（
昔
は
ベ

ル
ト
で
は
な
く
バ
ン
ド
と
呼
ん

だ
）
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
、
表

に
出
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
縁
の
下
の
力

持
ち
。
と
い
う
か
、
主
役
で
は

な
い
が
渋
い
脇
役
と
い
っ
た
役

ど
こ
ろ
。

主
役
は
パ
ン
ツ
（
さ
す
が
に

ズ
ボ
ン
と
呼
ぶ
人
は
い
な
く
な

っ
た
が
、
パ
ン
ツ
は
下
着
と
思

う
中
高
年
齢
者
は
多
い
）
だ
か

ら
、
パ
ン
ツ
の
歴
史
と
ベ
ル
ト

の
歴
史
は
重
な
っ
て
い
る
。

１
９
６
０
年
代
、
ア
メ
リ
カ

東
部
大
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
・

ス
タ
イ
ル
「
ア
イ
ビ
ー
・
リ
ー

グ
・
モ
デ
ル
」
の
日
本
上
陸
と

と
も
に
、
ベ
ル
ト
に

関
心
が
集
ま
る
こ
と

に
。
と
い
う
の
は
、

そ
れ
ま
で
の
パ
ン
ツ

—
—
い
や
ズ
ボ
ン
は
、

ス
ー
ツ
の
片
割
れ
で
、

表
に
出
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
ズ
ボ

ン
が
そ
れ
だ
か
ら
ベ

ル
ト
、
い
や
、
バ
ン

ド
の
役
目
は
ズ
ボ
ン

が
ず
り
落
ち
な
い
た

め
の
小
道
具
で
し
か

な
か
っ
た
。

ア
イ
ビ
ー
は
、
ア
イ
ビ
ー
・

パ
ン
ツ
と
い
う
名
の
若
者
た
ち

の
主
役
と
し
て
の
立
場
を
確
立

す
る
。
自
動
的
に
ベ
ル
ト
に
も

注
目
が
集
ま
る
こ
と
に
な
っ

た
。

（
つ
づ
く
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク
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12
月
12
〜
13
日
、
国
立
京
都

国
際
会
館
で
「
観
光
と
文
化
を

テ
ー
マ
と
し
た
国
際
会
議
」

（4th
U

N
W

T
O

/U
N

E
SC

O
W

orld
C

on
feren

ce
on

T
ourism

and
Culture

）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
連
世
界

観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
及

び
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
主
催
の
公

式
行
事
で
、
日
本
で
は
初
開
催

で
す
。
「
将
来
世
代
へ
の
投
資

〜
観
光
×
文
化
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〜

（Investing
in

future
gen-

erations

」
を
全
体
テ
ー
マ
と

す
る
同
会
議
に
は
、
世
界
各
国

か
ら
観
光
・
文
化
分
野
の
政
府

関
係
者
や
企
業
担
当
者
等
お
よ

そ
70
か
国
１
５
０
０
人
が
出
席

し
、
貧
困
の
緩
和
、
雇
用
の
創

出
、
自
然
・
文
化
遺
産
の
保
護

を
促
進
す
る
た
め
に
観
光
と
文

化
の
力
を
い
か
に
活
用
す
る
か

を
議
論
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
マ

ヌ
エ
ル
・
ブ
ト
レ
ー
ル
上
級
部

長
は
、
「
観
光
は
多
く
の
人
に

恩
恵
を
与
え
る
一
方
で
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
も
あ
る
」
と
し
、
「
観
光
客

と
地
域
住
民
双
方
に
利
益
を
も

た
ら
す
持
続
可
能
な
観
光
の
形

に
つ
い
て
提
示
し
て
い
き
た

い
」
と
会
議
の
目
的
に
つ
い
て

表
明
し
ま
し
た
。
続
い
て
彬
子

女
王
殿
下
に
よ
る
基
調
講
演
、

「
文
化
観
光
の
た
め
の
、
革
新

的
な
政
策
と
取
組
モ
デ
ル
の
推

進
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
閣
僚
級

会
合
に
続
い
て
門
川
大
作
京
都

市
長
に
よ
る
特
別
講
演
が
あ

り
、
地
域
と
季
節
、
時
間
に
お

け
る
観
光
客
の
分
散
化
を
促
す

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
　

「
文
化
の
伝
播
・
継
承
に
よ

る
、
観
光
の
質
の
向
上
と
相
互

理
解
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
分
科

会
１
で
は
、
妙
心
寺
退
蔵
院
の

松
山
大
耕
副
住
職
や
ブ
リ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

等
担
当
者
が
登
壇
し
、
生
活
文

化
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
文

化
の
継
承
の
重
要
性
と
、
そ
れ

ら
が
観
光
や
経
済
、
産
業
に
お

い
て
果
た
す
役
割
等
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
強
化
の
た
め
の
観
光

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
再
構
築
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
分
科
会
２
が
あ

り
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ッ

ト
の
先
住
民
、Expedia

、
ラ

オ
ス
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
産
業
で

あ
るO

ck
Pop

T
ok

の
担
当
者

や
小
西
美
術
工
藝
社
長
の
デ
ー

ビ
ッ
ド
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
等

が
登
壇
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
問
題
な
ど
持
続
可
能
な

文
化
観
光
の
実
現
に
向
け
た
住

民
生
活
と
観
光
と
の
調
和
の
実

現
等
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し

た
。
続
い
て
「
文
化
観
光
を
持

続
可
能
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の

能
力
強
化
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

分
科
会
３
で
は
、
第
８
代
ユ
ネ

ス
コ
事
務
局
長
の
松
浦
晃
一
郎

氏
、G

oogle

や
ペ
ル
ー
の
観

光
研
修
セ
ン
タ
ーC

E
N

F
O

-
T
U

R

の
担
当
者
等
が
登
壇
し
、

松
浦
氏
の
「
人
材
育
成
こ
そ
重

要
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。
全
体
と
し
て
、

短
い
時
間
の
な
か
で
多
様
な
分

野
か
ら
の
発
表
が
あ
り
、
や
や

消
化
不
良
気
味
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
課
題
や
取
り
組

み
が
提
起
さ
れ
有
意
義
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
に
沿
っ
た

戦
略
で
観
光
の
利
益
を
地
域
社

会
に
還
元
さ
せ
る
こ
と
を
謳
っ

た
「
京
都
宣
言
」
を
採
択
し
て

閉
幕
し
ま
し
た
。
同
宣
言
に
は
、

観
光
客
や
事
業
者
へ
の
情
報
提

供
で
は
、
地
域
の
文
化
的
価
値

や
財
産
を
尊
重
す
べ
き
と
し
、

観
光
客
の
少
な
い
地
域
で
は
人

的
資
源
と
開
発
に
投
資
す
る
こ

と
も
提
言
し
て
い
ま
す
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第338回

観光と文化をテーマ

とした国際会議

古
事
記
に
も
日
本
書
紀
に
も

出
て
く
る
有
名
な
神
話
「
天
の

岩
戸
開
き
」
を
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。
太
陽
の
神
・
天
照
大
神

（
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
）

が
高
天
原
と
い
う
神
々
の
世
界

を
治
め
て
い
た
と
き
、
乱
暴
な

弟
神
の
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
に

怒
り
、
天
の
岩
窟
の
中
に
隠
れ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
高
天

原
は
夜
の
よ
う
に
暗
く
な
っ
て

し
ま
い
、
八
百
万
（
や
お
よ
ろ

ず
）
の
神
々
が
集
ま
っ
て
相
談

し
、
岩
窟
の
前
で
宴
会
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
宴
会
で

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
が
披

露
し
た
滑
稽
な
踊
り
で
神
々
が

声
を
出
し
て
喜
ぶ
と
、
そ
の
声

を
聞
い
た
天
照
大
神
は
岩
戸
を

少
し
開
け
て
外
を
覗
こ
う
と
し

た
。
そ
の
と
き
天
手
力
雄
命

（
ア
マ
ノ
ダ
ヂ
カ
ラ
オ
ノ
ミ
コ

ト
）
が
岩
戸
を
こ
じ
開
け
て
連

れ
出
し
、
空
は
元
の
よ
う
に
明

る
く
な
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
も
の
す
ご
い
怪
力

の
持
ち
主
・
天
手
力
雄
命
は
、

も
う
天
照
大
神
が
岩
窟
の
中
に

篭
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
と

岩
戸
を
え
い
っ
と
ほ
う
り
投
げ

て
隠
し
た
。
そ
こ
は
九
州
・
宮

崎
県
の
高
千
穂
だ
が
（
諸
説
あ

り
）
、
岩
戸
は
本
州
を
ど
ー
ん

と
飛
来
し
て
長
野
県
に
突
き
刺

さ
っ
た
。
そ
れ
が
、
険
し
い
岩

山
が
そ
び
え
る
戸
隠
山
に
な
っ

た
と
い
う
勇
壮
な
伝
説
が
産
ま

れ
た
。

戸
隠
連
峰
の
麓
に
あ
る
神
話

の
ふ
る
さ
と
戸
隠
に
は
、
天
の

岩
戸
開
き
に
功
績
が
あ
っ
た

神
々
を
祀
る
５
つ
の
神
社
が
あ

り
、
そ
れ
ら
を
総
称
し
て
戸
隠

神
社
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
は

平
安
時
代
か
ら
明
治
維
新
ま
で

神
々
を
祭
る
地
で
あ
り
な
が
ら

仏
教
の
修
行
の
地
と
し
て
も
有

名
で
、
天
台
宗
、
真
言
宗
に
よ

る
修
験
者
の
メ
ッ
カ
と
な
り
、

諸
国
の
山
伏
達
が
集
ま
っ
て
隆

盛
を
き
わ
め
た
。
高
く
険
し
い

ノ
コ
ギ
リ
の
刃
の
よ
う
な
戸
隠

の
山
々
は
神
道
と
仏
教
の
信
仰

の
対
象
と
さ
れ
た
。

そ
ん
な
歴
史
が
あ
る
か
ら
、

い
ま
も
な
お
戸
隠
の
宿
泊
施
設

は
旅
館
や
ホ
テ
ル
で
は
な
く
宿

坊
が
多
い
。
宿
坊
と
は
お
寺
や

神
社
が
運
営
す
る
宿
泊
所
の
こ

と
で
、
も
と
も
と
僧
侶
や
遠
方

か
ら
参
拝
に
訪
れ
る
人
の
た
め

の
施
設
だ
が
、
近
年
は
観
光
客

に
利
用
さ
れ
て
い
て
、
外
国
人

の
姿
も
多
い
。
全
国
各
地
に
あ

る
宿
坊
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

座
禅
や
読
経
、
写
経
の
ほ
か
、

場
所
に
よ
っ
て
は
滝
行
や
断
食

な
ど
を
体
験
す
る
こ
と
で
心
と

体
の
デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
を
得
ら

れ
る
の
だ
そ
う
。
そ
う
聞
い
て
、

さ
ぞ
簡
素
な
宿
泊
設
備
だ
ろ
う

と
思
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
最

近
は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ

る
よ
う
だ
。
萱
葺
き
屋
根
の
建

物
で
６
畳
一
間
の
ト
イ
レ
な

し
、
精
進
料
理
を
食
べ
て
せ
ん

べ
い
布
団
で
寝
る
も
の
か
ら
、

温
泉
旅
館
さ
な
が
ら
の
豪
華
食

事
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
ト
イ
レ

と
ベ
ッ
ド
が
置
か
れ
た
洋
間
ま

で
。
さ
あ
、
せ
っ
か
く
行
く
な

ら
ど
ち
ら
に
す
る
？

私
が
選
ん
だ
の
は
敷
地
内
に

小
さ
な
滝
が
流
れ
る
、
夕
食
に

美
し
い
そ
ば
会
席
を
楽
し
め
る

宿
坊
で
、
初
め
て
食
べ
た
ふ
わ

ふ
わ
の
「
そ
ば
が
き
」
や
特
製

そ
ば
塩
で
食
べ
る
蕎
麦
は
忘
れ

ら
れ
な
い
ほ
ど
の
美
味
し
さ
。

肉
や
お
刺
身
が
な
く
て
も
満
足

す
る
絶
品
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ

た
。
ま
た
、
翌
朝
の
朝
拝
で
は

玉
串
の
捧
げ
方
や
作
法
を
学

び
、
太
鼓
の
音
と
と
も
に
お
祓

い
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
特
製

お
守
り
ま
で
い
た
だ
い
て
清
々

し
い
気
分
で
神
社
巡
り
へ
と
出

発
し
た
。

戸
隠
神
社
は
、
宝
光
社
・
火

之
御
子
社
・
中
社
・
奥
社
・
九

頭
龍
社
の
５
つ
か
ら
成
る
。
２

７
０
段
の
石
段
が
連
な
る
宝
光

社
、
岩
戸
の
前
で
舞
い
を
披
露

し
た
舞
楽
・
芸
能
の
神
を
祀
る

火
之
御
子
社
、
宴
会
を
創
案
し

岩
戸
を
開
く
き
っ
か
け
を
作
っ

た
知
恵
の
神
を
祀
る
中
社
な

ど
、
宿
坊
で
も
ら
っ
た
マ
ッ
プ

を
見
な
が
ら
参
拝
し
て
い
く
。

最
後
に
巡
っ
た
奥
社
・
九
頭
龍

社
は
車
道
か
ら
２
キ
ロ
以
上
先

に
あ
り
、
車
を
駐
め
て
車
両
の

入
れ
な
い
参
道
を
歩
い
て
い

く
。
太
陽
光
が
差
し
込
む
ま
っ

す
ぐ
な
参
道
に
は
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
樹
齢
４
０

０
年
の
杉
並
木
が
続
い
て
い

て
、
な
ん
だ
か
神
聖
な
気
持
ち

に
な
っ
て
く
る
。
途
中
に
あ
る

萱
葺
き
の
赤
い
随
神
門
の
美
し

さ
に
見
と
れ
た
り
、
参
道
の
脇

を
細
く
流
れ
る
小
川
に
沈
む
ド

ン
グ
リ
を
拾
い
上
げ
た
り
し
て

い
る
と
、
し
だ
い
に
山
登
り
の

よ
う
に
険
し
く
な
っ
て
き
た
。

息
切
れ
し
つ
つ
最
後
の
石
段
を

の
ぼ
り
き
る
と
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た

山
を
背
に
し
た
ふ
た
つ
の
社
に

到
着
し
た
。
往
復
１
時
間
。
社

殿
に
た
ど
り
着
い
た
達
成
感
も

あ
っ
た
が
、
参
道
の
澄
ん
だ
空

気
や
美
し
く
連
な
る
杉
並
木
が

ま
る
で
異
空
間
だ
っ
た
か
の
よ

う
に
強
く
心
に
残
っ
た
。

戸
隠
は
神
社
巡
り
の
ほ
か

に
、
大
人
も
楽
し
め
る
忍
者
カ

ラ
ク
リ
屋
敷
、
広
大
な
敷
地
で

キ
ャ
ン
プ
や
乗
馬
が
楽
し
め
る

戸
隠
牧
場
、
風
が
な
け
れ
ば
戸

隠
連
峰
を
鏡
の
よ
う
に
映
し
出

す
鏡
池
や
小
鳥
ケ
池
な
ど
、
小

さ
な
村
な
が
ら
も
行
き
た
い
と

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
日
本

三
大
そ
ば
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る

戸
隠
そ
ば
を
毎
日
違
う
店
で
食

べ
た
い
し
、
神
社
巡
り
も
車
で

は
な
く
戸
隠
古
道
を
時
間
を
か

け
て
歩
い
て
み
た
い
。
夜
は
き

っ
と
星
が
き
れ
い
だ
ろ
う
。
も

っ
と
ゆ
っ
く
り
神
々
の
村
で
過

ご
し
た
か
っ
た
。
温
泉
好
き
の

私
が
温
泉
の
な
い
戸
隠
に
魅
せ

ら
れ
て
、
ま
た
絶
対
も
ど
っ
て

く
る
ぞ
と
思
え
た
癒
し
の
土
地

だ
っ
た
。
長
野
市
か
ら
は
22
キ

ロ
ほ
ど
、
１
時
間
の
ド
ラ
イ
ブ

で
到
着
で
き
る
。
長
野
市
に
は

善
光
寺
の
そ
ば
に
も
宿
坊
は
あ

る
が
、
戸
隠
の
ほ
う
が
自
然
が

溢
れ
て
い
て
お
す
す
め
し
た

い
。
ひ
と
り
旅
で
も
き
っ
と
楽

し
め
る
場
所
だ
。

（
本
紙
／
高
田
由
起
子
）
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長
野
県
長
野
市
戸
隠
（
と
が
く
し
）

５
つ
の
神
社
を
巡
っ
て
ご
利
益
を
受
け
取
る

戸隠神社の中社

戸
隠
そ
ば

http://hinomaru-limo.com
https://www.amnet.jp/
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Nippon Club

CULTURE COURSES
Phone 212-581-2223 E-Mail :culture@nipponclub.org Website: www.nipponclub.org/culture

日本クラブ カルチャー講座
企画協力：朝日新聞・カルチャーセンター

日本クラブカルチャー講座は、どなたで
も受講いただけます。諸準備の都合上、電
話または E メールでご予約ください。
●講座の予約
ご希望の講座を日本クラブ 6 階受付・
電話・E メール・ウェブサイトからご予
約ください。
各講座とも、満員になり次第締め切らせ
ていただきます。欠員のある講座は、途中
から受講いただける場合があります。

●登録料
フルタームの講座を初めて受講される方
は、初回に登録料が必要です。登録料は、
日本クラブ正会員 25 ドル、非会員 50
ドルです。 この登録料は、受講をフルタ
ーム講座を継続されるかぎり有効となり
ます。「１日講座」を受講される場合は、登
録料は不要です。
フルタームの講座を 1 年間以上受講し
なかった場合、再受講される際に再登録

手数料 15 ドルが必要になります。
●お支払い
講座が始まる三日前までに講座料を現金
またはチェックでお支払い下さい。クレ
ジットカードによるお支払いはウエブサ
イトでご予約時にお願いいたします。お
支払いいただいた登録料・受講料は原則
として払い戻しできませんのでご了承く
ださい。なお、チェックが不渡りとなった
場合には銀行の手数料を申し受けます。

●欠席
クラスを欠席される場合は、前日（月曜日
のクラスの場合は金曜日）の 5 時までに
電話または E メールで必ずカルチャー
デスクまでご連絡ください。当日の欠席
連絡の場合は、ご返金いたしておりませ
ん。講師が材料を揃える都合上、申込み締
め切り日が過ぎてからの欠席連絡の場合
は、材料をお買い取りいただくこともあ
ります。

●講座の開講・中止
受講生が定員に満たない場合は講座を中
止または講座日を延期することがありま
す。中止になった場合及び変更になった
講座日にお越しになれない場合は、お支
払いいただいた講座料を返金いたします。
●お休みのご案内
1 月 20 日（月）Martin Luther King Jr.
Day
2 月 17 日（月） President Day

【フルターム講座】

01. 入門日本語1 (JF Standard A1)
櫻井 陽子  
(水曜日) 19:40-21:10
1/15, 1/22, 1/29, 2/5, 2/12,
2/19, 2/26, 3/4, 3/11, 3/25

$300（10-レッスン）テキスト代$25
02. 入門日本語1 (JF Standard A1)

菊池　恵美  
(木曜日) 18:00-19:30
1/30, 2/6, 2/13, 2/20, 2/27,
3/5, 3/12, 3/19, 3/26, 4/2
$300（10-レッスン）テキスト代$25

03. 初級日本語2-1 (JF Standard A2) 
櫻井 陽子  
(火曜日) 18:30～20:00
1/21, 1/28, 2/4, 2/11, 2/18, 
2/25,3/3, 3/10, 3/17, 3/24
$300（10-レッスン）テキスト代$25

04. 初級日本語2-3 (JF Standard A2) 
櫻井 陽子
(水曜日) 18:00～19:30
1/15, 1/22, 1/29, 2/5, 2/12,
2/19, 2/26, 3/4, 3/11, 3/25
$300（10-レッスン）テキスト代$25

05. 初中級日本語 3
(JF Standard A2/B1) 

櫻井 陽子  
(木曜日) 18:30-20:00
1/16, 1/23, 1/30, 2/6, 2/13,
2/27, 3/5, 3/12, 3/26, 4/2
$300（10-レッスン）テキスト代$30

06. 中級日本語2-2 (JF Standard B1)
櫻井 陽子  
(月曜日) 18:30-20:30
1/13, 1/27, 2/3, 2/10, 2/24,
3/2, 3/9, 3/16, 3/23, 3/30
$400（10-レッスン）テキスト代$40

07. 書道・墨絵
高橋 春菫
(火曜日) 10:00～12:00
1/7, 1/14, 1/21, 1/28, 2/4、
2/11, 2/18, 2/25, 3/3, 3/10
(土曜日) 10:00～12:00
1/11, 1/18, 1/25, 2/1, 2/8、
2/15, 2/22, 2/29, 3/7, 3/14
$300（10-レッスン) 諸経費別途

08. 実用ペン字　
～硬筆で書く美しい文字
神谷 慈房  
(月曜日) 10:00～12:00
前半: 1/13, 1/27, 2/3, 2/10, 2/24
後半: 3/2, 3/9, 3/16, 3/23, 3/30
$300（10-レッスン) 材料費別途
$150（5-レッスン) 材料費別途

08. 大人の書道教室
～美しいペン字と書道
小山 朋慈  
(月曜日) 13:00～15:00
前半：1/13, 1/27, 2/3, 2/10, 2/24
後半：3/2, 3/9, 3/16, 3/23
$270（9-レッスン) 材料費別途
$150/$120（前半/後半) 
材料費別途

09. 子供書写・お習字教室
小山 朋慈  
(月曜日) 15:30～17:30
前半：1/13, 1/27, 2/3, 2/10, 2/24
後半：3/2, 3/9, 3/16, 3/23
$270（9-レッスン) 材料費別途
$150/$120（前半/後半) 
材料費別途

11. 茶道〈裏千家〉土曜クラス
鈴木 宗美  
(土曜日)①10:00～13:00
②13:00～15:00
1/18, 1/25, 2/1, 2/8, 2/15,
2/22, 2/29, 3/7, 3/14, 3/21
$300（10-レッスン) 水屋料＄50

12. 茶道〈裏千家〉木曜クラス
三谷 宗久  
(木曜日) 9:30～12:00
1/9, 1/16, 1/23, 1/30, 2/6,
2/13, 2/20, 2/27, 3/5, 3/14（土）

$300（10-レッスン) 水屋料＄50
13. 茶道〈裏千家〉火曜夜クラス

大竹 宗藍  
(火曜日) 18:00～21:00
1/14, 1/21, 1/28, 2/4, 2/11,
2/18, 3/10, 3/14(土), 3/17, 3/24
$300（10-レッスン) 水屋料＄50

14. 茶道〈表千家流草芽庵〉午前クラス
大西 宗泉  
(水曜日) 10:00～12:30
前半：1/8, 1/18(土), 2/19, 2/26

後半：3/7(土), 3/18, 4/1, 4/8
$240（8-レッスン) 水屋料＄40
$120（4-レッスン) 水屋料＄20

15. 茶道〈表千家流草芽庵〉 夜クラス　
山川 宗瑠  
(水曜日) 18:00～21:00 
1/8, 1/18（土）, 2/5, 2/19, 
3/7（土）, 3/25
$180（6-レッスン) 水屋料＄30

16. いけばな池坊
野田 典孝  
(水曜日) 18:30～20:30
前半： 1/8, 1/15, 2/5, 2/12, 2/19
後半： 2/26, 3/4, 3/11, 3/18, 3/25
①10:00～12:00 ②13:30～15:30
③16:00～18:00 ④18:30～20:30
前半： 1/9, 1/16, 2/6, 2/13, 2/20
後半： 2/27, 3/5, 3/12, 3/19, 3/24（火）
$300（10-レッスン) 花材費別途
$150（5-レッスン/前半または後半)  
花材費別途

17. いけばな草月流
岡本 薫乃  
(水曜日) 10:00～13:00
(A) 1/8, 1/22, 2/5, 2/19, 3/4
(B) 1/15, 1/29, 2/12, 2/26, 3/11
$150（5-レッスン) 花代別途

18. NYスタイル フラワーアレンジメント
野田 典孝
(火曜日）10:00～12:00
前半： 1/14, 2/4, 2/11, 2/18
後半： 2/25, 3/3, 3/10, 3/17
$280（8-レッスン) 花代別途
$140（4-レッスン) 花代別途

19. 日本舞踊・宗家藤間流
藤間 錦悟
(土曜日) 14:00～17:00
前半： 1/18, 1/25, 2/1, 2/8, 2/15
後半：2/22, 2/29, 3/7, 3/14, 3/21
$300（10-レッスン）
$150（5-レッスン）

20. ジャズヴォーカル
天野 昇子  
(火曜日) 18:30～20:00
前半：1/7, 1/14, 1/21, 1/28, 2/4 
後半：2/11, 3/3, 3/10, 3/17, 3/24
$450（10-レッスン）楽譜代 $10
$225（5-レッスン前半/後半）
楽譜代 $10

21. ピアノ倶楽部
～ビギナーからリターナーまで
辰巳 享子  
(金曜日) 16:00～19:00
＊30分間のプライベートレッスン
＊時間は16:00～19:00の間でご相談
＊前半、後半または全期受講可
前半: 1/10, 1/17, 1/24, 1/31, 2/7
後半:  2/14, 2/21, 2/28, 3/6, 3/13
初級: $400（全期) / $200
（前半又は後半) 
中級: $450（全期) / $225
（前半又は後半) 
上級: $500（全期) /$250
（前半又は後半)

22. チェロ教室
花岡 伸子  
(水曜日) 15:00～19:00
＊30分間のプライベートレッスン
＊時間は15:00～19:00の間でご相談
前半：1/8, 1/15, 1/22, 1/29, 2/5
後半：2/5, 2/12, 2/19, 2/26, 3/4
$600（10-レッスン) 
$300（5-レッスン) 

23. クラシックギター教室
久保 聖吾  
(月曜日) 18:00～
＊個人レッスンは30分間。
＊グループレッスンは30～45分間。
＊スケジュールは18時以降でご相談。
前半：1/13、1/27、2/3、2/10、2/24
後半： 3/2、3/9、3/16、3/23、3/30
個人レッスン　$300（10-レッスン)/
$150（5-レッスン) 
グループレッスン　$200（10-レッ
スン) / $100（5-レッスン) 

24. ボイストレーニング
プライベートレッスン
津田 裕子  
(火曜日)
①11:00～11:40 ②11:40～12:20
③12:20～13:00
＊40分間のプライベートレッスン
前半： 1/7,1/14, 1/21,  2/4
後半：2/11, 2/25, 3/3, 3/10
$520（8-レッスン) 
$260（4-レッスン) 

25. ブリッジ 入門講座 Ⅰ
プレーガー (西村) 佳子  
(金曜日) 10:00～12:00
2/7, 2/14, 2/21, 2/28, 3/6,
3/13, 3/20, 3/27
$240（8-レッスン) 教材費別途

26. ブリッジ講座　楽しいブリッジ
プレーガー (西村) 佳子
(金曜日) 14:00～16:00
前半：　2/7, 2/14, 2/21
後半：　3/6, 3/13, 3/20
$180 （6-レッスン）教材費別途
$90 （3-レッスン 前半／後半）
教材費別途

【一日・短期講座】

27. Music Together
マレン 吉田　幸子
（金曜日）①10:00-10:45 
②11:00-11:45 
1/17, 1/24, 1/31, 2/7, 2/14,
2/21, 2/28, 3/6, 3/13, 3/20
$402（10-レッスン）
※ 9ヶ月以上のご兄弟姉妹$230、
8ヶ月以下無料。
※体験レッスン1/10（金）

①10:00-10:45 ②11:00-11:45
参加費$10、要予約。

28. オペラ講座『蝶々夫人』
伊藤　玲阿奈
2/6 (木曜日) 18:30～20:00
$30（1-レッスン) 

29. セルフジェルネイル教室〈連続講座〉
柳光 麗芳
(木曜日) 10:00～13:00
3/5、3/19
$95（1コース) 材料費＄30

30. リンパセルフケア講座
嶋津 深雪
3/26 (木曜日) 10:30～12:00
$30（1-レッスン) 

31. フランス菓子講座
中西 由恵
3/27 (金曜日) 10:30～13:00    
＊予約の締め切り 3/20(金) 
3/28 (土曜日) 10:30～13:00    
＊予約の締め切り 3/20 (金) 
$35（1-レッスン) 材料費 $40

32. NY旬の食材講座
～グルテンフリーのお話
いとう ゆき
3/18 (水曜日) 10:00～12:00
$30（1-レッスン) 材料費$10

33. ニューヨーク流風水講座
アマーティ　正子
1/22 (水曜日) 11:00-13:00
$40（1-レッスン) 

34. NY美術館ハイライト～絵画特集
小島 由貴
2/5 (水曜日) 10:30～12:00 
$35（1-レッスン）

35. はじめてのアメリカンフォークアート
三木 暢子
1/10（金曜日）（*1/7）
10:00～13:00
1/30（木曜日）(*1/24)
10:00～13:00
3/4 （水曜日）(*2/28)
10:00～13:00
＊予約の締め切り
$40（1-レッスン）材料費 $10

36. 朝のうたクラス
津田 裕子
(火曜日) 10:10～11:00
前半: 1/7, 1/14, 1/21, 2/4
後半: 2/11, 2/25, 3/3, 3/10
$240（8-レッスン）$120
（4-レッスン）

37. 英会話 + 発音レッスン　
フジヒラ リカ
(水曜日) 11:00～13:00
1/29, 2/5, 2/12/2/19, 2/26
$35（1-レッスン）

38. きもの着付け教室〈連続講座〉
菊池 恵美
(土曜日) 10:00～12:00

2/8, 2/15, 2/22, 2/29
$120（1コース) 

39. 土曜の美文字教室
神谷 慈房
(土曜日) 10:30～12:30
1/18(*1/16), 2/1(*1/30),
2/15(*2/13), 2/29(*2/27),
3/21(*3/19), 3/28(*3/26)
*予約の締め切り
$30（1-レッスン） 材料費別途

40. ブリッジマンスリーゲーム
プレーガー (西村) 佳子
(金曜日) 13:00～16:00
1/31(*1/29), 2/28(*2/26),
3/27(*3/25)
*予約の締め切り
$30（1-レッスン）

41. 太極拳クラス
柏木 規与子
(火曜日) 15:30～16:30
1/14, 1/21, 1/28, 2/4, 2/11, 
2/18, 2/25, 3/3, 3/10, 3/17
$25（1-レッスン）

42. 骨盤エクササイズ
鈴木 雪子
(火曜日) 13:00～14:00
1/14, 1/21, 1/28, 2/4, 2/11,
2/18, 2/25, 3/3, 3/10, 3/17
$25（1-レッスン) 

43. ストレッチ＆コンディショニング
菱川 ユミ
(月曜日) 11:00～12:00
1/13, 1/27, 2/3, 2/10, 2/24,
3/2, 3/9, 3/16, 3/23, 3/30
$25（1-レッスン) 

44. アロマクラフト教室
桜本 リエコ
3/12 (木曜日) 10:30～12:30
＊予約の締め切り 3/10（火）
$30（1-レッスン) 材料費$30

45. 手編み教室〈連続講座〉
郷津 由美子
(火曜日) 10:30～12:30
1/28, 2/4, 2/11
＊予約の締め切り1/21 (火)
$90（1コース) 材料費別途

46. いけばな池坊ワークショップ
(土曜日) 10:30～12:30
野田 典孝
1/11(*1/8),2/15 (*2/12), 3/7(*3/4)
石塚 由里
1/11 (*1/8) , 1/25(*1/22), 2/8(*2/5) , 
2/22 (*2/19) , 3/21(*3/18)
*予約の締め切り
$30（1-レッスン) 花代別途

47. いけばな池坊こども教室
野田 典孝  
(土曜日) 14:00～16:00
1/11(*1/8), 2/15(*2/12), 3/7(*3/4)
*予約の締め切り
$20（1-レッスン) 花代別途

48. いけばな池坊立花ワークショップ　
野田 典孝  
(土曜日) 10:00～16:00
2/8(*1/31), 2/29(*2/21), 3/21(*3/13)
*予約の締め切り
$65（1-レッスン) 花代別途

49. 土曜のいけばな草月流教室
ロジャーズ 田村 波津枝  
(土曜日) 11:00～13:00
1/25(*1/23),2/22(*2/20),
3/28(*3/26)
*予約の締め切り
$30（1-レッスン）花代別途

50. 土曜のいけばな草月流こども教室
ロジャーズ 田村 波津枝 
(土曜日) 14:00～16:00
1/25 (*1/23), 2/22 (*2/20),
3/28(*3/26)
*予約の締め切り
$20（1-レッスン）花代別途
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いけばな・フラワーアレンジ

音楽・舞踊

趣味・教養

新講座

美容

食・栄養

レクチャー

趣味・教養

一日体験可認定証取得可

一日体験可

一日体験可

一日体験可

一日体験可

一日体験可

一日体験可

一日体験可認定証取得可

一日体験可認定証取得可

一日体験可認定証取得可

許状取得可

許状取得可

夜講座許状取得可

一日体験可許状取得可

夜講座許状取得可

一日体験可

夜講座免許状取得可

一日体験可免許状取得可

一日体験可名執資格取得可

一日体験可夜講座

一日体験可

一日体験可

一日体験可夜講座

一日体験可

一日体験可

一日体験可

健康・エクササイズ

クラフト

いけばな・フラワーアレンジ

免許状取得可

免許状取得可

免許状取得可

免許状取得可

免許状取得可

https://www.nipponclub.org/culture/?lang=ja
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STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

今
年
も
世
界
各
国
か
ら
出
場

者
が
集
う
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
国
際

大
会
が
12
月
８
日
に
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
ア
ポ
ロ
シ
ア
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英

学
園
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
の

５
年
生
チ
ー
ム
の
サ
ム
ラ
イ
が

ス
ピ
ー
ド
部
門
で
シ
ン
グ
ル

ス
、
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
し
た
。

同
学
園
は
今
年
で
12
年
連
続
出

場
と
な
り
、
そ
の
活
躍
か
ら
大

き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
と
は
２
本
の

縄
を
使
っ
て
行
う
縄
跳
び
で
、

２
人
の
回
し
手
が
回
す
縄
の
な

か
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
跳
ん
だ

り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う

ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
あ
る
。
同
ク

ラ
ブ
の
顧
問
を
務
め
る
の
は
、

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
の
国
際
大
会
で

数
多
く
の
優
勝
経
験
を
持
つ
笠

間
将
平
教
諭
と
加
藤
義
隆
教

諭
。
２
人
と
も
培
っ
た
経
験
を

も
と
に
、
充
実
し
た
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
。

同
世
代
で
は
世
界
的
に
も
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
５
年
生
チ
ー
ム

サ
ム
ラ
イ
の
藤
井
雄
太
く
ん
。

本
番
で
は
一
度
も
ミ
ス
を
せ

ず
、
同
学
園
５
年
生
の
最
高
記

録
と
な
る
２
９
９
回
を
記
録

し
、
ス
ピ
ー
ド
部
門
で
２
位
に

大
差
を
つ
け
、
優
勝
を
勝
ち
取

っ
た
。
体
の
半
分
も
あ
る
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
両
手
に
最
高
の
笑
顔

を
見
せ
た
。
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
部

門
で
は
、
８
年
生
以
上
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
サ

ク
ラ
が
出
場
。
幼
児
部
・
小
学

部
か
ら
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
を
続
け

て
い
る
児
童
が
多
く
参
加
し

た
。
一
度
ミ
ス
を
し
た
も
の
の
、

キ
レ
の
あ
る
ダ
ン
ス
と
難
し
い

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
、
そ
し
て
早
い

縄
の
中
で
ダ
ン
ス
を
す
る
ス
テ

ッ
プ
を
成
功
さ
せ
、
会
場
に
大

き
な
歓
声
が
響
い
た
。

今
年
も
幼
児
部
ダ
ブ
ル
ダ
ッ

チ
ク
ラ
ブ
に
在
籍
す
る
園
児
か

ら
学
園
職
員
、
保
護
者
率
い
る

応
援
団
が
発
足
し
、
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
。
昨
年
に
続
き
、

学
園
内
の
部
員
は
幼
児
部
を
中

心
に
増
加
し
、
月
、
火
、
土
曜

日
の
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
活

動
と
と
も
に
人
気
と
な
っ
て
い

る
。
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
は
瞬
発

力
・
持
久
力
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

等
が
養
え
る
た
め
、
第
１
次
成

長
期
間
に
該
当
す
る
幼
児
や
小

学
生
に
も
人
気
が
高
い
。
今
年

度
は
フ
ロ
リ
ダ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ワ
ー
ル
ド
内
で
行
わ
れ
た
全
米

大
会
で
も
優
勝
し
輝
か
し
い
１

年
と
な
っ
た
。
ま
た
、
近
年
は

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
バ
ー
ゲ

ン
郡
ク
ロ
ス
タ
ー
に
あ
る
現
地

校
で
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
や
講
習
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
普
及
活
動
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
小
島
昇
校
長
）
は
１
月

11
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
、

学
校
説
明
会
及
び
教
育
相
談
会

を
開
催
す
る
。

説
明
会
で
は
、
同
校
で
実
施

し
て
い
る
「
日
本
語
で
理
解
し
、

考
え
、
表
現
す
る
力
を
育
成
し
、

母
語
と
し
て
の
日
本
語
の
確
立

を
図
る
た
め
の
、
文
部
科
学
省

が
派
遣
す
る
教
員
に
よ
る
一
人

一
人
を
大
切
に
し
た
き
め
細
か

な
指
導
」
を
中
心
に
、
実
際
に

行
わ
れ
て
い
る
教
育
の
概
要
を

説
明
す
る
。
ま
た
、
説
明
会
後

に
は
帰
国
後
の
学
習
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
人
、
正
し
い
日
本

語
の
保
持
が
心
配
に
な
っ
て
き

た
人
、
帰
国
受
験
を
検
討
さ
れ

て
い
る
人
、
近
い
将
来
に
小
学

校
入
学
を
控
え
て
い
る
幼
児
が

い
る
保
護
者
等
を
対
象
に
個
別

の
教
育
相
談
も
実
施
す
る
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

電
話
２
０
３
・
６
２
９
・
９
０

３

９

、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

gw
js@
gw
js.org

ま
で
。
詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.gw
js.org

を
参
照
。

学
校
説
明
会
・
相
談
会

１
月
11
日
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
小
島
昇
校
長
）
の
９
年

生
が
11
月
25
日
、
社
会
科
移
動

教
室
で
国
連
日
本
政
府
代
表
部

と
国
連
本
部
を
訪
問
し
た
。

国
連
日
本
政
府
代
表
部
で

は
、
寺
田
達
朗
一
等
書
記
官
よ

り
「
日
本
の
国
際
貢
献
」
を
テ

ー
マ
に
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受

け
た
。
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
お
け
る
自
身

の
経
験
を
中
心
に
し
た
話
を
熱

心
に
聞
い
た
生
徒
は
、
限
ら
れ

た
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
書
記
官

に
質
問
し
た
。
訪
問
を
終
え
た

生
徒
達
は
「
平
和
は
遠
い
夢
か

も
し
れ
な
い
が
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
お

か
げ
で
今
、
幸
せ
に
生
き
て
い

る
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
。
Ｐ
Ｋ

Ｏ
は
す
ご
い
と
思
っ
た
」
「
『
世

界
が
日
本
に
何
を
し
て
ほ
し
い

か
を
考
え
る
よ
り
自
分
が
世
界

を
ど
う
し
て
い
き
た
い
か
考
え

て
行
動
し
た
い
』
と
い
う
言
葉

が
心
に
残
っ
た
」
「
自
分
の
進

路
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
て

い
な
か
っ
た
が
寺
田
さ
ん
の
話

を
聞
き
、
た
く
さ
ん
本
を
読
み
、

旅
行
を
し
て
、
と
に
か
く
た
く

さ
ん
の
経
験
を
積
も
う
と
思
っ

た
」
等
、
目
を
輝
か
せ
て
感
想

を
述
べ
て
い
た
。
こ
の
子
供
た

ち
が
将
来
、
国
際
社
会
で
活
躍

し
日
本
と
世
界
の
平
和
を
支
え

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

国
連
代
表
部
を
訪
問

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
９
年
生

育
英
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
チ
ー
ム

国
際
大
会
で
優
勝

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
手
に
喜
ぶ
育
英

学
園
の
児
童
生
徒

た
ち

https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
http://starchildny.com
http://ze-edu.com
http://www.jwsny.org
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背
筋
を
正
し
た
く
な
る
よ
う

な
、
少
し
厳
粛
な
雰
囲
気
の
初

風
に
も
、
子
供
た
ち
は
は
し
ゃ

い
で
い
る
。
久
し
ぶ
り
に
い
と

こ
同
士
で
会
え
た
う
れ
し
さ
を

表
す
よ
う
に
、
頭
の
て
っ
ぺ
ん

か
ら
、
光
を
受
け
た
髪
を
揺
ら

し
て
、
い
つ
ま
で
も
笑
い
あ
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
分
の
子

供
時
代
で
も
あ
る
よ
う
で
、
し

ば
ら
く
、
な
つ
か
し
く
眺
め
て

い
た
。

季
語
＝
初
風(

新
年)

そ
の
年
初

め
て
の
、
元
日
の
風
の
こ
と
。

身
の
引
き
締
ま
る
よ
う
な
冷
気

の
あ
る
風
、
雪
の
上
を
吹
く
よ

う
な
微
風
な
ど
。

＊

＊

＊

毎
年
、
花
屋
に
水
仙
が
並
び

始
め
る
季
節
が
楽
し
み
で
な
ら

な
い
。
郊
外
の
八
百
屋
の
隅
な

ど
に
、
新
聞
に
包
ま
れ
て
無
造

作
に
売
ら
れ
て
い
る
の
を
見
つ

け
る
の
も
、
得
意
。
家
に
着
く

と
、
真
っ
先
に
水
仙
の
束
を
解

く
。
一
つ
ひ
と
つ
の
花
の
向
き

や
葉
の
長
さ
を
確
か
め
な
が

ら
、
水
仙
に
も
個
々
の
持
ち
味

が
あ
る
の
だ
と
知
る
。
そ
う
、

人
と
同
じ
よ
う
に
。

季
語
＝
水
仙(

冬)

和
歌
、
連
歌

で
詠
ま
れ
ず
、
俳
諧
で
盛
ん
に

詠
ま
れ
始
め
た
。)

寒
さ
の
極

ま
っ
た
頃
に
咲
き
、
鑑
賞
用
と

し
て
庭
園
に
植
え
ら
れ
た
り
、

花
屋
に
あ
る
こ
と
も
多
い
。
一

重
と
八
重
が
あ
り
、
白
ま
た
は

黄
の
花
弁
に
、
黄
の
花
冠
を
持

ち
、
よ
い
香
り
を
放
つ
。

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
（
特
別

協
賛：

北
米
伊
藤
園
）
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
10
月
末
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１

２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ルh
aiku

grandprix@
gm
ail.com

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.artofhaiku.org

参
照
。

初は
つ

風か
ぜ

や
せ
は
し
く
は
づ
む
子こ

等ら

の
髪か

み 1月 睦月
むつき

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

最終応募10月末まで

水
仙

す
い
せ
ん

の
束た

ば

解と

き
個
々

こ
こ

を
た
い
せ
つ
に

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
京
都
造
形
芸
術
大
学
非

常
勤
講
師
／
北
米
伊
藤
園
新

俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
審
査
員

大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ

㉔

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
臼
井
治
久
校
長
）
は
、

12
月
13
日
に
全
校
で
も
ち
つ
き

を
行
っ
た
。
初
め
て
体
験
す
る

児
童
生
徒
も
多
く
、
驚
き
の
連

続
だ
っ
た
よ
う
だ
。

は
じ
め
に
餅
つ
き
に
関
す
る

知
識
を
確
認
し
、
次
に
教
員
に

よ
る
息
の
合
っ
た
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
で
「
よ
い
し
ょ
」

と
大
き
な
掛
け
声
が
上
が
っ

た
。
そ
の
後
、
２
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
石
臼
と
木
の
杵

で
も
ち
つ
き
を
開
始
し
た
。
１

年
生
は
自
分
の
背
丈
ほ
ど
も
あ

る
杵
に
戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、

上
級
生
の
手
助
け
で
が
ん
ば
っ

て
杵
を
振
り
上
げ
て
い
た
。
一

人
一
人
、
元
気
の
良
い
掛
け
声

と
と
も
に
餅
つ
き
を
体
験
し

た
。
杵
に
く
っ
つ
い
た
餅
の
粘

り
気
や
杵
の
重
さ
、
粒
々
の
も

ち
米
が
餅
に
姿
を
変
え
る
様
子

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
発
見
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

最
後
に
自
分
で
丸
め
た
お
餅
を

食
べ
た
。
初
等
部
と
中
等
部
が

一
緒
に
集
う
餅
つ
き
会
は
、
日

本
文
化
に
つ
い
て
実
感
を
伴
っ

た
理
解
に
繋
が
っ
た
。
同
時
に
、
２
０
２
０
年
の
み
ん
な
の
幸
せ

を
願
う
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

元
気
に
も
ち
つ
き

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
高
松
さ
な
え
校
長
）
小
中

学
部
は
12
月
７
日
、
鳥
取
市
観

光
大
使
で
あ
る
畑
宏
芳
（
は
た

ひ
ろ
よ
し
）
氏
を
迎
え
、
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
す

る
講
演
会
を
行
っ
た
。
授
業
で

環
境
問
題
に
つ
い
て
学
ん
だ
ば

か
り
の
生
徒
た
ち
は
、
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

畑
氏
は
鳥
取
市
観
光
大
使
の

他
に
、
も
の
づ
く
り
に
特
化
し

た
研
究
開
発
型
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
代
表
取
締
役
や
日
本
文

化
事
業
団
理
事
な
ど
を
歴
任

し
、
世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る
。

今
回
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
に
焦
点

を
当
て
、
深
刻
化
す
る
環
境
問

題
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
解
決
し

て
い
く
取
り
組
み
に
つ
い
て
語

っ
た
。
例
と
し
て
、
野
菜
工
場

で
使
わ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
が
電
力
発
電
時
や
使
用
時
の

ｃ
ｏ
２
排
出
を
大
幅
に
減
ら
す

循
環
モ
デ
ル
、
ま
た
砂
漠
で
あ

ま
り
食
物
が
育
た
な
い
環
境
の

な
か
で
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
食
物

を
育
て
て
い
く
研
究
な
ど
を
、

現
場
の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
説

明
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
の
有

効
活
用
で
、
除
草
剤
や
遺
伝
子

組
み
換
え
食
品
が
不
要
に
な
る

可
能
性
な
ど
に
、
生
徒
た
ち
は

大
い
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
て
い

た
。
ま
た
講
演
後
は
学
ん
だ
こ

と
を
作
文
に
ま
と
め
る
な
ど

し
、
総
合
的
な
学
習
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
た
。

環境問題で講演
リセ・ケネディで

鳥取観光大使の畑さん

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
三
井
知
之
校
長
、
生
徒
数
３

３
３
人
）
は
12
月
８
日
、
恒
例

の
「
学
芸
会
」
と
「
学
習
発
表

会
」
を
開
催
し
た
。

学
芸
会
で
は
幼
稚
部
年
少
組

と
年
中
組
の
子
供
た
ち
が
可
愛

ら
し
い
衣
装
に
身
を
包
み
、
オ

ペ
レ
ッ
タ
や
ダ
ン
ス
を
元
気
に

披
露
し
た
。
年
長
組
の
音
楽
劇

「
う
ら
し
ま
た
ろ
う
」
で
は
、

緊
張
し
な
が
ら
も
台
詞
を
言
う

子
や
堂
々
と
大
き
な
声
で
演
じ

る
子
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
役
を
一
生
懸
命
に
演
じ
て
い

た
。
最
後
に
全
員
で
ク
リ
ス
マ

ス
や
お
正
月
に
ち
な
ん
だ
歌
を

合
唱
し
、
大
好
き
な
サ
ン
タ
が

登
場
し
た
時
に
は
子
供
た
ち
は

笑
顔
に
な
り
会
場
は
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
学
習

発
表
会
で
は
、
補
習
校
部
、
継

承
語
を
学
ぶ
プ
リ
ン
ス
ト
ン
コ

ー
ス
の
小
学
生
、
そ
し
て
外
国

語
と
し
て
日
本
語
を
学
ぶ
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｌ
の
子
供
た
ち
が
劇
や
群
読

を
発
表
。
司
会
は
代
表
児
童
が

担
当
し
日
本
語
・
英
語
と
も
に

堂
々
と
し
た
声
で
進
行
し
た
。

低
学
年
か
ら
中
学
年
の
児
童

は
、
舞
台
周
辺
で
先
生
や
保
護

者
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら

短
い
練
習
期
間
で
覚
え
た
セ
リ

フ
や
動
き
を
、
他
学
年
の
児
童

や
保
護
者
ら
の
前
で
緊
張
し
な

が
ら
も
精
一
杯
披
露
し
て
い

た
。
高
学
年
の
発
表
は
、
授
業

で
習
っ
た
り
調
べ
た
り
し
た
日

本
に
関
す
る
事
柄
が
多
く
組
み

込
ま
れ
て
お
り
、
毎
週
の
補
習

校
で
長
く
日
本
語
を
学
ん
で
き

た
成
果
を
感
じ
さ
せ
る
レ
ベ
ル

の
高
い
も
の
と
な
っ
た
。
恒
例

と
な
り
つ
つ
あ
る
５
年
生
の

「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
で
は
揃
い
の

赤
い
法
被
を
身
に
ま
と
い
、

「
構
え
！
」
の
掛
け
声
と
共
に
、

勇
ま
し
く
力
み
な
ぎ
る
演
技
で

あ
っ
た
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
コ
ー

ス
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
の
児
童
た
ち
に

よ
る
発
表
は
、
日
本
の
文
字
、

文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
ア
メ
リ
カ

生
ま
れ
の
子
供
ら
し
い
ユ
ニ
ー

ク
な
表
現
も
見
ら
れ
、
懸
命
に

学
ぶ
様
子
が
強
く
伝
わ
る
素
晴

ら
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

プリンストン日本語学校

学芸会と学習発表会
劇や朗読など披露

https://www.lyceumkennedy.org/
http://www.seido.com
https://www.joes.or.jp/
https://sundai-osn.jp


Ｑ

現
地
校
に
通
う
子
ど
も
が
２

人
い
ま
す
。
あ
と
１
年
ほ
ど
で

日
本
へ
帰
国
し
ま
す
が
、
そ
の

後
の
こ
と
が
少
し
心
配
で
す
。

日
本
の
生
活
に
ス
ム
ー
ズ
に
再

適
応
で
き
る
た
め
に
役
立
つ
よ

う
な
体
験
や
練
習
し
て
お
く
と

よ
い
こ
と
な
ど
あ
り
ま
す
か
？
　
　

（
Ｎ
Ｙ
州
、
母
）

Ａ

今
回
は
日
本
に
暮
ら
し
て
い

れ
ば
当
た
り
前
に
身
に
つ
く
こ

と
で
も
、
異
文
化
に
暮
ら
す
こ

と
で
自
然
と
抜
け
落
ち
て
し
ま

い
が
ち
な
習
慣
や
体
験
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。
そ
の
な
か

に
は
子
ど
も
の
自
主
性
や
責
任

感
、
ま
た
達
成
感
や
自
尊
心
を

伸
ば
し
た
り
、
日
本
社
会
に
再

適
応
す
る
の
に
役
立
つ
た
め
の

体
験
や
習
慣
も
含
ま
れ
ま
す
。

日
本
で
は
当
た
り
前
の
生
活

習
慣
で
も
ア
メ
リ
カ
で
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
も
の
に
、
子

ど
も
だ
け
で
の
外
出
や
お
使
い

が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
小
学

校
低
学
年
の
子
ど
も
で
も
、
ひ

と
り
で
、
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
、

地
下
鉄
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

を
使
っ
て
通
学
し
た
り
、
遊
び

に
出
か
け
た
り
し
ま
す
。
ま
た

親
の
手
伝
い
で
、
近
所
の
店
ま

で
子
ど
も
が
ひ
と
り
で
買
い
物

に
い
く
こ
と
も
日
常
的
で
す
。

と
こ
ろ
が
日
本
と
比
べ
子
ど

も
を
対
象
に
し
た
犯
罪
率
が
は

る
か
に
高
く
、
子
ど
も
を
保
護

す
る
た
め
の
法
律
の
基
準
が
日

本
よ
も
ず
っ
と
厳
し
い
ア
メ
リ

カ
で
は
、
そ
の
よ
う
に
子
ど
も

だ
け
で
外
出
さ
せ
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
に

郊
外
在
住
の
場
合
、
公
共
交
通

機
関
で
は
ど
こ
へ
行
く
に
も
不

便
で
車
が
必
需
品
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
子
ど
も
が
中
高
生
に

な
っ
て
も
、
友
人
の
家
に
遊
び

に
行
く
際
や
近
所
へ
の
ち
ょ
っ

と
し
た
買
い
物
に
も
、
親
が
そ

の
つ
ど
車
で
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
の
送
り
迎
え
を
す
る
の
が
通

常
で
す
。
こ
の
た
め
ど
こ
に
行

く
に
も
子
ど
も
は
親
に
全
面
的

に
頼
り
き
っ
て
し
ま
う
こ
と
こ

と
に
な
り
が
ち
で
す
。
な
か
に

は
同
じ
学
校
に
１
年
半
、
親
の

送
り
迎
え
で
通
っ
た
日
本
人
の

高
校
生
に
、
家
か
ら
学
校
ま
で

車
で
約
15
分
の
間
の
道
案
内
を

頼
ん
だ
ら
、
行
き
方
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

子
ど
も
が
自
分
ひ
と
り
で
の

お
使
い
を
定
期
的
に
す
る
こ
と

で
、
土
地
勘
や
方
向
感
覚
、
自

立
心
や
金
銭
感
覚
な
ど
が
自
然

と
養
わ
れ
ま
す
。
ま
た
親
の
手

伝
い
を
ひ
と
り
で
す
る
こ
と
で

達
成
感
や
責
任
感
も
同
時
に
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
、
自
尊
感
情

の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
何
年
か
暮
ら
し
た

子
ど
も
が
日
本
へ
帰
国
し
た
際
、

同
年
齢
の
子
ど
も
が
当
た
り
前

に
や
っ
て
い
る
こ
と
を
（
例
え

ば
自
分
で
目
的
地
ま
で
の
行
き

方
を
調
べ
ひ
と
り
で
行
く
）
容

易
に
行
え
ず
、
戸
惑
い
や
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
た
り
、
劣
等
感
を

覚
え
た
り
す
る
子
も
い
る
よ
う

で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
い
る
時
か

ら
時
々
は
子
ど
も
に
車
の
中
で

道
案
内
さ
せ
た
り
、
た
ま
に
は

車
で
は
な
く
電
車
や
バ
ス
を
使

い
、
子
ど
も
と
一
緒
に
目
的
地

ま
で
行
っ
て
み
ら
れ
る
と
よ
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
食
品
や
日

用
品
の
買
い
物
を
す
る
時
、
店

内
で
子
ど
も
に
そ
れ
ら
の
品
物

が
あ
る
場
所
を
探
さ
せ
た
り
、

レ
ジ
で
支
払
い
や
お
釣
り
の
確

認
を
さ
せ
た
り
す
る
の
も
よ
い

練
習
に
な
る
で
し
ょ
う
。

同
様
に
日
本
で
は
当
た
り
前

に
行
わ
れ
て
い
る
習
慣
で
ア
メ

リ
カ
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
も
の
に
、
お
小
遣
い
の
習
慣

が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
週
に

１
度
、
月
に
１
度
な
ど
、
定
期

的
に
お
小
遣
い
を
渡
し
て
い
た

が
ア
メ
リ
カ
に
来
て
か
ら
は
そ

れ
を
し
な
く
な
っ
た
、
と
い
う

ご
家
庭
が
多
い
よ
う
で
す
。
お

小
遣
い
を
定
期
的
に
も
ら
い
、

自
分
の
欲
し
い
も
の
、
必
要
な

も
の
を
買
う
た
め
に
お
金
を
た

め
て
計
画
的
に
使
っ
た
り
、
本

当
に
欲
し
い
も
の
を
買
う
た
め

に
他
の
も
の
を
我
慢
し
た
り
す

る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
金
銭
感

覚
や
、
計
画
性
、
自
己
制
御
力

な
ど
を
養
う
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
子
ど
も
の
自
主
性

や
責
任
感
、
ま
た
達
成
感
な
ど

も
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

渡
米
し
て
か
ら
お
小
遣
い
を
渡

さ
な
く
な
っ
た
と
い
う
ご
家
庭

が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
と
相
談
し

再
度
お
小
遣
い
の
習
慣
を
始
め

て
み
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
異
文
化

で
暮
ら
す
こ
と
で
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
失
わ
れ
て
行
く
習

慣
や
体
験
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
日
本
に
帰
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

日
常
生
活
の
中
で
子
ど
も
が

「
自
分
は
い
ず
れ
日
本
に
帰
る
の

だ
」
と
い
う
こ
と
、
そ
の
た
め

「
ア
メ
リ
カ
で
は
見
ら
れ
な
い
日

本
の
習
慣
や
体
験
を
失
わ
な
い

よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
」

で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て

お
け
る
よ
う
、
こ
こ
に
あ
げ
た

よ
う
な
取
り
組
み
を
親
子
ご
一

緒
に
定
期
的
に
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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日
本
の
学
校
へ
の
入
学
・
編

入
学
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
準

備
を
し
て
お
け
ば
よ
い
で
す
か
。

Ａ

日
本
人
学
校
に
通
っ
て
い
る

お
子
さ
ん
な
ら
、
日
本
の
学
校

に
大
き
な
と
ま
ど
い
を
感
じ
る

こ
と
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
日

本
の
学
校
の
子
ど
も
達
は
、
外

国
の
暮
ら
し
や
文
化
な
ど
に
と

て
も
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
尋
ね
ら
れ

た
時
に
う
ま
く
伝
え
ら
れ
る
よ

う
、
滞
在
中
に
色
ん
な
人
や
自

然
、
文
化
に
触
れ
、
そ
の
国
で

印
象
に
残
っ
た
と
こ
ろ
を
メ
モ

や
写
真
・
ビ
デ
オ
な
ど
で
残
し

て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
校
に
通
っ
て
い
る
お
子
さ

ん
な
ら
、
そ
れ
に
加
え
て
自
分

が
在
籍
し
て
い
る
学
校
や
友
達

の
こ
と
な
ど
を
紹
介
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
海

外
の
学
校
の
こ
と
を
よ
く
知
ら

な
い
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
世

界
に
は
多
様
な
学
校
文
化
が
あ

る
こ
と
を
知
る
良
き
情
報
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
帰
国
生
本
人

へ
の
理
解
を
深
め
る
も
の
と
な

る
は
ず
で
す
。
日
本
の
学
校
に

初
め
て
通
う
の
な
ら
、
事
前
に

日
本
の
学
校
の
様
子
や
文
化

（
掃
除
や
給
食
、
登
下
校
等
）
に

つ
い
て
の
情
報
を
得
て
お
く
こ

と
も
良
い
で
し
ょ
う
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
実
際
に

体
験
す
る
な
ら
、
日
本
の
学
校

へ
の
体
験
入
学
が
お
勧
め
で
す
。

た
だ
し
、
市
町
村
教
育
委
員
会

や
学
校
に
よ
っ
て
体
験
入
学
に

対
す
る
対
応
が
違
い
ま
す
。
必

ず
事
前
に
体
験
入
学
を
希
望
す

る
学
校
に
連
絡
を
と
り
、
了
解

を
得
て
く
だ
さ
い
。
日
本
語
の

習
得
が
不
十
分
な
ま
ま
帰
国
と

な
れ
ば
、
受
入
れ
が
ど
の
よ
う

な
学
校
で
あ
れ
、
学
習
面
で
の

つ
ま
ず
き
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

国
語
だ
け
で
な
く
他
の
教
科
に

お
い
て
も
同
様
で
す
。
そ
の
不

安
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め

に
は
、
滞
在
中
か
ら
日
本
の
教

科
学
習
、
特
に
漢
字
練
習
や
読

み
書
き
等
の
国
語
学
習
を
し
っ

か
り
行
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
学
習
と

し
て
だ
け
で
な
く
本
を
読
む
習

慣
を
つ
け
て
お
く
こ
と
も
大
事

で
す
。
英
検
や
漢
検
な
ど
の
資

格
取
得
に
挑
む
こ
と
も
良
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
く
れ
ぐ
れ

も
現
地
で
の
学
校
の
勉
強
が
お

ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

帰
国
が
決
ま
っ
た
ら
、
お
子

さ
ん
が
少
し
ず
つ
日
本
の
学
校

に
通
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
る
よ

う
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
も
明
る
く
良
い
イ
メ
ー
ジ

を
。
帰
国
先
の
地
域
や
学
校
の

情
報
を
事
前
に
収
集
し
、
家
族

団
ら
ん
の
場
で
お
子
さ
ん
の
考

え
や
気
持
ち
な
ど
を
聞
き
な
が

ら
話
し
合
う
こ
と
も
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
帰
国
に

向
け
て
家
族
が
一
体
と
な
っ
て

前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
む

こ
と
が
肝
心
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

帰
国
後
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
心
が
け
た
ら
よ
い
で
す
か
。

Ａ

海
外
か
ら
帰
国
す
る
際
、
海

外
に
出
国
し
た
と
き
と
同
じ
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
対

す
る
期
待
感
と
共
に
大
き
な
不

安
が
入
り
混
じ
り
「
第
２
の
出

国
」
と
い
う
気
持
ち
の
子
も
い

ま
す
。
日
本
の
学
校
に
入
っ
た

ら
、
子
ど
も
が
海
外
で
ど
の
よ

う
な
生
活
を
送
っ
て
き
た
の
か
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
得
意
で
苦

手
な
の
か
な
ど
を
担
任
に
伝
え

て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
学
校
生
活
が
始
ま
っ
て
し
ば

ら
く
の
間
、
気
を
つ
け
て
見
守

っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
あ
ま
り
過
度
に
干
渉
す
る
の

は
禁
物
で
す
。
対
応
は
常
に
明

る
く
、
し
っ
か
り
子
ど
も
の
話

に
耳
を
傾
け
、
助
言
が
必
要
だ

と
思
わ
れ
る
時
に
は
ア
ド
バ
イ

ス
を
。
そ
し
て
、
も
し
こ
れ
は

難
し
い
問
題
だ
と
感
じ
た
時
は
、

担
任
の
先
生
等
に
相
談
し
早
期

に
解
決
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
子

ど
も
の
自
立
や
適
応
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
も
、
家
庭
と
学
校

と
の
連
携
が
と
て
も
大
切
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
自
身
の

努
力
も
不
可
欠
で
す
。
海
外
で

の
習
慣
や
文
化
に
慣
れ
て
き
た

よ
う
に
、
今
度
は
日
本
の
習
慣

や
文
化
に
も
積
極
的
に
慣
れ
て

い
く
こ
と
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
の
違
い
を
間
違
い
と
し
て

受
け
止
め
る
の
で
は
な
く
、
新

た
な
学
び
だ
と
思
い
、
そ
の
学

び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
時
に

は
疎
外
感
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
時
は
、
自
分
の
周
り
を
じ

っ
く
り
見
渡
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

必
ず
自
分
を
理
解
し
て
く
れ
る

人
が
い
ま
す
。
そ
の
人
は
き
っ

と
良
き
友
人
と
な
り
、
あ
な
た

を
支
え
て
く
れ
ま
す
。「
郷
に
入

れ
ば
郷
に
従
え
。」
変
わ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
所
は
努
力
し
て

変
わ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
変

わ
ら
な
く
て
も
良
い
と
こ
ろ
ま

で
無
理
に
変
え
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
周
り
が
変
わ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
は
ず
で
す
。
自
分
に
自
信

を
持
ち
、
得
意
と
す
る
と
こ
ろ

や
長
所
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
。

本欄への相談は　

●公益財団法人 海外子女
教育振興財団（JOES）
www.joes.or.jp

【教育相談】Eメール
sodanjigyo@joes.or.jp

海外子女教育振興財団 関西分室

菅原光章 教育相談員

帰国に向けて
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紙
面
の
都
合
に
よ
り
一
時
休
載
し
て
い
た
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
「
書
の
散
歩
道
」
は
新
た
に

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
と
広
島
筆
産
業
株
式
会
社
の
協
賛
を
得
て
、
２
０
１
９
年
７
月
よ
り
再
開
し
ま
し
た
。

再
開
後
初
の
コ
ン
ク
ー
ル
選
考
会
が
審
査
委
員
の
城
本
健
司
・
広
島
筆
産
業
社
長
と
書
家
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
院
京
雅
香
さ
ん
に
よ
り
行
わ
れ
、
７
月
か
ら
11
月
に
掲
載
さ
れ
た
30
作
品
か
ら
優
秀
作
品
４
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
優
秀
特
別
賞
に
は
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の
米
国
内
無
料
航
空
券
が
、
優
秀
賞
と
広
島
筆
産
業
賞
に

は
広
島
筆
産
業
か
ら
「
熊
野
筆
」
が
そ
れ
ぞ
れ
副
賞
と
し
て
贈
ら
れ
ま
す
。

優秀特選賞 
ニューヨーク日本人学校小5 

　坂井　恭子

広
島
筆
産
業
賞 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州 

サ
ン
ド
ラ
　
ム
ニ
ヨ

２
０
１
９
年
度
優
秀
作
品
発
表

優
秀
賞 

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６ 

深
作
　
菜
帆

優
秀
賞 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
６ 

　
　
古
部
　
葵

　
ま
ず
は
年
間
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
米
各

地
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
書
を
審

査
で
き
ま
し
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。 

　
書
の
選
出
の
基
準
に
な
り
ま

し
た
点
は
、
正
確
な
基
本
点
画

と
構
成
、
紙
面
に
対
す
る
余
白

の
美
し
さ
、
線
質
、
筆
の
流
れ

と
リ
ズ
ム
に
重
き
を
置
き
ま
し

た
。 

●
最
優
秀
作
品：

坂
井
　
恭
子
　

「
道
」
＝
　
永
字
八
法
の
基
本

が
し
っ
か
り
し
た
技
術
の
高
い

力
強
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。
名
前
も
作
品
に
よ
く
調

和
し
て
い
ま
す
。 

●
優
秀
作
品：

古
部
　
葵
　

「
感
謝
」
＝
　
一
画
一
画
と
て

も
丁
寧
に
書
か
れ
た
作
品
で

す
。
画
数
の
多
い
文
字
に
も
関

わ
ら
ず
紙
面
に
対
す
る
余
白
が

美
し
く
、
技
術
の
高
い
作
品
で

す
。 

●
優
秀
作
品：

深
作
　
菜
帆
　

「
理
想
」
＝
　
紙
面
に
対
す
る

文
字
の
大
き
さ
が
よ
く
、
練
習

量
が
み
て
取
れ
る
線
質
の
高
い

素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。 

●
広
島
筆
産
業
賞：

サ
ン
ド
ラ
　

ム
ニ
ヨ
　
「
無
事
」
＝
　
一
筆

一
筆
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
書
か

れ
て
い
る
作
品
で
す
。
筆
の
自

然
な
動
き
リ
ズ
ム
を
感
じ
ま

す
。 

　
書
道
は
日
々
の
練
習
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
多
忙
な
毎
日
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
静
か
に
座
っ
て

心
落
ち
着
け
集
中
し
て
お
稽
古

す
る
時
間
を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
２
０
２
０
年
も
た
く
さ
ん
の

素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
会
え
ま

す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。 

「
余
白
の
美
し
さ
、
線
質
、 

　
　
　
　
　
筆
の
流
れ
、
リ
ズ
ム
」

院
京
雅
香

書
家
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

　
「
書
の
散
歩
道
」
コ
ン
ク
ー

ル
の
年
間
優
秀
賞
に
入
賞
さ
れ

た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
回
は
７
月
か
ら
多

数
の
作
品
を
ご
応
募
頂
き
ま
し

た
。
年
々
作
品
の
レ
ベ
ル
が
上

が
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
か

ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
二

点
、
広
島
筆
産
業
賞
一
点
の
４

点
の
み
を
選
出
す
る
こ
と
の
難

し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。 

　
審
査
の
基
準
を
申
し
上
げ
ま

す
と
、
ま
ず
、
ト
メ
、
ハ
ネ
、

ハ
ラ
イ
と
い
っ
た
書
道
の
基
本

動
作
が
し
っ
か
り
と
習
得
で
き

て
い
る
こ
と
、
次
に
、
自
然
な

筆
の
動
き
、
字
の
勢
い
、
作
品

全
体
の
構
成
や
バ
ラ
ン
ス
等
を

み
ま
し
た
。
更
に
は
、
自
分
の

名
前
ま
で
丁
寧
に
書
か
れ
て
い

る
こ
と
も
加
味
し
ま
し
た
。 

　
最
優
秀
賞
の
坂
井
恭
子
さ
ん

の
「
道
」
は
、
一
筆
一
筆
が
基

本
通
り
の
動
き
を
し
て
お
り
、

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
作
品

で
す
。 

　
優
秀
賞
の
古
部
葵
さ
ん
の

「
感
謝
」
は
、
力
強
く
か
つ
滑

ら
か
に
書
か
れ
て
お
り
、
名
前

ま
で
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。 

　
同
じ
く
優
秀
賞
の
深
作
菜
帆

さ
ん
の
「
理
想
」
は
、
基
本
に

忠
実
な
筆
の
動
き
を
し
て
お

り
、
一
連
の
書
き
ぶ
り
に
自
然

な
趣
き
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で

す
。 

　
ま
た
、
広
島
筆
産
業
賞
の
サ

ン
ド
ラ
ム
ニ
ヨ
さ
ん
の
「
無

事
」
は
、
流
れ
る
よ
う
な
滑
ら

か
な
書
体
で
、
練
習
量
の
豊
富

さ
が
伺
わ
れ
ま
す
。 

　
私
共
、
筆
を
作
る
者
と
し
て

は
、
筆
を
使
い
こ
な
し
筆
と
の

一
体
感
を
感
じ
る
作
品
を
見
る

と
作
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
筆
と
戯
れ
て
書
に
親

し
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

　
最
優
秀
賞
に
は
広
島
・
熊
野

筆
の
老
舗
、
広
島
筆
産
業
の

「
古
城
園
」
ブ
ラ
ン
ド
の
「
地
　

兼
毫
墨
禅
」
（
太
筆
）
と
「
凰

仙
花
」
（
細
筆
）
を
桐
の
箱
に

入
れ
て
贈
呈
致
し
ま
す
。
「
地
　

兼
毫
墨
禅
」
は
羊
毛
と
馬
毛
を

使
っ
て
お
り
、
楷
書
・
行
書
に

適
し
た
筆
で
す
。
「
凰
仙
花
」

は
イ
タ
チ
毛
、
馬
毛
、
鹿
毛
を

使
っ
て
お
り
、
名
前
書
き
や
か

な
書
道
に
適
し
た
筆
で
す
。
優

秀
賞
の
お
二
人
に
は
「
剛
毫
地
　

墨
戯
神
髄
」
を
桐
の
箱
に
入
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
致
し
ま
す
。

「
剛
毫
地
　
墨
戯
神
髄
」
は
羊

毛
、
馬
毛
、
狸
毛
を
使
っ
て
お

り
、
楷
書
・
行
書
に
適
し
た
筆

で
す
。
広
島
筆
産
業
賞
に
は

「
剛
毫
中
　
天
馬
」
を
桐
の
箱

に
入
れ
て
贈
呈
致
し
ま
す
。

「
剛
毫
中
　
天
馬
」
は
馬
の
毛

を
中
心
に
作
っ
た
筆
で
や
や
硬

め
で
す
が
毛
先
は
な
め
ら
か
で

す
。 

そ
れ
ぞ
れ
新
年
か
ら
新
し
い
筆

で
新
た
な
気
持
ち
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
下
さ
い
。 

城
本
健
司

審
査
員
選
評

「
自
分
の
名
前
も
丁
寧
に
」

広
島
筆
産
業
社
長

広島筆産業株式会社

学校・学年は習字を書いた時点のものです

協　賛

書
の
散
歩
道

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

http://ymcatfv.org/
https://www.artbrush-hiroshima.com/


オペラ座の怪人
The Phantom of the Opera
Majestic Theatre
247 W. 44th St. 
(bet 7th & 8th Aves)
$29.00〜$209.00 2h30m
www.thephantomoftheopera.com

© Broadway.  com 

パリのオペラ座の地下に棲む怪人

の、歌姫クリスティンへの悲恋物

語。ある日クリスティンは、怪人

の仮面を剥いでしまう。

--------------------------------------------------

シカゴ
Chicago
Ambassador Theatre
219 W. 49th St. 
(bet Broadway & 8th Ave)
$49.50〜$189.00 2h30m
www.chicagothemusical.com

© Broadway.  com

1920年代のシカゴ台。愛人殺

しの罪を逃れたコーラスガール、

ロキシーは悪徳弁護士と組みス

キャンダルで一躍有名になる。

--------------------------------------------------

ライオン・キング
The Lion King
Minskoff Theatre
1515 Broadway 
(corner of 45th St)
$99.00〜$299.00 2h30m
www.disney.go.com/disney
theatrical

© Broadway.  com

無実の父親殺しの罪で王国を追

われたライオン、シンバが、新

しい仲間と出会い、やがて勇敢

な「ライオンの王」に成長する

までの物語。

--------------------------------------------------

ウィキッド
Wicked
Gershwin Theatre
222 W. 51st St. 
(bet Broadway & 8th Ave)
$89.00〜$252.00 2h45m
www.wickedthemusical.com

© Broadway.  com

物語は『オズの魔法使い』のラ

スト、西の魔女エルファバの死

から始まる。その死に狂喜する

オズの人々を前に、エルファバ

の親友が現れる。

--------------------------------------------------

ブック・オブ・モルモン
The Book of Mormon  
Eugene O'Neill Theater
230 W. 49th St.
(bet Broadway & 8th Ave)

$69.00〜 $199.00    2h30m
www.bookofmormonbroadway.com

© Broadway.  com 

モルモン教徒の青年ふたりがソ

ルトレイクシティから可能な限

り遠くへ伝道に行った先はウガ

ンダ。過激なブラックジョーク

の意欲作。

--------------------------------------------------

アラジン
Aladdin
New Amsterdam Theatre
214 W. 42th St.
(bet 7 th & 8 th Aves)
$57.50〜$215.00  2h30m 
www.aladdinthemusical.com
「アラジンと魔法のランプ」が

アカデミー賞受賞作曲家の名曲

で登場。魔法のランプが巻き起

こす大冒険、そしてロマンス。

--------------------------------------------------

ハミルトン
Hamilton
Richard Rodgers Theatre
226 W. 46th St
(bet. Broadway & 7th Ave.)
$350.00 〜$849.00 2h55m
www.broadway.com

© Broadway.  com 

合衆国憲法の起草者の一人、ア

レキサンダー・ハミルトン

（1755-1804）の生涯をヒップホ

ップにのせて描く。

--------------------------------------------------

ウェイトレス
Waitress
Brooks Atkinson Theatre
256 W. 47th St.
(bet 7th & 8th Ave)
$79.00〜299.00 2h30m
www.waitressthemusical.com

© Broadway.  com

気鋭のシンガーソングライター、

サラ・バリレスの楽曲で同名映

画が舞台化。南部の田舎でウェ

イトレスとして働くジェンナが

予想外の妊娠をきっかけに、本

当の幸せに目覚めていく。

--------------------------------------------------

ディア・エヴァン・ハンセン
Dear Evan Hansen
Music Box Theatre
239 W.45th St.
(bet.7th & 8th Aves)
$119.00~$299.00 2h30m
http://www.broadway.com
自分の存在を誰もが気にして来

なかったエヴァンは、突然一通

の手紙によって一躍有名にな

り、誰もが知りたく近づきたい

存在になったが…。

--------------------------------------------------

カム・フロム・アウェー
Come From Away
Schoenfeld Theatre
236 W.45th St.
(bet. Broadway & 7th Ave.)

$69.00- $227.00  1h40m
www.broadway.com
カナダの小さい町ガンダーで実

際にあった話に基づく舞台。９

月11日、38機の飛行機と乗客６

千人超が緊急避難。文化や言語

を越えて町民は客人をもてなす。

カナダ発ミュージカル。

--------------------------------------------------

フローズン
Frozen
St.James Theatre
246 W.44th St.
(bet. 7th & 8th Aves)
$82.50〜$299.00 2h30m
www.frozenmusical.com

© Broadway.  com

同名映画（邦題：アナと雪の女

王）で一世風靡した名作が舞台

に。映画版に新曲も加えたディ

ズニーミュージカル最新作。

--------------------------------------------------

ミーン・ガールズ
Mean Girls
August Wilson Theatre
245 W.52nd St.
(bet. 7th & 8th Aves)
$79.50〜$299.50  2h30m
meangirlsonbroadway.com

© Broadway.  com

2004年の同名映画の舞台化、学

園コメディー。アフリカで育っ

たケイディにとって規則でがん

じがらめのシカゴ郊外の学園生

活はいかに。

--------------------------------------------------

エイント・トゥー・
プラウド
Ain't  Too Proud

Imperial Theatre
249 W.45th St.
(bet. Broadway & 7th Ave. )
$49.00〜$250.00 2h30m
www.broadyway.com

© Broadway.  com

「ソウルの皇帝」と称されるテン

プテーションズの紆余曲折の誕

生物語を歌と踊りで綴る。

--------------------------------------------------

トッツィー
Toosie

Marquis Theatre
46th St.
(bet. Broadway & 8th Ave.)
$79.00〜$149.00 2h35m
www.broadyway.com

Photo: Matthew Murphy

才能はあるのに仕事が見つから

ない俳優マイケルが女装して引

き起こす喜劇。1982年の同名人

気映画の新作舞台。

--------------------------------------------------

オクラホマ！
Oklahoma!
Circle In The Square Theatre
235 W.50th St.
(bet. 7th & 8th Aves)
$69.50〜$249.50 2h45m
www.broadyway.com
1943年初演の名作、来年１月ま

での限定公演。

--------------------------------------------------

ビートルジュース
Beatlejuice
Winter Garden Theatre
1634 Broadway (at 51 St.)
2h30m
$69.00 〜199.00
www.broadyway.com

© Broadway.  com

ティム・バートンの同名映画、

ホラーコメディーの舞台化。事

故死して幽霊となった老夫婦。

禁じられた呪文でビートルジュ

ースを呼んでしまう。

--------------------------------------------------

ヘイディズタウン
Hadestown
Walter Kerr Theatre
219 W.48th St.
(bet. 7th & 8th Aves.)
$110.00 〜299.00 2h30m
www.broadyway.com

Photo: Matthew Murphy

音楽家を目指すオルフェウスは

結婚での生活苦のあまり隔絶の

地ヘイディズタウンでの工場勤

務につく。工場主は夫のもとへ

彼女を返すか。ギリシャ神話の

登場人物のイメージが重なる新

作。2019年トニー賞８部門を獲

得、今年ベストミュージカル。

--------------------------------------------------

ムーランルージュ！
Moulin Rouge！: The Musical
Hirschfeld Theatre
302 W.45th St.
(bet. 7＆8th Aves.)
＄99.00〜＄2h45m
www.broadway.com

Photo: Matthew Murphy

斬新さで話題となった同名映画

の舞台化。パリの華やかなキャ

バレーで繰り広げられる男女の

純愛が、ジュークボックスのよ

うに数々の名曲にのせて繰り広

げられる。

--------------------------------------------------

ティナ：ザ・ティナ・
ターナー・ミュージカル
Tina: The Tina Turner Musicall
Lunt-Fontanne Theatre
205 W.46th St. 
(bet. Broadway & 7th Ave.)
2h45m
$79.00〜299.00
tinathemusical.com

© Manuel Harlan

テネシー出身の貧しい少女が世

界的ロックの女王となるまでの

半生を舞台化。ジェンダー、肌

の色、年齢というバリアを乗り

越えた一人の女性の生き様をヒ

ット曲にのせて描く。

--------------------------------------------------

ジャグド・リトル・ピル
Jagged Little Pill
Broadhurst Theatre
235 W.44th St.
(bet.7 th & 8 th Aves.)
$49〜$249
www.jaggedlittlepill.com

© Broadway.  com

母親のメアリージェーンは鎮痛

剤が手離せず、家族の中で唯一

アフリカ系の養女フランキーは

人種と性別の悩みを抱える。オ

ルターナティブロック界のアラ

ニス・モリセットがグラミー賞

を受賞した同名アルバムに触発

された新作。モリセットの楽曲

と舞台が、米国の現代社会の問

題点に合致した話題作。

--------------------------------------------------

ウエスト・サイド・
ストーリー
West Side Story
Broadway Theatre
1681  Broadway
(at 53rd St.)
$36.00〜
www.westsidestorybway.com
1957年にブロードウェーで発表

され映画でも大ヒットした名作

が再び舞台に。舞台芸術の四天

王、ジェローム・ロビンズ、レ

ナード・バーンスタイン、アー

サー・ローレンツ、スティーブ

ン・ソンドハイムが手がけた普

及の名作をイヴァ・ヴァン・ホ

ーヴのが現代的な新演出を手が

けるとあって話題沸騰中。本公

演は来年２月６日（木）から。

--------------------------------------------------

チケット料金（券面）は1/1〜1/31のものです。
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Deepfake 人工知能を駆使して作られた偽動画

AIつまり人工知能を駆使して作られた偽動画はDeep
Learning（AIによる深層学習）とFakeを結合した新語。
2020年の大統領選挙戦で、このDeepfakeが暗躍するので
はと心配されている。保守派が民主党の候補者を貶めるた
め、彼または彼女がとんでもない台詞を言う偽動画を流す
可能性だが、もちろん反トランプ陣営が、トランプ氏を失
墜させるためにも使える。

Echo Chamber 仲間の共感が増幅する場

米社会の分断を象徴する言葉。似た者同士の考えがEcho
（こだま）のように反復し、増幅・拡散する現象を意味す
る。特にインターネットの世界では、個人の考え、性向、
行動が収集・操作される結果、人々は無意識のうちに、共
感しやすい考えが駆け巡る空間に閉じこもり、他の意見に
触れなくなる事態が生じている。

Genetic Genealogy
遺伝子ベースの系図(を使った犯罪捜査)

従来の警察の手法は、現場に残された犯人のDNAを、警
察に蓄積されている検挙者のデータベースと照合するのに
対し、民間の家系図サービスに提供されているデータを使
う犯罪捜査手法。迷宮入りだった事件の解決に大きな成果
を挙げているが、手法にはプライバシーに関する懸念が各
方面から出ている。

Anti-vaxxer ワクチン反対論者

Vaccination （ワクチン接種）を拒否する人たちを意味す
る口語。彼らは体に異物を入れるのは不安だとか、副作用
についての製薬会社の説明は信用できないとか、または宗
教的な理由で、自分や子供の予防接種を拒否する。ワクチ
ンは自分を守るだけでなく、同時に家族、同僚そして社会
を守ること忘れているとして、批判されている。

Whistle-blowing 内部告発

トランプ大統領に対する弾劾の調査の発端はCIA職員に
よる内部告発。この告発者（Whistle-blower)は、トランプ
大統領がウクライナの大統領との電話で、政敵バイデン元
副大統領に関わるウクライナ内の調査をアメリカからの軍
事援助の見返り条件（Quid pro quo）にしたことは、政治
的権限の乱用だと内部告発した。弾劾裁判の結果がどうで
あれ、来たるべき大統領選挙への大きな影響が予想される。

Antifa 過激な左翼主義

White Supremacist （白人至上主義者）などのAlt-right （極
右)に対抗する勢力は、Alt-left（極左）。 中でも、 過激な言動
で トランプ流の反移民政策などに対抗する主義主張と、実力
の行使を特徴とする左翼勢力はAntifaと呼ばれる。ヨーロッ
パにおいて使われてきたAnti-fascism （反ファシズム）に
由来する言葉。

Ransomware 身代金目的のハッキング・プログラム

全米の自治体がRansomwareによる攻撃を受けて、コン
ピューターで蓄積した情報が使えない事態が相次いで発生
している。Ransomとは人質解放の身代金のこと。ハッカ
ーの手口は、ファイルを暗号化して読めなくしてしまい、
被害者に暗号化解除（Decryption)と引き換えに、身代金を
要求する。被害は、役所から、病院、学校などにも広がっ
ている。

Body-shaming
他人の体の悪口を言ったり、辱めること

人の体について悪口を言ったり、貶めたりすること。
現実的にアメリカでは肥満の人が多いので、いろいろな場
面で、太りすぎに関するコメント（特にFat-shamingと言う）
を耳にする。一方、Body-positive Movementという運動が、
台頭している。これは自分の体について自信を持ちましょ
うという運動。　

Heartbeat Law 事実上の人工中絶禁止法

胎児の心鼓動 (Fetal Heartbeat) が聞こえるようになれ
ば、もはや人工中絶を認めないとする、中絶を事実上禁止
する法律。これまで南部を中心にミズーリ州、アラバマ州
など少なくとも７州の議会が決議した。保守派の最終目的
は、保守に傾いた最高裁で、女性の中絶の権利を認めた
1973年のRoe v. Wadeを覆し、全米において中絶を禁止す
ること。　一方、進歩派は連邦議会で中絶を合法化する道
筋を目指している。　

Microaggression 無意識な差別的言動

Micro（小さな）Aggression（攻撃）とは、日常のうちに、
自分とは異なる人種、文化、性や性的指向、経済層などに
属する相手を、無意識のうちに侮辱したり、おとしめたり
する言動。例えば、白人が黒人に対して、君の英語の発音
はすごく綺麗で、分かりやすいねと言うような例。人種、
格差、移民、LGBT問題などで、他者への配慮が求められ
るアメリカ社会において、有用な概念。　

Gen Z Z世代

戦後生まれの世代はBaby Boomer Generation,　次に
Generation X,　そしてMillenial（Generation Yとも言う）。
今、脚光を浴びてきたのが、Generation Z、略してGen Z。
90年代半ばから2010年頃に生まれたこの世代は、アメリ
カ人口の4分の1を超える。多文化主義(Multi-culturalism)と
多様性（Diversity)という言葉と共に育ってきたGen Zは、
人種や性的少数派への差別を拒否する傾向が強い。

Woke 社会問題に目覚めている

WokeはWake（目が覚める）の過去分詞形だが、今では
独立した形容詞・副詞。アメリカ社会が抱える、人種差別、
格差、分断などの問題に危機意識を持つこと。派生した名
詞Wokenessが、選挙で投票率が低い若者層を、投票所に駆
り立てることができるのか・・・アメリカの社会の将来を
占うものとして注目されている。

Non-binary 男か女の二分法に従わない

男か女かというBinary（二分法）に従わない、つまり、
男でも女でもない、または、男でもあり女でもあると自認
する人たちのこと。性の多様性を社会として最大限に認め
ようとするアメリカ社会は、Non-binaryな人々を受け入れ
る方向に進んでおり、カリフォルニア州は、運転免許証に
Non-binaryと記載することを認める法律を制定した。　

Porch Pirate 配送品泥棒

配送された品物が玄関先で盗まれる事件が多発。そんな
泥棒をPorch Pirateと呼ぶ。海賊たちは、広大な敷地の軒
先だけでなく、ニューヨークの密集した地区でも、暗躍し
ているようで、Fedexの配送車のあとをつけて、荷物が降
ろされると同時に、持ち去る輩もいる。

Deep State 「影の政府」

Deep State （影の政府）は一般的には「国家の奥に潜
む、時の政権を妨害する官僚たち」という意味だが、現在
のアメリカにおいては「軍、諜報機関、司法省その他に潜
む、トランプ政権を倒そうとする秘密勢力」という意味で
使われている。進歩派から見れば、Deep Stateという発想
そのものが、トランプ陣営が撒き散らす陰謀論のようだ。

Snowflake 人の意見に傷つきやすい、弱い心の人

「あなたは、雪片のように本当は個性的で特別な存在だ」
と過保護に育てられた２０歳台の人たちを、他人の言葉に
傷つきやすい頼りない世代だと、年長者が軽視する呼び方。
トランプ大統領の取り巻きが、進歩派のことを異なった考
えに翻弄されがちな女々しいSnowflakeだと、非難をする。
それに対して、進歩派は、大統領こそ批判されることに耐
えられない心の弱いSnowflake だと逆襲する。　

Truther 陰謀論者

Truther は真実を言う人ではない。陰謀論者つまり、世の
中が陰謀や策謀によって支配されていると考える人。2001年

の世界貿易センタービル爆破が、イスラム原理主義者アルカ
イダの仕業ではなく、アメリカ政府による陰謀だったと主張
する9/11 Truth Movement なるものがあり、彼らが9/11
Truther と呼ばれたことから、この言葉が広まりまった。　

Dreamers 子供のころに連れて来られた不法移民

Dreamersの処遇は2020年に持ち越された。2012年、オ
バマ氏は大統領令を使って、Dreamers に一定の条件のも
と米国滞在を認める法的保護を与えた。対象になる人は約
１８０万人と言われ、多くはメキシコ人。国民の過半数は
Dreamers にはアメリカ市民になる道筋をつけるべきだと
言うが、トランプ氏を選挙で支持した有権者の多くは、不
法移民は国外退去させるべきと強く主張する。　（The
Development, Relief and Education for Alien Minors Actとい
う否決された法案の頭文字に由来）　

Trolling 「荒らし」

インターネット上のフォーラムや意見交換の場で、極め
て挑発的な書き込みをする人がいる。日本語で「荒らし」
という行為だ。政敵を嘘の情報で攻撃したり、相手を怒ら
せることだけを目的として酷いことを言う意味にも使われ
る。ロシアによるTrollingが先の大統領選挙に介入したと言
われるが、来たる大統領選挙でもTrollが暗躍すると警戒さ
れている。

Sanctuary City
（不法移民を保護する）聖域都市

不法移民に関する情報を連邦捜査局に渡さず、彼らを保
護している都市のこと。その代表がニューヨーク、 シカ
ゴ、サンフランシスコなど全米の自由主義的な都市。
Sanctuary City が連邦当局と協力しない理由は、全米で千
百万人もの不法移民が生活している現実の前に、移民社会
と良い関係を作り、安全な町づくりをすることが現実的な
選択であると考えるからだ。

Gig Economy 切り売り労働社会

個人が 組織には属さず、自分の能力、技術をネット経
由で切り売り する労働形態のこと。その職域は庭仕事、
調理、運送などの業務から、IT、 法律、会計などプロフェ
ッショナルなサービスなど多岐に亘る。Gig Economyは、
インターネットを通じて、個人対個人(Peer-to-Peer)で、あ
らゆるモノやサービスを融通し合おうとするSharing
Economy （共有社会）の一側面。

Mommy Track
子供のケアを優先する女性の働き方

妊娠・出産した女性のため、勤務時間を減らしたり、業
務責任を軽くするなど、子供のケアを優先する働き方。母
親が 自分の意思でそのような働き方を選択することも多
いが、本人の意思に関係なく、不利な、または差別的な扱
いをされることもある。　
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2020年はどんな年？

「米語でウォッチ！　日本からは見えないアメリカの真実」（PHP研究所)　発売中」米語
Watch
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か
ら
撮

影
し
た
美
し
さ
は
「
21
世
紀
に

残
し
た
い
景
色
」
の
ラ
ン
キ
ン

グ
上
位
に
入
る
景
観
で
す
。
２

０
１
８
年
の
４
月
に
郷
里
の
唐

津
市
の
峰
市
長
を
国
連
の
世
界

情
報
貧
困
会
議
に
供
っ
て
私
と

峰
市
長
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連

本
部
会
議
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
緑

を
守
ろ
う
」
の
項
目
で
「
虹
ノ

松
原
」
の
市
民
と
の
取
り
組
み

を
ス
ピ
ー
チ
し
ま
す
。
静
岡
、

横
浜
の
当
時
か
ら
は
想
像
も
付

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
横
浜
に
引

っ
越
し
た
47
歳
の
頃
は
益
々
体

調
不
全
が
激
し
く
パ
ニ
ッ
ク
症

は
改
善
し
ま
せ
ん
。
た
だ
、
た

だ
風
の
ま
ま
に
働
き
生
き
て
行

く
の
み
で
す
。
静
岡
で
の
９
年

間
は
誰
１
人
友
達
も
出
来
ず
ひ

た
す
ら
に
東
へ
西
へ
と
走
り
回

り
懸
命
に
仕
事
を
し
ま
す
。
安

定
し
ホ
ッ
と
し
た
感
も
あ
っ
て

発
作
が
出
る
と
姿
勢
が
ぐ
ら
つ

き
身
体
の
安
定
を
保
て
ま
せ

ん
。
そ
し
て
高
速
道
路
の
運
転

が
駄
目
、
ト
ン
ネ
ル
が
駄
目
、

満
員
電
車
が
駄
目
で
、
勿
論
飛

行
機
も
駄
目
で
パ
ニ
ッ
ク
を
起

こ
し
ま
す
。
や
が
て
人
と
の
対

面
も
不
安
に
な
り
病
院
に
駆
け

込
む
と
血
圧
が
急
上
昇
し
て
も

す
ぐ
に
収
ま
り
ま
す
。
常
に
精

神
安
定
剤
が
欠
か
せ
ぬ
毎
日
で

す
。
そ
の
苦
し
さ
は
５
年
に
も

及
び
ま
す
。
し
か
し
途
中
で
九

州
の
母
親
が
78
歳
で
心
配
な
余

り
横
浜
の
自
宅
に
駆
け
つ
け
て

く
れ
ま
す
。
以
後
私
は
母
親
の

14
年
間
を
次
男
の
私
が
親
を
見

て
い
く
事
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
こ
れ
で
私
に
は
有
難
い
話
で

す
。

（
か
じ
き
・
と
し
み
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
、

花
の
あ
る
街
振
興
会
理
事
長
）

NYPDイーストビレッジ
第9分署に寄付

日系レストランのオーナーたち

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
第
９

警
察
署
は
同
地
域
が
治
安
の

良
く
な
か
っ
た
40
年
ほ
ど
前

か
ら
続
け
て
い
る
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
「
サ
ン
タ
が

町
に
や
っ
て
く
る
、
第
９
分

署
が
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

に
」
（C

om
in
g
to
T
ow
n

A
t
th
e
9
th
P
recin

ct
~P
resen

ts
for

ev
ery

C
hild!

）
」
を
12
月
14
日
午
前

に
開
催
し
た
。

近
年
で
は
お
よ
そ
２
０
０

０
人
の
子
供
た
ち
が
朝
早
く

か
ら
集
ま
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
。

長
年
同
イ
ベ
ン
ト
へ
の
寄
付

を
続
け
て
い
る
Ｔ
Ｉ
Ｃ
レ
ス

ト
ラ
ン
グ
ル
ー
プ
代
表
八
木

秀
峰
氏
を
筆
頭
に
、
「
ラ
ー
メ

ン
味
噌
屋
」
の
西
田
則
光
氏
、

「
タ
カ
ハ
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の

高
橋
浩
之
氏
、
日
系
食
品
を

取
り
扱
う
ダ
イ
エ
ー
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
会
長
の
武
田
宜
己

氏
が
今
年
も
総
額
約
５
０
０

０
ド
ル
の
寄
付
を
行
っ
た
。

12
月
12
日
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
平
和
ポ
ス
タ
ー
が
一
面

に
飾
ら
れ
た
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
ホ
ー
ル
で
、
１
２

０
人
以
上
の
シ
ニ
ア
が
参
加
し

た
恒
例
の
敬
老
会
「
年
越
し
・

お
節
敬
老
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
３
日

か
け
て
料
理
し
た
お
節
料
理
が

ふ
る
ま
わ
れ
、
今
年
１
年
の
息

災
を
喜
び
、
来
る
年
の
健
康
を

祈
っ
た
。
ま
た
35
人
へ
の
ラ
ン

チ
デ
リ
バ
リ
ー
も
行
わ
れ
た
。
　

ま
た
、
今
年
で
12
回
目
と
な

る
サ
ン
ラ
イ
ズ
マ
ー
ト
か
ら
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
「
サ

ン
ラ
イ
ス
マ
ー
ト
・
ギ
フ
ト
カ

ー
ド
（
50
ド
ル
分
）
」
２
０
０

枚
が
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
マ
ー
ト
の

好
田
絵
里
奈
さ
ん
と
好
田
卓
矢

さ
ん
か
ら
、
ス
ー
ザ
ン
大
沼
Ｊ

Ａ
Ａ
会
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

「
こ
の
カ
ー
ド
は
４
か
所
の
サ

ン
ラ
イ
ズ
マ
ー
ト
で
使
え
ま

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
の

お
買
い
物
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
来
年
も
こ
の
ギ
フ
ト
は
続

け
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。
２
０

０
枚
の
う
ち
、
50
枚
の
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
は
日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ

ー
ビ
ス
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
に
渡

さ
れ
た
。

こ
の
日
は
午
前
10
時
か
ら
笠

野
玲
子
弁
護
士
の
な
ん
で
も
相

談
室
、
昼
食
会
前
に
サ
ン
ラ
イ

ズ
マ
ー
ト
・
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の

贈
呈
式
、
食
後
は
12
月
の
誕
生

会
、
イ
ワ
キ
バ
ン
ド
に
よ
る
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や
懐
か
し
い

歌
、
劇
団A

m
aterasu

Z
a

（
Ａ
ｋ
ｏ
主
宰
）
に
よ
る
山
本

周
五
郎
作
「
柳
橋
物
語
」
の
朗

読
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
食
事
と
余
興
に
喜
び
、
楽
し

い
１
日
を
過
ご
し
た
。

サ
ン
ラ
イ
ズ
マ
ー
ト

50
ド
ル
買
物
券
を
２
０
０
枚

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
に
寄
贈

梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

㉔

鏡山から見た唐津の海と虹ノ松原

大好評
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

w
w
w
.n
y
s
e
ik
a
ts
u
.c
o
m

運
動
で
鍛
え
た
体

社
会
で
役
立
つ

スーザン大沼JAA会長（右）に買い物券を寄贈する好田

卓矢さん（左）と絵里奈さん（中央）

http://www.yamagatadental.com
https://www.licensepower.net/
http://www.easeny.com/
https://www.facebook.com/yukarispayoga/
http://myriverside.net/home
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NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

「
日
常
の
中
で
、
も
し
こ
れ

が
こ
う
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
。
そ
う
は
な
ら
な
く
て
安
心

す
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
が
っ
か

り
も
す
る
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と

は
違
う
白
昼
夢
。
自
分
の
ワ
ク

ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
、
怖
い
気
持

ち
を
他
の
人
に
も
伝
え
た
い
」
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

シ
ア
タ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
活
動
す
る
菊
地
麻
衣
子
さ
ん

は
、
１
月
に
開
催
さ
れ
る
国
際

的
な
舞
台
芸
術
祭
「
ア
ン
ダ

ー
・
ザ
・
ラ
ダ
ー
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
で
自
作
「
デ
イ
ド
リ

ー
ム
・
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
」
を

上
演
す
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
60
〜
70

年
代
に
全
盛
期
だ
っ
た
パ
ペ
ッ

ト
シ
ア
タ
ー
の
文
化
が
根
付
い

て
い
て
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
で

も
パ
ペ
ッ
ト
が
使
わ
れ
、
パ
ペ

ッ
ト
シ
ア
タ
ー
を
見
る
機
会
が

あ
ち
こ
ち
に
あ
る
と
い
う
。
　

パ
ペ
ッ
ト
と
の
出
会
い
は
偶

然
だ
っ
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
モ

ノ
作
り
が
好
き
だ
っ
た
菊
地
さ

ん
は
、
武
蔵
野
美
術
大
学
を
卒

業
し
て
働
い
た
も
の
の
閉
塞
感

が
あ
り
、
美
術
を
学
び
直
そ
う

と
渡
米
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

の
大
学
編
入
後
に
プ
ラ
ッ
ト
・

イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
大
学
院

に
進
学
し
た
。
卒
業
を
前
に
１

単
位
足
り
な
い
こ
と
に
気
づ
き

楽
し
そ
う
だ
か
ら
と
取
っ
た
の

が
パ
ペ
ッ
ト
の
ク
ラ
ス
。
「
イ

ス
な
ど
を
人
間
が
操
る
こ
と
も

パ
ペ
ッ
ト
。
人
が
モ
ノ
を
動
か

す
こ
と
で
作
る
舞
台
芸
術
」
と

知
っ
た
。
「
現
実
っ
ぽ
い
け
ど

非
現
実
的
な
こ
と
が
パ
ぺ
ッ
ト

な
ら
表
現
で
き
る
」
と
、
卒
業

後
に
講
師
の
セ
オ
ド
ラ
・
ス
キ

ピ
タ
レ
ス
さ
ん
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
に
な
っ
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
、

精
神
分
析
科
医
の
父
親
が
持
つ

「
箱
庭
」
で
遊
ぶ
こ
と
も
好
き

だ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
は
続
々
と
名
だ
た

る
劇
場
で
発
表
の
機
会
を
得

る
。
２
０
１
２
年
に
は
セ
ン
ト

ア
ン
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
若
手
に

発
表
の
場
を
与
え
る
パ
ペ
ッ
ト

ラ
ボ
で
の
レ
ジ
デ
ン
ス
に
。
祖

父
の
顔
で
マ
ス
ク
を
作
っ
た

「
デ
イ
ド
リ
ー
マ
ー
・
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
」
は
同
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

に
気
に
入
ら
れ
、
特
例
で
翌
年

も
ラ
ボ
に
参
加
、
「
ピ
ン
ク
・

バ
ニ
ー
」
を
発
表
し
た
。
ラ
・

マ
マ
劇
場
で
上
演
し
た
ら
来
年

は
ソ
ロ
上
演
を
と
声
が
か
か

り
、
英
語
の
早
口
言
葉
を
６
人

が
演
じ
る
作
品
を
制
作
。
「
ピ

ン
ク
・
バ
ニ
ー
」
は
16
年
に
ジ

ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
も

上
演
し
た
。
今
年
上
演
す
る

「
デ
イ
ド
リ
ー
ム
・
チ
ュ
ー
ト

リ
ア
ル
」
は
一
昨
年
か
ら
発
展

途
上
の
作
品
を
発
表
し
続
け
、

数
か
月
前
か
ら
ザ
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
シ
ア
タ
ー
の
レ
ジ
デ
ン
ス

に
選
ば
れ
、
そ
の
一
環
で
今
回

初
め
て
世
界
的
な
場
で
発
表
す

る
。

「
あ
れ
、
こ
れ
な
ん
だ
ろ
う
。

変
な
夢
を
見
た
よ
う
な
感
じ
」

と
、
観
客
が
そ
う
つ
ぶ
や
く
と

い
う
菊
地
さ
ん
の
作
品
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
舞
台
芸
術
界
の
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
東
京
都
出

身
。
　
　
　

（
小
味
か
お
る
）

■
デ
イ
ド
リ
ー
ム
・
チ
ュ
ー
ト

リ
ア
ル
＝
12
日
（
日
）
午
後
１

時
、
19
日
（
日
）
午
後
７
時
、

ザ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
シ
ア
タ
ー

（
ラ
フ
ィ
エ
ッ
ト
通
り
４
２
５

番
地
）
で
上
演
。
入
場
料
は
25

ド
ル
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://publictheater.org

を
参
照
。

アーティスト

菊地 麻衣子さん

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
も
香
り
の
コ
ラ
ム
を
ご
覧

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

個
々
人
の
心
は
、
ど
こ
に
い

て
も
、
ど
ん
な
時
も
、
あ
た
た

か
く
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
願
っ

て
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
り
を

選
び
ま
し
た
。

白
く
て
小
さ
な
ジ
ャ
ス
ミ
ン

の
花
は
可
愛
ら
し
い
甘
い
、
い

い
に
お
い
が
し
ま
す
。
天
然
香

料
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
ア
ブ
ソ
リ
ュ

ー
ト
は
堂
々
と
し
た
豊
か
な
高

級
感
あ
る
香
り
で
す
。
生
の
ジ

ャ
ス
ミ
ン
花
の
香
り
を
吸
わ
せ

た
白
茶
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
テ
ィ
ー

は
清
楚
で
あ
た
た
か
く
気
品
が

あ
り
ま
す
。
ど
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン

の
香
り
も
、
そ
の
香
り
に
ふ
れ

た
と
た
ん
、
き
っ
と
あ
な
た
自

身
に
イ
ン
フ
ュ
ー
ズ
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

２
０
２
０
年
も
皆
様
に
と
っ

て
健
康
で
ハ
ッ
ピ
ー
な
良
い
お

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
で
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品
や

精
油
の
調
合
を
実
施
す
る
。

m
a
rik
o
@
m
a
lilik

o
.c
o
m

w
w
w
.m
a
lilik

o
.c
o
m

香
り
の

パ
ワ
ー

絵・古舘みどり

ジ
ャ
ス
ミ
ン
　
尊
厳

36

パ
ペ
ッ
ト
に
命
宿
る
白
昼
夢

http://www.salon-oasis.net
https://crsny.org
https://www.cosmeproud.com/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
https://crystalflower.jp


「
お
前
は
家
の
ペ
ン
キ
仕
事

を
す
る
と
聞
い
た
が
」
。
こ
れ

が
ジ
ミ
ー
・
ホ
ッ
フ
ァ
が
フ

ラ
ン
ク
・
シ
ー
ラ
ン
に
か
け

た
最
初
の
言
葉
だ
っ
た
。
ホ

ッ
フ
ァ
は
全
米
ト
ラ
ッ
ク
運

転
手
組
合
「
チ
ー
ム
ス
タ
ー
」

の
委
員
長
、
シ
ー
ハ
ン
は
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
だ
っ
た
。
「
家

の
ペ
ン
キ
仕
事
」
と
は
床
に

流
れ
る
血
の
様
子
を
指
し
た

言
葉
で
、
つ
ま
り
ホ
ッ
フ
ァ

は
「
請
負
殺
人
を
す
る
と
聞

い
た
が
」
と
言
っ
た
の
だ
。

シ
ー
ハ
ン
は
マ
フ
ィ
ア
組
織

に
属
し
て
い
た
が
イ
タ
リ
ア

系
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
仲

間
か
ら
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
マ

ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ス
コ
セ
ッ

シ
監
督
、
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・

ニ
ー
ロ
、
ア
ル
・
パ
チ
ー
ノ
、

ジ
ョ
ー
・
ペ
シ
と
い
う
豪
華

配
役
に
よ
る
、
マ
フ
ィ
ア
を

題
材
と
し
た
映
画
「
ア
イ
リ

ッ
シ
ュ
マ
ン
」（
２
０
１
９
年
）

の
原
作
と
な
っ
た
本
。
本
を

読
ん
だ
あ
と
で
映
画
を
観
る

と
さ
ら
に
数
倍
楽
し
め
る
。

（
秦
隆
司
／
ア
メ
リ
カ
ン
・
ブ

ッ
ク
・
ジ
ャ
ム
編
集
長
）

昨
年
ま
で
本
紙
で
連
載
し

た
『
奥
さ
ま
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
』
の
原
作
と
英
語
監
修

を
担
当
し
て
い
た
岡
田
光
世

で
す
。
２
月
か
ら
は
、
新
連

載
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
』

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
40
万

部
突
破
の
「
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
魔
法
』
シ
リ
ー
ズ
（
全
９

冊
、
文
春
文
庫
刊
行
）
か
ら
、

毎
月
１
話
ず
つ
、
掲
載
さ
れ

ま
す
。

こ
れ
は
、
私
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
街
角
で
出
会
っ
た
人

た
ち
と
の
さ
さ
や
か
な
触
れ

合
い
を
描
い
た
エ
ッ
セ
イ
。

実
際
に
交
わ
し
た
言
葉
が
、

和
訳
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
、

生
き
た
英
語
の
勉
強
に
も
な

り
ま
す
。

第
１
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
と
け
な
い
魔
法
』
（
２
０
０

７
年
刊
）
が
増
刷
を
重
ね
て

シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
、
『
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
魔
法
は
終
わ
ら
な

い
』
（
２
０
１
９
年
刊
）
で
完

結
し
ま
し
た
。

私
は
高
校
と
大
学
で
そ
れ

ぞ
れ
１
年
間
、
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
州
と
オ
ハ
イ
オ
州
に
留

学
。
大
学
院
進
学
を
機
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
み
始
め

ま
し
た
。
「
読
売
ア
メ
リ
カ
」

紙
記
者
を
経
て
フ
リ
ー
に
な

っ
て
か
ら
、
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
人
教
育
事
情
』
や
『
ア

メ
リ
カ
の
家
族
』
（
と
も
に
岩

波
新
書
）
な
ど
の
著
書
も
執

筆
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
せ
っ

か
ち
で
無
愛
想
。
横
柄
で
無

礼
、
と
い
う
印
象
も
あ
り
ま

す
。
私
も
そ
う
感
じ
た
頃
が

あ
っ
た
け
れ
ど
、
い
つ
し
か

こ
の
街
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

個
人
主
義
な
の
に
、
他
人

を
放
っ
て
お
け
な
い
人
が
多

い
。
孤
独
な
大
都
会
な
の
に
、

田
舎
町
の
よ
う
に
人
間
臭
く

て
お
節
介
で
、
人
の
心
と
心

が
触
れ
合
う
瞬
間
に
満
ち
て

い
る
。
目
が
合
え
ば
ほ
ほ
笑

み
合
い
、
ジ
ョ
ー
ク
を
交
わ

し
、
心
が
ひ
と
つ
に
な
る
。

そ
の
瞬
間
を
、
私
は
「
魔
法
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

多
く
の
多
種
多
様
な
人
々

が
ひ
し
め
き
合
っ
て
暮
ら
す

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
あ
な

た
も
私
も
あ
り
の
ま
ま
で
い

い
。
こ
の
街
が
そ
う
思
わ
せ

る
の
か
、
そ
う
信
じ
る
人
が

こ
の
街
に
集
ま
る
の
か
。
お

そ
ら
く
両
方
で
し
ょ
う
。

米
国
の
他
の
都
市
で
は
、

裕
福
な
人
は
郊
外
に
移
り
住

み
、
そ
れ
が
経
済
的
に
許
さ

れ
な
い
人
が
都
市
部
に
残
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
く
に
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
島
に
は
、
ミ
リ
オ
ネ
ア
ー

も
庶
民
も
低
所
得
者
も
、
そ

し
て
様
々
な
人
種
の
人
た
ち

が
、
地
下
鉄
や
バ
ス
で
隣
り

合
わ
せ
、
同
じ
ス
ー
パ
ー
の

レ
ジ
に
並
び
ま
す
。

こ
こ
で
暮
ら
し
、
私
は
ど

ん
ど
ん
子
ど
も
に
戻
っ
て
い

く
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
は
き

っ
と
出
会
う
人
た
ち
の
多
く

に
、
子
ど
も
の
部
分
が
残
っ

て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
私

た
ち
日
本
人
が
忘
れ
て
し
ま

っ
た
も
の
を
、
意
外
に
も
こ

の
街
は
、
思
い
出
さ
せ
て
く

れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

シ
リ
ー
ズ
は
終
わ
っ
て
も
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
は
終

わ
ら
な
い
。
紙
面
の
都
合
で
、

連
載
で
は
短
め
の
話
が
多
く

な
り
ま
す
が
、
人
っ
て
い
い

な
、
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

は
ず
で
す
。
こ
の
夏
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
、
世
界
中
の
人

た
ち
を
迎
え
る
日
本
も
、
魔

法
で
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

(

岡
田
光
世
）

■蜜と唾（盛田隆二、光文社文庫）亮平が書いたブラック
企業体験ルポが初めて雑誌に載った直後、それを見たとい
う美帆子から４年ぶりに電話がかかってきた。美帆子はか
つて亮平が家庭教師をしていた少年・拓海の母親で、拓海
は中学受験を前に交通事故で亡くなっていた。のちに亮平
のもとを訪ねてきた刑事から聞かされた驚愕の事実とは。
■ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー（ブレイ
ディみかこ、新潮社）優等生の「ぼく」が通う中学は毎日
が事件の連続。貧富の差でギスギスしたり、アイデンティ
ティーに悩んだり。そんな日常を思春期真っ只中の息子と
パンクな母ちゃんがともに考え悩み乗り越えていく。イギ
リス在住の著者が元底辺中学校に通う息子を通して差別・
偏見・無知などを描く。ノンフィクション本大賞受賞作品。
■飛べないカラス（木内一裕、講談社）主人公は元売れな
い俳優で元企業経営者、理不尽とも思える罪での服役を終
え、ムショから出て来たばかりの加納健太郎・39歳。20年
近く前、恩人と慕う大河原俊道から突然「娘が幸せかどう
か確かめてきてほしい」と依頼された。出所後にきた加納
健太郎への奇妙な依頼とは。■ウソつきの構造-法と道徳の
あいだ（中島義道、角川新書）世の中には多くのウソがま
かり通っているのに、私たちはなぜ子供に「ウソをついて
はいけない」と教え続けるのか。この矛盾こそ哲学者が引
き受けるべき問題だ。哲学者で「哲学塾カント」を主宰す
る著者がその使命としてこの問題に取り組む。■彼女たち
の犯罪（横関大、幻冬舎）医者の妻で義理の両親と同居する神野由香里は
夫の浮気と不妊に悩んでいたが、ある日失踪、海で遺体として発見される。
事件の影にある女たちの嘘と罠。不妊、不倫、未婚、子育て、セクハラ、
パワハラ、いつの時代も女の人生は険しい。■炎罪（鏑木蓮、講談社文庫）
京都で起きた火事で、全焼した自宅から精神科医の焼死体が発見された。
これは自殺か、放火殺人による他殺か、そして姿を消した妻の行方は…。
捜査が難航するなか、京都府警の片岡真子は精神科医の遺品からある女性
の事故死を知る。女性刑事の閃きが光る警察ミステリー。（高田由起子）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店

BOOKS

事
件
の
真
相
は
４
年
後
に
。
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
本
大
賞
受
賞
作
品
。
元
受
刑

者
が
受
け
た
奇
妙
な
依
頼
と
は
。
哲
学
者
が
取
り
組
む
ウ
ソ
つ
き
の
構
造
。
い
つ

の
時
代
も
女
の
人
生
は
険
し
い
。
女
性
刑
事
が
活
躍
す
る
警
察
ミ
ス
テ
リ
ー
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

来月から本紙で連載

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

文春文庫・刊

岡田光世・著

映
画
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
マ
ン
」
の
原
作

『I Heard You Paint Houses 』

Written­by­Charles­Brandt

Published­by­Steerforth­Press

AMERICAN BOOK JAM
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第一部も
お楽しみください。
こちらをクリック
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